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　抜けるような青空の下、その鮮烈な青には不釣り合いな甲高い鉄の音が響き渡る。

　音の種類は様々だ。剣と剣が激しく鍔つば迫ぜり合あいを起こす音。槍やりと斧おのが交錯する音。あるいは、武器が鎧よろいに弾かれる音。

　そこに、矢が飛ひ翔しようする鋭い音。腹の底に響く銃撃の音。炎が激しく爆はぜるような音も聞こえた。すべてにおいて共通するのは──それらに敵意が籠こもっていることだ。

　ここは無慈悲な殺意の飛び交う戦場。

　見渡しのいい平原。踝くるぶしが埋まる程度の雑草や、僅わずかに咲いていた可愛かわいらしい野花は、容赦なく踏み荒らされる。

　猛然たる勢いで攻め込む片方の勢力は、鉄仮面やプレートアーマー、あるいは覆面とローブで顔と身体からだを覆った不気味な一団。

　それに対する勢力は、年端もいかぬ少年少女たち。彼らの服装もまた平時のものではない。鉄鎧を装備している者もいれば、皮鎧を装備している者もいる。ローブを着込んでいる者や、煌きらびやかな布服を着ている者もいた。

　兵力差──というよりは人数差と言った方が正しい。それは三対一といったところだろうか。不気味な一団の方が圧倒的多数だった。

「楓かえで、あと三十秒でいい。敵を抑えてくれ！　真ま桜おは氷魔法を使って敵軍に穴を開けつつ、進軍を遅らせる！　椿つば姫きは待機して、三十秒後に真桜の開けた穴から敵を突き崩せ！」

　少年少女たちに混ざり、指揮を執るのは彼らと同い年であろう少年。

　名を鷹たか司つかさ帝たい輝きという。

「りょ、了解です！」「……はいマスター」「まかせてッ！　帝輝」

　そして、彼の指揮に頷うなずき、部隊は指示通りに動き出す。

「り、梨り夢むさんたち、援護お願いします！」

　楓と呼ばれた少女は気弱そうに動きながらも、傍そばにいる仲間たちと協力しながら壁を作り、敵を後ろに通さない。敵の攻撃をその身に受けるも、決して引こうとはしなかった。

「……爆ぜよ。〈フリーズブレード〉」

　ひとりの少女──真桜と呼ばれた少女の持つ杖つえの先から氷柱つららが生成され、放たれる。

　味方の間を縫って飛んだ氷柱は敵の一団に命中し、爆散し氷の欠片かけらを飛び散らせ、彼らを怯ひるませた。

　明らかに大きな隙すきが生まれている。今か今かと牙きばを研いでいる者には、敵を一掃するチャンスだと見えることだろう。

「……あれ。これって……チャンス!?」

　椿姫と呼ばれた少女は怯んだ敵を見て口端を吊つり上あげる。

　指示の三十秒を待たずに椿姫は敵陣へと躍り出て、その手に持つ銀色の剣を振るった。

　目の前の敵を斬きり伏せ、返す刀で敵をさらに斬りつける。瞬く間に五人が倒され、敵の戦士たちが消えていった。

「何やってんだ、椿姫！　三十秒待てって言っただろ！」













　多大な戦果を上げたにもかかわらず、帝たい輝きから怒号が飛ぶ。

「え？　だ、だってチャンスだったし」

「避よけろ、椿つば姫き！」

　その瞬間──いつの間に飛来していたのか、椿姫の身体からだに多数の矢が突き刺さる。

「あっ……れ………………………………………？」

　今いま際わの声は虚空に溶け、その身体は矢と共に霧のように消えてしまった。

「つ、椿姫ちゃん！」

　巨大な鎧よろいで身を包んだ楓かえでという名の少女が彼女の名前を叫ぶ。

　だが、その彼女から返答が戻ってくることはない。

　彼女は確実に死んだ。この世界で言うところの、死を迎えたのだ。

　帝輝は戦闘の最中、小さく息を吐く。そして、苦渋の表情を浮かべた。

「もう充分だ」

　予習も兼ねて進めてきたが、今後の進軍のキーとなる椿姫が死亡し、死者がふたりになった以上、これ以上の行軍を続ける意味は薄いと彼は判断した。

　帝輝が指を虚空で上から下、右と動かす。目の前に横長のホログラフィーが縦に三つ並んで表示された。上から、Ｍａｐ１、Ｍａｐ13、Ｍａｐ14と書かれている。

「スロット３、ロード！」

　帝輝が三つ目のホログラフィーを指で押し込んだ瞬間──帝輝たちは霧のように消えた。




　視界が開けた時、彼らは街中にいた。そこは先程までいた戦場ではない。

　少年少女たちは疲れたような顔で、各々が溜ため息いきを吐つく。

「マジかよ。俺ってば今回、神成長したのに。ＨＰヒツトポイント以外のステータス全部上がったんだぜ」

「私なんかレベルが３も上がったのよ、もったいない。ロードが決まってたとはいえ……」

　戦場から一転、まるで放課後のような空気が広がっていった。

　そんな中、彼らに混じって、

「……えっと、ゴメンね」

　今さっき、多数の矢を受けて消えていった少女──椿姫が気まずい顔でそこにいた。

　彼女の人柄故か表立って非難する者はいないが、不満そうな表情を向けている者もいる。

「弓兵を倒すまで待てって言っただろ」

　溜息交じりに帝輝が言うと、椿姫は頭を下げた。

「ま、もうロードすることは決まってたからいいんだけどさ。品しな川がわも生き返ってるか？」

「うん。戻ってる」

「……指揮する立場のお前が死んでどうするんだ」

「いや、95パーセントの攻撃が外れるとは思わなかったし……」

「確率はゼロパーセントと１００パーセント以外信じるな。何度も言ってるぞ」

　帝たい輝きはまたも溜ため息いきを吐つく。

「これでロードも四回目だ。あと、六回しか使えない。もう少し危機感を持っていこう」

　そんな帝輝の言葉に、椿つば姫きと品しな川がわは神妙に頷うなずいた。

「クリアしなきゃ、俺たちは元の世界に戻れないんだからな」

　周囲を見渡す。

　街には鉄筋のビルや現代の木造家屋など存在しない。

　すべて石でできた、中世をイメージしたかのような家屋だ。




　ここは現実であり、現実ではなく。

　異世界であり、異世界ではない。

　そんな場所に、帝輝はクラスメイトたちと共にこのゲームの中へ飛ばされていた。

　そのタイトルの名は──『レジェンド　オブ　ルインブリンガー』。

　通称『ＬｏＲ』といった。













　ミュンヘン行きの飛行機が羽はね田だを発たって、すでに四時間が過ぎた。

　飛行機内には同一の制服──ベージュが基調のブレザーを着た生徒たちが行儀良くクラス毎ごとに座っている。隣の生徒同士で談笑などを楽しんでいた。

　ところどころに教師たちも座っており、生徒たちが粗相をしないか目を光らせている。

　彼らは海かい鳳ほう大学付属高等学校に所属する生徒と教師で、今は海外への修学旅行中だ。まずミュンヘンへ向かい、そこから飛行機を乗り継いでギリシャはアテネに向かう。

『〈ライトストリーム〉！』

　談笑に紛れるように、スマートフォンのスピーカーから声が響く。続けて、ビーッとレーザーでも発射されたかのような派手なＳＥが鳴った。

「よしっ、クリアだ」

　エコノミーの三列席、その窓際に座る鷹たか司つかさ帝たい輝きがスマートフォンを片手に、拳こぶしを握って小さくガッツポーズする。その瞳はキラキラしており、まだ子供っぽさが残っていた。短い髪が真ん中で分けられており、活発そうな印象が窺うかがえる。

「くそっ、二秒差で負けた！」「あそこで攻撃が当たれば五秒は縮まったのに……」

　真ん中に座る若わか槻つき怜れ王おが顔を上げて拳を握り、通路側に座る柳生やぎゆう君きみ尋ひろが力なく項うな垂だれた。ふたりに共通しているのは悔しそうな表情だ。

　彼らのプレイしているゲームは、『レジェンド　オブ　ルインブリンガー８』。

　通称『ＬｏＲ８』。

『ＬｏＲ』はシミュレーションＲＰＧと呼ばれるジャンルの代表作とも称されるタイトルで、ファンの心を捉とらえて離さない作品だ。８はその最新タイトルとなる。元々は家庭用ゲーム機のタイトルだったが、シリーズが進むとプラットフォームは携帯ゲーム機に移り、８ではソーシャルゲームとして提供されていた。

　高校二年生の彼らはクラスが違うものの、デジタルゲーム部の部員として『ＬｏＲ』シリーズを何度も何度もプレイしている。もっとも飛行機内は通信プレイができないため、今の彼らはオフラインモードで同じステージをプレイし、誰が一番早くクリアできるか──ＲＴＡリアルタイムアタツクで競っていた。

「帝輝、何か主人公のギフト技能構成変えたのかよ？」

　負けた、しかし、楽しそうに怜王は問う。ブレザーのボタンは外されてだらしなく開いており、ぼさぼさになった短髪からは粗野なイメージが漂うが丸顔で愛あい嬌きようがあった。

「今回はある程度、守備的なギフトを入れてやってみた。増援が来る忙しい場面を守備力の高いユニットでゴリ押しできるのは大きいな。怜王、お前は？」

「攻撃ギフトを入れ過ぎたせいか無駄が多かったぜ。オーバーキルし過ぎだっての。ところで君尋はどうしたんだ？　計算が狂ったみたいだけどよ」

　今度は怜王は左隣にいる君尋に問う。怜王とは対照的に、きっちりとブレザーを着こなしており、眼鏡めがねの奥に光る切れ長の瞳は、真面目まじめさと冷静さが同居しているようだった。

「タクティシャンで多数のユニットを強化して、数と練度で押し切る予定だったんですが、運に恵まれませんでしたね。５パーセントの命中率が二回当たったんじゃお手上げです」

　そんな君きみ尋ひろの反省に帝たい輝きが感心した声を上げる。

「君尋はホントに戦略で攻めるのが好きだな。怜れ王おは怜王で攻撃ギフトでガン押しだし」

「帝輝は帝輝で守備型からジワジワ行くのが好きだろうがよ」

　三人が検討及び、反省会をしていると、通路を歩いていた妙齢の女性が顔を出した。彼女は君尋のクラス、２－Ｃの教師だ。

「まったく。君らはまたゲームか。修学旅行なんだから、もっといつもはできないことをしなさい。それと席を替えていいとは言ってない。自分のクラスに戻りなさい」

「見つかっちまったか。じゃ、また後でな、ふたりとも。あと帝輝、愚妹によろしく！」

　そう言って怜王は席を立ち、自分のクラスへと戻っていく。彼は２－Ａの生徒だった。

　続けて帝輝も立ち上がり、君尋の前を通って通路へと出る。帝輝は２－Ｂ所属だ。

「俺も戻るよ。じゃあな、君尋。押しかけて悪かった。向こう着いたらまたやろうぜ」

「向こうでの対戦は海外ですから、通信費がかかりそうなんですが……」

「『ＬｏＲ７』は持ってきてるだろ。あれだったらアドホックでいけるじゃん？」

「まあ、それもそうですかね」

　そして、君尋が眼鏡めがねを押し上げてしみじみと呟つぶやく。

「なんならゲームの中に入って対戦できた方が面白そうなんですけどね」

「ゲームの中に？　それができたら楽しいけど、何十年後になることやら」

　ヴァーチャルリアリティは、技術的な糸口がＡＲ拡張現実で掴つかめたかな、というところだ。まだまだＶＲ仮想現実まで、道は遥はるか遠い。

「んじゃ、またギリシャ向こうでな。乗り継ぎのミュンヘンでやる時間あるかもだけど」

「ええ。では、また後ほど」

　帝輝が自分のクラスである２－Ｂの生徒たちが座るエリアの後部座席へ向かう。本来座るべき場所では、幼おさな馴な染じみの三さん条じよう椿つば姫きがむくれた顔で座っていた。

　腰まで伸びた髪に、小さなリボンがついている。幼げな表情で拵こしらえたふくれっ面は子供が拗すねているようにしか見えなかった。彼女自身は帝輝よりも頭ひとつ小さいため、立っていたら子供が怒っているようにしか見えないだろう。

「ホントにゲーム馬鹿なんだから！　飛行機の中ぐらい我慢しなさいよね！」

　開口一番、説教だ。帝輝が三人席の真ん中、椿姫の隣に座ると、その説教はさらに続く。

　怒らせると怖い少女だ。以前怒らせた時には、帝輝は竹刀を手にした椿姫に追いかけられたりしたこともある。これでも剣道部期待のホープだけに竹刀捌さばきは恐ろしいもので、帝輝は彼女を怒らせないように、できる限り注意をしていた。

　彼女とは幼稚園の頃からの付き合いだが、異性を意識し始める時期に疎遠になることもなく、ずっと同じクラスで一緒に過ごしている。冷やかされることもしょっちゅうだ。

「十二時間程度、やらなくてもいいでしょ？　乗り継ぎもあるんだし」

「十二時間程度ってお前、簡単に言うけど俺らにとっちゃ死活問題だぞ」

「もう、このゲーム馬鹿！」

　機嫌悪くべーっと舌を出して、ぷいっと顔を背けてしまう。

「一生に一回しかない高校の修学旅行なんだから、少しはあたしと…………もう……」

　そんな椿つば姫きの言葉に気付かず、帝たい輝きは隣の通路側席に座る悪友の細ほそ川かわ凰おう楽らを見る。先程前を通った時は気付かなかったが、彼の顔色は乗り物酔いでもしたかのように青い。普段から穏やかで柔和な彼ではあるが、今は大人し過ぎた。目の光も妙に薄い。

　彼も椿姫と同じく幼稚園の頃からの付き合いである。

「お、おい、凰楽。大丈夫か？　顔色すげー悪いけど」

「あ、帝輝か。飛行機が苦手なだけで大丈夫だよ。なんで飛ぶんだろうね、こんな鉄塊」

「航空力学はちょっと知らんが……。とにかくマズくなったら言ってくれよ、凰楽」

「ああ、ありがとう帝輝」

　そして、帝輝が腰深く座り、スマートフォンを操作し始める。画面には『ＬｏＲ８』というタイトルのロゴが表示されていた。

「もう。またゲームなんて──」

　椿姫が帝輝に小言を言おうとしたその時──飛行機がブレる。

　揺れたではない。ブレたのだ。

　その後、鳴り響くエンジン音だけではない何かが落ちたような、歯車が外れたような音が機内へ届く。













「きゃっ、な、何!?」

「大丈夫か、椿つば姫き？」

　椿姫が帝たい輝きにしがみつき、身体からだを震わせた。

　隣の凰おう楽らは突然の揺れのせいか、身体を抱え込むようにして丸まっている。

「やだ、なに？　怖いよ、帝輝……」

「怖いなら、しっかり捕まってろ」

　そう言って帝輝は椿姫の肩を抱き寄せた。

　椿姫は少し頬ほおを朱色に染めて、安心したような表情を浮かべる。

　だが、機体はさらにその揺れを強めた。青空と雲だけの世界だった窓の外は、いつの間にか不気味な灰色になっている。そこでは微かすかに放電のような火花が生じていた。

「な、何だよ!?」「揺れ過ぎだろ！」「お、落ち着きたまえ！」「皆、静かに！」

　クラスメイトたちも騒ぎ始める。自分たちだけではなく、すべてのクラスの生徒が、さらに教師たちまでもがこの異常事態に戸惑った。窓の外を染めた灰色は、どう見ても雲ではない。キャビンアテンダントらも機長も、アナウンスで乗客を安心させようとしているが、この揺れが異常であるということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ガコン、とまたひとつ大きく揺れ、声にならない悲鳴が重なり──視界は白に包まれた。





　　　　◆






　木々に囲まれた土の広場に多数──四十人の身体が横たわっている。

「う……」

　その中のひとり、帝輝は目を覚まし、頭をぐらつかせながら立ち上がった。

「何が……起こった？」

　寝起き特有の霞かすむ目で周囲を見渡す。

　木々の間から延びる間道の先には僅わずかに建築物が見えた。それは見慣れた日本のものではない。田舎のようだが、それよりももっと古くさい。それこそ、過去へとタイムスリップしたかのような、中世においても辺境ではないかと感じるそんな牧歌的な光景だ。

「あー……何が起こったんだ」「ちょっと、どこここ？」「飛行機落ちたのか？」「どこにも飛行機ないけど」「つか、落ちたら死ぬだろ」「ケータイ、繋つながんないよー」

　帝輝の目覚めから少し遅れて、周囲の生徒たちも起き上がった。

　ここにいるのは全員クラスメイトたちだ。見知った顔が傍そばにいることで安心したのか、彼らの表情から不安が僅かに薄れる。

「というか何、そのカッコ？」「変なの」「コスプレかよ、お前」「お前こそ、山賊か？」

　そう。彼らは一様に妙な格好をしていた。先程まで着ていた制服ではない。

　少なくとも普段着ではなかった。付け加えれば、バラエティにも富んでいる。

　まるで騎士のような鉄の鎧よろいという格好の生徒、革の鎧に身を包んだ生徒、ローブを羽織った生徒。ほぼ黒、あるいは茶色だった髪の色までバラエティ豊かな彩色だ。

　帝たい輝きは黒と赤をベースにした丈夫そうな服に、肩には表が黒、裏が赤のマントがついている。足には同色のグリーヴを装備していた。

「あたしら以外誰もいなくね？」「先生もいないぞ」「遠くに城見えるけど、ギリシャ？」

　気持ちが落ち着き始めたことで周囲の異常さにも気付き、また少しずつ不安が広がっていく。状況の変遷に誰も理解が追いついていなかった。

　だが──。

「ここがギリシャのはずがない……」

　帝輝が身体からだの戦慄わななきを抑えて呟つぶやく。その言葉にクラスメイトたちが振り返った。

　帝輝には見覚えがあるのだ。彼らの格好にも、自分の姿にも。

　この風景にも、遠くに見える城にも。

　むろん、自身が現実で見たものでもない。

「ここは……初代『レジェンド　オブ　ルインブリンガー』の世界だ」




『レジェンド　オブ　ルインブリンガー』

　シミュレーションＲＰＧの開祖とも言えるゲームタイトルで、その草分け的存在である。

　マス目で区切られたマップの中で自軍ユニットと敵軍ユニットに分かれ、ユニットを動かしながら勝利条件を満たす──敵の守る城や砦とりでを制圧すること等でマップを攻略クリアする。敵と味方に分かれて駒こま──ユニットを動かしながら戦うのは将棋に近い。

　将棋と同じようにユニットには個性がある。将棋と大きく異なる点は、ユニットにレベル、攻撃方法や能力という概念が存在することだ。将棋と違いマスに合わせるだけで敵の駒を倒すことはできない。お互いを戦わせ、相手の命を奪うことでユニットは消失する。

　また、自軍と敵軍だけが参戦するわけではない。時には第三勢力までもが介入し、戦いの複雑さを増していくのだ。

　そして、最後のマップにいる天界生体兵器〈黒こく天てん獣じゆう〉を倒せば、ゲームクリアとなる。

「……つまり、ゲームの中？」「いやいや……」「ギャグにしてもつまらんぞ……」

　帝輝の一通りの説明を聞いていたクラスメイトたちは、一様に「何言ってんだこいつ」というような目を向ける。

　しかし、帝輝にとって幸いなことに、三人ほど彼の意見に同意する者がいた。

「初代『ＬｏＲ』は僕も帝輝と一緒に何度かプレイしたことがある。風景まではわからないけど、僕らが着ているこの服は間違いなくゲームのものだよ」

　その声は帝輝の友人の凰おう楽らのものだった。凰楽の服装もまたこのゲームのものとなっている。グレーの戦闘服で、レザーポーチがショルダーベルトと腕にそれぞれついていた。帝輝よりもほんの少しだけ長く細い髪の色も、濃いめの金髪に変わっている。

「帝輝は普段は適当だけど、こういう時は絶対に嘘うそ吐つかないから本当だと思う」

　続いて、幼おさな馴な染じみの椿つば姫きも帝輝を信じてくれる。椿姫の服装もまたゲームに準じている。濃い茶色だった髪は控えめな金髪となり、白をベースとして金を刺し繍しゆうされた装備を着込んでいる。二の腕まで防護する銀色のガントレットと、膝ひざまでを守るグリーヴをつけていた。

「そ、そうだね。確かに初代『ＬｏＲ』に似てる……。怖いぐらい……」

　ゲームオタクの男子生徒もプレイしたことがあるのか、帝たい輝きの意見を消極的にだが賛同した。その三人の意見を聞いて、クラスメイトたちは各々顔を見合わせる。

「もしかしたら本当かも？」「話がぶっ飛び過ぎている」「でも、見覚えない場所だし」

　信じている者、信じていない者、半々といった案配だ。

　そこでクラス委員長が手を上げる。

「ここが仮にその世界だとして、僕たちはどうやって帰ればいいんだい？」

　帝輝とてわかるはずもない。外国に来たならまだしも、ゲームの世界だ。

　ゲームの世界と言えど、肌に感じる温度、頬ほおを撫なでる風、鼻孔をくすぐる草木の匂い。それらは現実とまったく同じようだと五感へと訴える。

　ヴァーチャルリアリティの世界など、ＳＦ等でしか読んだことのない帝輝にとって──いや、クラスメイトたちにとっても理解しがたい事態だろう。

「……ッ！」

　未いまだざわつくクラスメイトをよそに、帝輝が突如身体からだを硬直させた。

「帝輝、どうしたの？」

　椿つば姫きはそんな帝輝を心配そうな表情で見る。

　いきなりの出来事に動揺していたが、帝輝は思い出したのだ。ここが、初代『ＬｏＲ』のスタート直後の場所であることに。

　もし──もし、これがゲーム世界であり、スタート直後だというのであれば。

「……敵が、来る」

　帝輝がその事実に身体を震わせると同時に、周囲の木々がざわめいた。

　木々の隙すき間まから顔の下半分を覆面で隠した、いかにも荒くれといったような、斧おのを持つ半裸の人間たちが現れる。それも多数。

　まさに山賊という風ふう体てい──いや、山賊なのだ。ゲームで戦う初めての敵ユニットなのだ。

　その山賊たちがクラスメイトたちを逃がさないように囲んだ。山賊たちの放つ殺気がわかるのか、椿姫は身体を震わせた。

『頭領！　ヴェリール王国の王子ですぜ。帝都防衛戦の敗北でこの国に流れてきた』

『へっへっへ。これはラッキーだぜ。一応、こいつも安いが賞金首だからな』

　山賊たちの頭領と部下と思おぼしき男の、不穏当な会話が目の前で交わされる。

　クラスメイトたちはこの状況をまったく把握しきれていない。

　ただ、ほとんどが身を震わせ、状況を見守っているだけだ。嫌な予感を抱いていても、その身体が動かなかった。ただただ、見逃してくれることを祈ることしかできない。

　だが、山賊の頭領はニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべ、手に持つ凶悪な斧を掲げる。

『野郎ども！　男は全員、叩たたっ切っちまえ！　女は捕まえろ！』

『『『『『おおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』』』』』

　山賊たちの野太い咆ほう哮こうが響いた。

　そして、クラスメイトたちの祈りや願い虚むなしく、有無を言わさずに襲いかかってくる。

「な、何──きゃあああああああああああああああああっ！」

　すぐ傍そばにいた少女が斧おのの一撃を受け、その身体からだが消える。血が流れることはなく、ただただ霧のように消えた。

　帝たい輝きはその様を注視していた。視界には山賊の能力値──ステータスと、やられた方のステータスが枠の中に表示され、見えていた。彼女が死ぬまでは。

　彼女のＨＰヒツトポイントが11で、守備力が２。山賊の攻撃力が15。計算式は基本的に「攻撃力－守備力＝ダメージ」で、「ダメージ分、ＨＰが減る」。「ＨＰが０になれば死亡」となる。ステータスからすれば、山賊の一撃を喰くらえばやられて当然と言える。

　その上、敵の多さ、ステータス等から察するに、最高難度ディスペアであることも帝輝は一瞬で理解した。ノーマル、ハード、ベリーハード、その上位に位置する難易度。

　まるでそこの処理だけはゲームのようだ。

　だが、そんな少女の悲鳴はさらなる悲鳴の呼び水となる。

「な、なんで！　み、見えない壁が!?」

　ひとりの少女が森を抜けて逃げようとしているが、彼女の言う通り、そこには見えない壁があった。そこからはどうしても抜けられない。そうして足あ掻がいているうちに、彼女もまた山賊の斧を喰らい、消えていった。

　次々と消えていく。ひとり、ふたり、三人、四人──クラスメイトの消失が止まらない。

　クラスメイトたちは武器を持っていた。ゲームでも初期から所持している武器を。だが、恐怖に支配され、身体が動かない。そもそも、武器を持っているからといって、戦えというのも酷な話だ。

　しかも、ゲームのように順番に攻守が入れ替わるターン制ではなかった。これは、リアルタイムに進行するＲＴＳリアルタイムストラテジーに近い。こちらが攻撃を行わなければ、一方的に蹂じゆう躙りんされるだけだ。

　ゲームと現実の違いをまざまざと見せつけられる。

「皆っ！　落ち着いてくれ！　冷静に対処を──」

　帝輝は勇気を振り絞って山賊に立ち向かいながら、クラスメイトたちに訴えかけた。

「このおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　隣にいた椿つば姫きもまたその手に持った剣を構え、果敢に山賊へ向かっていく。剣道部所属、インターハイ出場ベスト８という誇りがそうさせるのか、彼女は勇敢に剣を振るった。

　彼女の剣が山賊に命中する。帝輝が注視して山賊のＨＰヒツトポイントを見ると、ゲージは一気に減った。椿姫の攻撃力数値から山賊の守備力を減らした分だけ、敵にダメージが入っている。

　逆に山賊の斧が椿姫を襲う。その斧を椿姫は躱かわしきれずに喰らってしまう。

　だが、椿姫のＨＰは減っていなかった。ミスという文字がうっすらと表示されている。敵の命中率は45パーセントだ。半分以上の確率で躱かわせるわけだが……。

「椿つば姫き！　大丈夫か!?」

「大丈夫だよっ、帝たい輝き！　なんか武器当たっても痛くないし！」

　強がりで言っている……わけではなさそうだった。斧おのを喰くらったにもかかわらず、血は流れていないし、打撲したような青たんもない。

　椿姫に再び斧が襲いかかる。今度は腕に命中。ダメージを負ってしまった。

　それでも椿姫の顔色に変化はない。痛がっている素振りを欠片かけらも見せていなかった。むしろ、逆に反撃で山賊を剣で攻撃している。

「皆！　なんか知らないけど痛くないよ！　怖いけど……ここを乗り切ろう！」

　椿姫が皆を鼓舞した。その一言で逃げ腰だった者たちは少しずつ戦闘に参加し始める。

　特に痛覚がないというのは大きな情報だったらしい。また椿姫が斧を喰らっても痛がっていないというのも証拠として大きく働いたのだろう。

　確かに椿姫に限らず、他のクラスメイトたちも攻撃を喰らっても痛みがないということに気付きつつあった。また刃やいばで斬きられても、血が流れないということも。

「帝輝！　あたしの後ろに隠れて！」

「馬鹿言うな！　俺も戦う！」

　帝輝が救援に向かう前に、山賊を引きつけていた椿姫に複数の斧が襲いかかる。

　身体からだが温まってきたのか、彼女はそれを寸前で避よけた。ＨＰヒツトポイントが減ったわけでも、ミスという表示が出たわけでもない。

「なるほど。斧が身体に命中した時だけ、計算式が当あて嵌はめられるのか」

　命中した時は計算式で処理され、それ以外はリアルで持っている回避技能となる。

　ゲームとは違い、リアルの技能が入る隙すき間まがあった。そこが大きな違いというのを、帝輝は脳内に叩たたき込んだ。

　だが、その間にもクラスメイトたちが、その身体を消していった。




　ゲームにおいて序盤の敵は弱い。その仕様に洩もれず、この山賊たちも大した強さではなかった。元々、今の状況においては数でも質でも勝っているのだ。負けるはずもない。

『ば、馬鹿な。一いつ攫かく千せん金きんの夢が……』

　山賊の頭領──ボスユニットも死に際の台詞せりふを吐いて、その身体を消していく。

　帝輝をはじめとしたクラスメイトたちは攻略──つまり、山賊を全滅させた。

　だが戦うことができたのは、ここが現実とは違っていたからということが大きいだろう。

　武器を喰らっても痛みがない。

　重そうな武器もまるで竹刀のように、軽々と振るうことができる。

　そして、ゲーム内のステータスがそのまま反映されるため、能力では敵を上回っている。

　そういった現実との差異の諸もろ々もろが少年少女である彼らに戦うためのギリギリの心構えをどうにか与えてくれたのだ。

　椿つば姫きは剣道をやっていたことが功を奏してか動きが洗練されていたし、同じ道場で小学生まで剣道をやっていた帝たい輝きも、昔取った杵きね柄づかかそれなりに動くことができた。

「綴つづりさんっ！　なんでっ……！」「奈な苗なえ、どこに行ったの！」「梨り々り花か……いないの？」

　しかし、安心してばかりもいられない。

　山賊を全滅させたといっても戦死者は多かった。七人もやられてしまっている。ゲームと同じように死体すらなく、ただただ彼らは幻だったかのように消えていた。

　皆が泣きながらクラスメイトたちの名前を呼ぶ。

　だが、反応が返ってくることはなかった。死んだ者を呼ぶ声が、虚むなしく広場に木こ霊だまする。

「椿姫、無事か？　凰おう楽らも」

「う、うん。あたしは大丈夫だったけど……」

「僕も……うん」

　帝輝はホッとしたように安あん堵どの吐息を吐いた。

　ただクラスメイトたちが死んでいるという事実があるためか、その表情から険しさは消えない。見知ったクラスメイトが消えたのだ。やりきれない思いが強く湧わき上あがる。

「………」

　ふと椿姫の手を見ると、剣を持ったまま痙けい攣れんするかのように戦慄わなないていた。

　恐怖がここに来て襲ってきたかのように。目の焦点も微かすかに合っていない。

「椿姫。もう大丈夫だ。剣を下ろしてもいい」

　椿姫の異変に気付いた帝輝は、カタカタと震える椿姫の手をそっと握る。

　いつもなら照れて振りほどくが、この時ばかりは帝輝の温ぬくもりを求めるかのように大人しい。指に血も通い始め、薄くなっていた色素が戻り始めた。椿姫は少しずつ落ち着きを取り戻し、身体からだの震えも収まっていく。

「ご、ごめんね」

　椿姫は覚おぼ束つかない動きで剣を鞘さやに収め、震えを抑えるようにギュッと帝輝に抱きついた。

「あ、う……。あ、あたし……人を……」

「大丈夫、大丈夫だから。あれは人じゃない。まったく別の何かだ」

「う、うん……。そ、そうだよね……」

　帝輝は椿姫の頭を撫なでながら、彼女が完全に落ち着くのを待った。

　山賊の大部分を倒し、またクラスメイトたちを守るために一番奮闘したのは彼女だ。

　この世界、身体に疲労は溜たまらないようだが、心の方はそうはいかない。

　恐怖と安堵。そして、感触が違うとはいえ、人を斬きったという事実が心を蝕むしばんでいた。

「し、しっかりしなきゃダメだよね……。あ、あたし、戦えるんだし」

「無理しなくていい。今はとにかく心を空っぽにしてろ」

「う、うん……」

「深呼吸してろよ。少しは落ち着くかもしれない」

　帝輝がそう言うと、椿姫は素直に従った。帝輝の胸の中で、小さな口が開き、呼吸と共に小さな胸が上下する。すると、速かった呼吸が少しずつ収まっていった。

　呼吸が完全に整うと、椿つば姫きは恥ずかしそうにそっと帝たい輝きの身体からだから離れる。

「ふぅ……。あ、ありがとね、帝輝。落ち着いた」

「そりゃよかった。ま、お前が混乱した時とか興奮してる時の対処法は知ってるしな」

「も、もう……。恥ずかしいこと言わないでよっ。いっつも興奮してるみたいじゃない」

　少し頬ほおを膨らませて、拗すねたように帝輝を見る。

　普段通りの仕草に、いつもの椿姫に戻ったようだった。

　帝輝は改めて周囲を見み遣やる。クラスメイトたちが沈痛な面持ちなのは変わっていない。

　いるべき人間がいないのだ。椿姫や帝輝、そして、凰おう楽らとて一歩間違えていれば、悲しまれている方だっただろう。

「しかし……、なんなんだよ、これは……」

　絶望するように吐き捨てる。四十人中七人がいなくなったこの状況に。

　まったく何もできずに巻き込まれ、クラスメイトが為なす術すべもなく死んでいった。

　いや、死んだかどうかすら定かではない。何しろ、その身体は消えているのだから。

『ＬｏＲ』にはひとつ大きな特徴がある。一度死んだユニットがアイテムや魔法で生き返ることがないというシビアさだ。

　ユニットが死んで、プレイヤーがそれを良しとしない場合、リセットしてやり直すしか方法がなかった。つまり、やり直すことができなければ死んだ彼らは今のままだ。

「申し訳ありません。エリス・ランフランク、ただ今推すい参さん致しました」

　悲しみに包まれた広場に、場違いなほど凜りんと澄んだ声が響く。

　いつの間に立っていたのか、帝輝の傍そばにひとりの少女がいた。

　帝輝たちと同じように、この世界の服を着込んでいるがクラスメイトではない。

　銀髪というクラスメイトにはいない髪色は綺き麗れいで儚はかない印象を持たせるためか、特によく目立っている。若干露出が多めの動きやすい服とは対照的に、その鋭い目は冷徹という言葉が似合っていた。また、感情の希薄さを見る者すべてに抱かせる。

「……エリス？」

　帝輝が思わずといったように呟つぶやいた名前に少女は頷うなずく。彼女はゲーム内におけるナビゲーター役……ストーリーにおいては主人公の世話役という設定のキャラクターだ。

　ゲームのナビゲーターを務めるため、時折システムの説明や操作方法に言及するなど少々メタ視点──この世界ではあり得ないような言葉を使うキャラのはずだった。

　彼女が帝輝の呼びかけに応えた以上、ある程度のコミュニケーションは可能らしい。

「ね、ねえ、帝輝。この人って……」

　凰楽が一歩引きながらエリスに視線を合わせた。凰楽もまたプレイしているからこそ、彼女が誰かを知っている。現れた少女にクラスメイトの誰もが目を奪われていた。

　帝輝は物もの怖おじすることなく、彼女に語りかける。

「エリス、お前は俺たちがここにいる理由を知っているのか？」

「ここにいる理由と言いますと……大陸を救うためでしょう」

「違う。現実からここに召喚された理由だ」

「ゲンジツ……？」

　しかし、エリスは帝たい輝きの言葉を理解できないかのように呟つぶやく。つまり、エリス側からすれば帝輝たちが召喚されてきたことなど知らないということだ。

「彼女は何も知らないっぽいね。コミュニケーションができても、あくまでナビゲーター役ってことなんじゃないかな」

　凰おう楽らが肩を落としたように力なく呟く。諦あきらめたように溜ため息いきを吐ついた。

「大勢、死んでしまいましたね。帝輝様。ロードすることを推奨します」

　エリスはクラスメイトたちの困惑などどこ吹く風で語る。

　その言葉にあった『ロード』。それは帝輝にとって聞き逃せない単語だった。

「……できるのか？」

「はい。セーブも存在します。帝輝様、指を虚空で上から下、右と動かして下さい」

　帝輝が言われたとおりに空中で指を動かすと、横長に長方形のホログラフィーが目の前に三つ並んで浮かび上がってきた。

　そのホログラフィーはまるで何かを待つように、浮かんだまま光り輝いている。

「まるでマウスジェスチャーだな」

　その一番上の長方形の中には大きくＭａｐ１と表示されている。その下はＥｍｐｔｙ。一番下もＥｍｐｔｙとなっていた。まさに『ＬｏＲ』のセーブロード画面だ。

　虚空に指を這はわせ、その一番上のスロットを押す。すると、『スロット１をロードします。よろしいですか。はい／いいえ』というメッセージが表示された。これも『ＬｏＲ』と同一のフローチャートだ。

「確認するが……押しても問題ないんだろうな？」

　帝輝はエリスを横目で見ながら尋ねる。エリスは無表情のまま、小さく頷うなずいた。

「……死んだら、ロードするしかないってか。『ＬｏＲ』そのまんまじゃないか」

　未来技術的なホログラフィーを前に、少し指を迷うように彷徨さまよわせる。

　その間、クラスメイトたちは何も言わない。ただただ、帝輝の行動を見守っていた。

「ロードができるなら、皆生き返るはず……！」

　帝輝の表情が決意に染まる。

　そして、勢いをつけて『はい』を指で押した。

　押した瞬間──世界すべてが黒へと塗り替えられる。

　何も見えない。人も空も物も、すべてが無の瞬間──だが、それも束つかの間ま。

　数秒も経たたないうちに、目の前で風景がフェードインする。

　周囲の風景は何も変わっていなかった。木々に囲まれた広場のままだ。クラスメイトたちの位置関係が少し変わっている──いや、戻っているが、それぐらいだった。

　だが、数秒前とは大きく違う点がある。

「あ、あれ？　わたくし、死んだはずでは……」「さっき斧おのを振り上げられたような……」

　死んで消えてしまったはずのクラスメイトの七人が、呆ほうけた表情で周囲を見渡していた。

　間違いなく死んでいったクラスメイトだ。まるで最初からその場にいたかのように、そこには確かな命が存在している。

「綴つづりさん！　よかった！」「奈な苗なえ、ホントに鈍にぶいんだから……」「梨り々り花か、大丈夫ー？」

　彼らの友人たちは驚くよりも先に、抱きついて泣き始める。生き返った友人たちに縋すがって、安心したようにへたり込んだ。

「これが……ロード？」

「はい。ロードはセーブデータの内容を読み込み、セーブされた時の状態へと戻します。私はその影響を受けませんが」

　戸惑い気味に呟つぶやいた帝たい輝きの台詞せりふに、そうエリスが静かに告げる。

「ゲームとまったく同じセーブとロードだね。レベルアップしたステータスも戻ってる」

　凰おう楽らが感心したように呟く。

　確かに先程の戦いでゲームと同じように数人が敵を倒した時にレベルアップして、ステータスが上がっていたのだが、それが全員最初と同じ数値に戻っていた。

　だが、帝輝は訝いぶかしげな顔をしている。

「いや、決定的に違うところがひとつある」

「え、どの辺りが？　皆に違いがあるようには見えないけど……」

「ステータスじゃない。俺たちはロード前の記憶を引き継いでる」

「そうか！　ゲームのキャラクターたちは死んだことを覚えてるわけじゃないもんね」

　ロードは、このゲームのシステムの胆きもではあるが、物語においては排除されたものだ。

「セーブスロットは三つか」

「はい。章と章の間であれば何回でも可能です。上書きセーブもできます。ただし」

　それから、エリスはさも重要なことを言うかのように、言葉を一旦止めた。




「ロードは十回限りです。今使われたので、残り九回となります」




　ロードが十回。その言葉の重要性をプレイ済みの帝輝は一瞬で理解する。

「ロードは有限だと!?　しかも、十回!?」

「そうです。セーブは無限に可能。ロードはいつでも──戦闘中でもできますが有限です」

「……ロードが切れたら？　あと、主人公が死んだら？」

「ゲームオーバー……。全員が死亡という扱いになります」

「何……!?　死亡って、どうやって死ぬんだ」

　エリスは答えない。答えることを拒きよ否ひするかのように、ただ目を塞ふさぐだけだ。

　だが、想像や仮定はいくらでも可能だろう。

　死んだ者たちは、死んでから記憶が止まっているようだった。斧を喰くらったところで、記憶がストップしている。ゆえに、何もない空間にいたとも考えられた。時間も何もない空間に。人とコミュニケートもできない静止した空間に。

　死ねば、そこへ送られることになる。

　全員が死んでしまえば、もはや打つ手など何もないだろう。

「ちょっといいかい。エリスさん」

　質問を今度は凰おう楽らが引き継いだ。

「死亡した後にある程度進めてからロードした場合、生き残った者と死亡した者とで記憶に差異がでるってことでいいの？」

「はい。仰おつしやられるとおりです」

『ＬｏＲ』では死んだユニットは、そのゲーム中において生き返ることはない。それでもそのユニットを死なせたくないということであれば、ロードをしてそのマップを最初からやり直すより他に手段がなかった。

「ロードってのは、それまでやってきたことをすべて否定するということだぞ……」

　長い時間をプレイして上がったレベル、進んだストーリー、引き寄せた低確率。それらすべてをなかったことにして、やり直すということだ。

「『ＬｏＲ』におけるリセットは心を折る──それがそのまま表現されるってことかよ」

　あのワンミスですべてが無に帰す絶望が、心しん折せつ設計等とも揶や揄ゆされる徒労が、クラスメイト全員にのし掛かることになる。

「ご理解はいただけましたでしょうか？　帝たい輝き様」

「……ああ、よくわかったよ。相当ヤバいってことだけはな」

「では、僭せん越えつながらエリスが皆様の置かれた状況を説明致します。皆様を集めていただけると嬉うれしいのですが、帝輝様」

　凰楽が皆を呼び寄せ、彼女を囲むようにして話を聞く。

　そして、彼女から語られたのはこのゲームの物語、その始まりだ。

　帝輝は知っているゆえにすんなりと理解できたが、クラスメイトたちはそうではない。

　ただ、エリスの話から明らかになったのは──。

「〈黒こく天てん獣じゆう〉を倒すことさえできれば、各々が望む国へと帰ることができるでしょう」

　ということだ。このゲーム世界における戦乱の元凶、ある国の魔術師に召喚されたラスボス。それが〈黒天獣〉。

「〈黒天獣〉を倒す……ってのは、クリアってことだな。それはいい」

　問題は『自らが望む国へと帰る』という表現の方だった。

「凰楽。自らが望む国って、『現実』のことだと思うか？」

「断定も速断もできないけど……その可能性は高い気がするかな」

「つまり、〈黒天獣〉を倒せば元の世界に戻れると？」

「ある程度、楽観的に考えればそうなると思うけど……でも、情報が足りな過ぎるね」

　逃げ出すことは不可能な上、時間が経たてば襲ってきて戦闘が始まる。

　それはロード前の状況が証明していた。

「エリス。自らが望む国に、帰る方法は他にないのか？」

　帝たい輝きの質問にエリスは首を振った。つまり、〈黒こく天てん獣じゆう〉を倒す以外に方法はない。

「ちょッと待てよオイ……。そもそも改めて言うが、ゲームの世界に入ッた……なんてあるわけねェだろォ？」

　ゲームの中に入るなどあり得ない。今は二〇一四年。世界をデジタル上で構築できる技術が培つちかわれても、人そのものをデジタルの中に入れる技術は完成には程遠い。少なくとも、こんな精密なＶＲ仮想現実を再現するのは、今のテクノロジーでは不可能だ。

「…………………………………………」

　そこで、ひとりの少女が頭を伏せるのが帝輝の横目に入った。

　クラスメイトのひとり、飛鳥井あすかい真ま桜おだ。ソーサリスというユニットの服装──ローブを着込んでおり、その頭には星のアクセサリーがついた三角帽子がのっている。元々黒のロングヘアだった髪はピンク色になっており、首には赤と黒のストライプのマフラーをつけていた。

　寡黙な性格……というよりも、何事にも動じない少女で、ずっと無表情でいることが多い。彼女が怒ったり笑ったりしたところを、帝輝はもちろん、クラスメイトたちは見たことがなかった。いつも独りでいるのを帝輝もよく見ている。

　彼女は顔を伏せたまま、もう上げようとしなかった。

「夢だろ？」「でも、普通に俺ら五感あるよな？」「集合的無意識？　ユング的な」

　夢や幻覚……そう考えるのが一番簡単ではある。

　だが、それでも五感が、ここは現実であるということを容赦なく訴えていた。

　そんな現実逃避をしたくなる空気の中、凰おう楽らが不安そうな表情で口を開く。

「でも、ゲーム云うん々ぬんはともかく……以前、クラス単位で行方不明になった事件があったよね？　もう二年近く前の、地方での話だけど……」

　皆、覚えているのか「そう言えば」とか「それと何の関係が」という言葉が飛び交った。

「ひとりだけ戻ってきた女の子は『ファンタジーの世界に行ってた』って漏もらしたらしいね。週刊誌でしか伝えられてないから、本当かどうかはわからないけど……」

　凰楽の言葉に、皆が沈痛な面持ちで俯うつむき沈黙する。

　全員が理解しているのだ。この世界が実感を伴ったリアルであることに。逃げ出すことができないということに。

　逃げようとして見えない壁に阻まれたのは誰もが見たし、体感もしただろう。

　これから逃げることもできず、先程のような戦いに巻き込まれる。

　否いや応おうなしに、命すら懸けることを強要されて。

　この世界から逃げられないことを、クラスメイトたちは少しずつ悟りつつあった。

　絶望、失望、悲観、落胆……あらゆるネガティブな感情が、クラスメイトたちの心に重くのしかかる。少しずつ不安や軽口すら叩たたけなくなっていた。

「……クリアすれば、元の世界に戻れる希望に賭かけよう」

　そんな不安が渦巻く中、帝たい輝きがぽつりと呟つぶやく。静寂な場に、その声はよく響いた。

「初代『ＬｏＲ』なら俺は何度もクリアした。クリアに至る道筋は見えている」

　帝輝は『ＬｏＲ』をシリーズ通してすべてプレイしている。最高難度でクリアしたこともあるし、様々な制限を課した縛りプレイでクリアしたこともあった。

　ここではリアルの技能が反映されることや、ターン制ではないなど、ゲームとは違うところは多々ある。だが、ゲームをクリアするために必要な情報はすべて帝輝の頭の中に叩たたき込まれていた。

「そ、そうだね。よくよく考えたらそうだよ。クリアしてみればいいんじゃないか」

　帝輝の横にいた凰おう楽らが、暗い表情から一転する。場違いなほど明るい笑みを滲にじませた。

「皆、安心してくれ。帝輝が指揮すれば、このゲームを絶対クリアできるはずだよ！」

「お、おい。凰楽!?　ちょっと待て、知ってるからといって指揮を執るなんて──」

　突然、持ち上げ始めた凰楽を帝輝は慌てて引き留める。

　だが、凰楽は自分の意見を変えようとはしなかった。

「僕は君を信じてる。このゲームをクリアできるって。それに、君は主人公じゃないか」

　それは帝輝が指摘されたくなかった事実だ。

　帝輝の格好はこのゲームの主人公であるロンメル王子のものとなっていた。インファンテと呼ばれるユニットで剣を扱える。この主人公を中心にゲームは展開されるのだ。

「お、おい。こいつに任せるのかよォ!?」

　不良の裏うら松まつが、帝輝を指さしながらまたも声を上げる。明らかに不満そうな声色だった。

　ただ、彼だけではなく他のクラスメイトらも積極的な賛成をしかねている。

　それも当然だった。帝輝はクラスで目立つ方ではない。むしろゲームばかりやっているオタクとして侮られているのだから。

「じゃあ、君がやるかい？　クラスメイトたちを指揮して、この世界を救うと？」

　凰楽に言われた裏松は、言葉に詰まってしまいそれ以上何も言わなくなった。

「僕はこのゲームをクリアするのに、彼以上の逸材はいないと思ってる。この中で彼以上にこのゲームをプレイしたことがあると自負できる者がいるなら言ってくれ」

　凰楽がクラスメイトたちを見渡すが、誰も手を上げない。

「お、おい。凰楽。クラスをまとめるなら委員長が筋だろう」

　帝輝がクラス委員長に助けを求めるように目を向けると、彼は眼鏡めがねをくいっと上げた。

「冗談。こんな状況に委員長も何もない。適材適所と言うだろう。僕はこの状況下では適材じゃないから、君に任せるとしよう。協力はするがね」

　クラス委員長がこう言ってしまっては、帝輝にもはや逃げ場はない。

「帝輝。お願いだ。君しかいない。僕もできる限りフォローするから」

「そうよ、帝輝。こんな時こそ帝輝の出番だと思うけど？　あたしも少しは力になるから」

　凰楽だけではなく、椿つば姫きまでもが帝輝を推し始める。

　クラスで苛いじめを受けているわけではない。だが、積極的にリーダーシップを取ったことがあるわけでもない。皆の命を預かるなど、こんな状況は初めての経験だった。

　しかし、帝たい輝きとてこのゲームに一番詳しいという自負がある。それならばゲームを知らないリーダーにあれこれ横から助言して力を貸す形を取るよりは、自分自身で指揮できた方が手間が少ない。

　帝輝は静かに、心で覚悟を固めるように拳こぶしを握った。

「……わかった。俺みたいなヤツに指示されるのは嫌かもしれないがクリアに全力は尽くすことを約束する。最高難度ディスペアの攻略は骨だが、皆、俺に力を貸してほしい」

　帝輝が頭を下げると、クラスメイトたち各々が十人十色の頷うなずきを返す。

　こうして帝輝は、クラス全員の命を預かることとなった。

　有限のロードという重荷と共に……。




　マップ１の山賊が再び襲来するまで時間がない。ゲームであればインターミッションの中で勝手に進行しないのだが、この世界ではそういうわけにもいかないらしい。

　ある程度、時間が経たったら強制的に戦場に向かい、戦う必要があるのだという。

　帝輝は、少ない時間でできる解説と基本的な戦術をクラスメイトたちに説明した。

　クラスメイトたちのユニットが、どういう特性を持つのか、どんな状況で強いのかをだ。

「私、ナイトって……領地持ちなの？」「マジシャンって魔法使い？　もしかして魔法使えるの!?」「シーフって……」「道理で馬がいるわけだ」「タクティシャンってなんぞ？」

　最初から全部を理解できるとは思っていない。だから、今できる説明は最低限だ。

　何もわからずに敵の前にノコノコと出て行って一撃で死ぬという事故は避けてもらいたかった。先程、殺されてしまったユニットは全員が後衛ユニットだ。

　守備力のある──敵から喰くらうダメージを抑えられるユニットを前面に押し出して、遠距離攻撃のできるユニットはその後方から援護。

　これがシミュレーションＲＰＧの基本戦術となる。

「まあ、ファイターってのも、陸上部の君らしいんじゃないかな」

「そ、そうか？　まあ、いいけど……。もしかして、素早さが高いのって、それ？」

「何であたし海賊パイレートなのよ！　水泳部だから!?」

「ま、まあまあ。結構、カッコいいよ？　女海賊って。ほら、帽子とか決まってるし」

　自身のユニットに納得のいっている者もいれば、不満を持っている者もいる。とはいえ、こればかりは初代『ＬｏＲ』では変えようがなかった。

　ただ友人の多い凰おう楽らと椿つば姫きが、そつのないフォローをしてくれているおかげで混乱や不満は抑えられている。帝輝からすれば、ふたりがいなかったらと思うとぞっとするほどだ。

「ところで帝輝。さっきはいきなり過ぎてやられたけど、実は楽勝だったりしない？」

　フォローを終えた凰楽が、帝輝の横に来て少し気の抜けた声で言う。

「ゲームの方は最初は六人しかいないけど、これは最初から四十人いるんだし。ゲームとは違う──明確に有利な部分じゃないかな？」

　しかし、そんな凰おう楽らの言葉に帝たい輝きは首を振った。

　確かにこのゲームは、最初は六人だけで進めていく。途中で仲間ユニットが入ってきたり、敵が裏切ってきたりすることでどんどん仲間が増え、最終的に四十人になる。

　それが最初から四十人。有利にはなるだろう。序盤だけなら──。

「有利なんかじゃない。これは確実に難易度を上げる設定だぞ」

「そ、そう？　どういうことなんだい？」

「『ＬｏＲ』の攻略は少数の精鋭ユニットを育成して、それをマップ毎ごとに使いこなすことにある。成長をすれば特殊武器──弱点を攻められない限り、一撃で死ぬこともないし、ある程度の無む茶ちやもさせられる。ゲームではひとつのマップに参戦するユニットは最大で十五人。逆に言えば十五人育てておけば、クリアできるってことだ」

「まあ、それはわかるけど。でも、それが四十人だったらもっと楽に──」

「残念だがそうはならない。このゲームの経験値リソースはほぼ有限だからだ」

　初代『ＬｏＲ』にはレベリングをできるマップが存在しないし、訓練所のような経験値を得るためのシステムも存在しない。あくまで有限数の敵ユニットと戦い、ダメージを与えたり、倒したりすることで経験値を得てレベルアップする必要があった。

「……ここだけの話だが、クリアするだけなら別に難易度は高くない。ただ、『全員を生存させた状態でクリアする』となると、難易度が格段に跳ね上がる」

　そこで帝輝は、ずっと傍そばで控えているエリスに水を向ける。

「……エリス。ひとつ聞くが、戦争に参加するユニットを十五人に制限できるか？」

「できません。全員、強制出撃となります」

　エリスから半ば予想通りの答えが返ってきて、帝輝は溜ため息いきを吐ついた。

「そういうわけだ。後半になればなるほど敵は強くなる。それこそレベル１のユニットなんてナイトの突撃だけで一いつ蹴しゆうされるからな。それに耐えられる育成をしなきゃならない」

「つまり全員で強くなるか、守備力の高い壁ユニットでどうにか守るしかないってこと？」

「そうだ。その上で言うが、壁ユニットひとりでは全員を守れない。マップの状況にもよるが、ひとりを確実に守るには最低でも上下左右にひとりずつ、計四人のユニットが必要なんだ。遠隔攻撃をする相手であれば、さらに四人のユニットが必要だ。もっとも、この世界はマス目で管理されてるわけじゃないから、別の方法もあるかもしれないけど……」

　序盤は力押しでも構わない。だが、四十人いるとなれば、序盤から後半に向けた経験値管理が必要になる。さらに、クラスメイトたちには早い段階でこのゲームの内容に慣れてもらう必要もあった。

　──全員で生き残るために。

　最低限の説明をどうにか終えたところで、周囲の木々がざわめいた。

『頭領！　ヴェリール王国の王子ですぜ。帝都防衛戦の敗北でこの国に流れてきた』

『へっへっへ。これはラッキーだぜ。一応、こいつも安いが賞金首だからな』

　前回と同じように木々の隙すき間まから出現した山賊たちが、まったく同じ台詞せりふを喋しやべる。

　帝たい輝きは今にして気付いたが、ゲームと同じ声ボイスだった。

「伝えたとおりだ。絶対に孤立しないこと！　自分のステータスはフィンガージェスチャで見られるし、敵のステータスは注視すれば見られるから活用してくれ。今はＨＰヒツトポイント、攻撃力と守備力を見て、戦えるかどうかを判断してくれればいい。後衛ユニットは前衛ユニットの後ろに隠れて、そこから攻撃！　ここはあくまで慣れるためのマップだ。自由にやってくれていいが残りＨＰには気をつけてくれ。危険な時は俺も後ろから合図する」

　時間内にできるだけの説明はした。このマップをクリアする分には充分な情報を。

　詳細な説明はこのマップが終わってからだ。

「さっきはよくもやってくれたな……！」「鳥とり居い。俺の後ろに隠れてろ」「う、うん」

　度胸のある生徒たちは、前に出ることができている。すでに戦う気は満々のようだ。

　やはり痛覚がないというのと、武器や防具に重みを感じないのは大きい。

　一種のエンターテイメントと捉とらえてもらえるのならば、これほどありがたいこともない。

「２－Ｂ、出陣！　シミュレーション・エントランス！」

　帝輝がそんな号令をかけると、クラスメイトたちの間にざわつきが広がった。

「帝輝、何それ……？」

　堪たまりかねた椿つば姫きが訝いぶかしげな視線を投げる。

「『ＬｏＲ』で戦闘が始まる前にカットインで出てくる号令だよ。椿姫、覚えてないのか」

「し、知らないわよ！　覚えてるわけないでしょ！」

　Ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ　Ｅｎｔｒａｎｃｅと表示される。戦闘開始、といったような意味合いだ。これほど『ＬｏＲ』を始めるのに適した号令はないだろう。

　ただ、クラスメイトたちは若干、戸惑っていたが。

「と、とにかく！　始めるぞ！」

　かくして、戦争ゲームの幕は切って落とされる。

　生きるために──そして、現実に帰るために、彼らも必死になる他なかった。




『おお、王子よ！　この街を守っていただき、感謝致します！』

　目の前にいる老人が帝輝に向かって喋る。マップ１をクリアした時のゲームのボイスだ。

　周囲には町民たちも大勢いる。ゲームの中とは思えないほどリアルな人間たちだったが、帝輝たちから話しかけても反応はしなかった。

　あくまでゲームを構成するための一要素……ということらしい。

「ゲームとここの違いを早く把握しないと……」

　ゲームではこの後、謝礼を貰もらって宿屋に泊まり、主人公たちは次の日に別の場所へと向かうことになる。

　現在、物語的には主人公のヴェリール王国が陥落し、宗主国であるアース帝国も、戦乱を巻き起こしたヘル王国という国に支配されている状態だ。そして、殺された皇帝の遺児である、第八皇女の挙げた軍と合流するために、島を渡って大陸へと戻る。

「もっとも、仲間になる皇女様がすでに仲間になってるのはどうなんだ……」

　最初にいるのが六人。だが、彼ら以外はすべて後々仲間になるキャラクターたちである。

「この謎なぞ現象も、先に進んでみないとわからないか。仲間になるマップ、どうなるんだか」

　帝たい輝きは少しだけ肩を落とす中、クラスメイトたちの反応は様々だった。

「楽勝だったな」「ゲームらしいし、ある意味楽しいかもしれん」「レベル上がったぜ」

「男子は単純ね……」「ホントに。こんな戦争、続けるのは嫌よ」「戦争って虚むなしい……」

　ひとりの犠牲も出さずに、危なげなくクリアはした。クラスメイトたちの感想も多種多様だ。やる気を出している者、意気消沈している者、未いまだに理解をしていない者……。

　だが、これが夢でも幻覚でもないことだけは、はっきりと自覚したことだろう。

「大陸へ渡るのは明日となります。今日はこの街でゆっくりとお休み下さい」

　ナビゲーターのエリスが労いたわるように全員に言った。クラスメイトたちはエリスについて宿屋へと向かう。

　向かう途中でエリスに食事についての話を聞くと、

「少なくとも餓死をさせるような真ま似ねはしません」

　と、食糧の問題は今のところ考えなくてもいいとのことだ。もっとも、何があるかはわからないので、帝輝たちは充分注意するということで話は落ち着いていた。

　宿屋に着いてから出てきた食事は、香辛料たっぷりの食欲を誘う匂いで、お腹なかがすいていたこともあってかクラスメイトたちはすぐに我先にと食べ始める。ご飯はなく硬いパンで味付けも違っていたが、少なくともマズい食事ではなかった。

　しばらくして、全員が腹を満たして人心地つく。

　そこに、ひとりの男が帝輝の傍そばに寄ってきた。

「おい、お前よォ。何サボってんだ、オイ？」

　ケチをつけてきたのは、またも不良の裏うら松まつだ。

「サボってるように見えたか？」

「トボけてんじゃねェぞォ、オイ。さッきの戦闘、お前まッたく動かなかったじャねェかよォ。てめェは命令だけして動かないッてかァ？　ふざけんなよ？　オタクがァ」

　周囲は雑談を止やめ、帝輝と裏松に否いや応おうなく注目する。食堂がすぐに静かになり、そして、少しずつ同意するような声が上がった。特に裏松のグループに属する不良たち三人は口汚く囃はやし立たてる。

　普段、不良に絡まれることを全力で回避している帝輝はさすがに内心で慌てた。

「……悪いが、俺は基本的に戦わない」

　しかし、帝輝は心を落ち着けながら、そんな圧力を跳ね返す。

「はァ!?　はッ倒すぞォ、オイ！　何言ってんだァ!?　クリアするんじゃねェのかよォ！」

　裏松が帝輝の髪を掴つかもうとするのを、凰おう楽らが身体からだを張って止めた。

「待つんだ、裏松君。ちゃんと理由がある。聞いてくれ」

「悪い、凰おう楽ら。今から皆にも説明する」

　帝たい輝きは椅い子すから立ち上がる。集まる視線にむずがゆさを覚えながら説明を始めた。

「理由はわからないが、俺のレベルはすでに最大なんだ」

「最大？　えーっと……それってつまり、それ以上帝輝のレベルは上がらないってこと？」

　椿つば姫きが確認をするように質問をする。帝輝はそれに頷うなずいて応えた。

　皆が帝輝を注視する。帝輝のステータスを確認しているのだ。

　レベルは30。これはこのゲームにおける最大レベルとなる。

「俺はこれ以上どれだけ敵を倒しても強くなれない。つまり俺が敵を倒すことは、有限の経験値リソースを無駄にすることなんだ。皆に敵を倒してもらった方が皆が強くなれる」

　すると、裏うら松まつはさらに顔を凄すごませた。

「そんなに強いんだッたら、てめェひとりでやってろよォ、オイ。楽勝だろうがよォ」

　帝輝は、逃げたい気持ちに駆られながら口を開く。

「最初はそれでもいいんだ。だけど後半、俺ひとりじゃ守れない状況が必ず訪れる。最初から四部隊に分かれているマップとかもあって、ひとり強いユニットがいても全員は守れない。必ず誰かが死ぬ。俺たちが求めているのは全員が生存した上でのクリアだろう？」

「うん、そうだね。少なくとも僕はそうだ」「あ、あたしも」「私も全員で……」

　そんな帝輝の言葉に、凰楽をはじめとしたクラスメイトに次々と同意の声が上がる。

「全員を守るために、そして、皆を強くするために必要な措置なんだ。そのために俺が経験値となる敵を倒すわけにはいかない。悪いが受け入れてくれ。もちろん、どうしても必要な時は出る。それで納得してくれないか？」

　帝輝の説明にどうやら納得したらしいクラスメイトたちは帝輝に向ける疑わしげな視線を引っ込めた。理由があって安心、といった顔をしている。

「ちッ。わかッたよォ」

　発端となった裏松もまた舌打ちをして自身のテーブルへと戻った。

　再び教室と同じような雑談が開始される。もっとも不安ばかりが語られており、あまり明るい雰囲気ではない。

　クラスメイトたちの命を背負う帝輝とて、まだまだゲームのシナリオやデータ以外の部分がわからないことだらけで不安ばかりが募っていた。

「……ふぅ」

「あはは……お疲れ、帝輝」

「リーダーってのはキツいな。上から強制的に命令できればどれだけ楽か。そういう意味ではゲームはいいよな……。誰も文句言わないし」

「誰だって、そんなもんだよ。まあ、裏松君は僕が最優先でフォローするから」

「ありがとうな。でも、俺も少しは皆のフォローを──」

「いや、帝輝はゲームクリアのために必要なことだけを考えてくれ。そこは分担だよ」

「了解。クラスでも一目置かれてるお前なら安心だしな。本当にサンキュな、凰楽」

「どういたしまして。少しでも君の力になれるなら幸いだ」

　そんな会話をして、ふたりは小さく笑い合った。

　すると、椿つば姫きも自信満々な顔をして、その小さな胸に手を当てる。

「あたしも、ちゃんと帝たい輝きのことフォローするからね！　ほら、やってほしいことがあるなら言ってみなさい！」

「いや、差し当たって特にはないけど……」

「えー、ほら。なんかあるでしょ？」

「………………………………いや、今はないって」

「むう……遠慮なんてしなくていいのに」

「遠慮してないって。女の子の方のフォローは任せるから、そっちはよろしくな」

「う、うん！　任せなさい！」

　そんな椿姫の頭を褒めるように撫なでる。

「な、撫でないでよッ！　もう……」

　椿姫はぷんすか怒り始めたが、頭から手を退けたりはしなかった。




　太陽はすでに沈み、空は夜の帳とばりに包まれている。この世界にも時間の流れがあるのがわかる現象だ。今は夜十時を過ぎた時間となっていた。

　宿屋の部屋を各人にそれぞれ割り当ててから、帝輝は街中で必要な物資を買い込み部屋へと戻る。そこでは、同室の凰おう楽らが悩むように部屋の中をうろうろしていた。













「どうしたんだ？　凰楽」

「あ、帝たい輝き。……いや、最初の戦いで死んだ人たちの中に真ま木きと毛もう利りがいたんだけど、ちょっと落ち込んでるらしくてさ。どうしようかなって思ってて」

「それなら、部屋に行って話してくればいいんじゃないか？」

「でも、それだと帝輝がこの部屋にひとりになるけど……」

「子供じゃないんだし、心配するなよ。夜襲があるわけでもないしな」

　帝輝が肩を竦すくめると、凰楽はクスリと笑う。

「わかった。ちょっとふたりをフォローしてくるよ。戻ってこないかもしれないけど……」

「ああ、頼む。そういうフォローは俺には無理だしな……」

　そして、凰楽は申し訳なさそうに部屋を出て行った。凰楽はいつもこうしてクラスのために立ち回ってくれる。だからこそ、クラスメイトたちからも信頼をされていた。

　帝輝は凰楽のいなくなった部屋を見渡す。幸いこの宿屋には風呂もあるし、寝床もある。風呂は石造りで糠ぬか袋ぶくろや軽石しかないし、ベッドも木で作られてはいるが上にのっているのは簡素な布でしかない。だが、状況を考えれば上等な方だろう。

　今後は行軍での問題も出てくるだろう。章毎ごとのインターミッションでは常に村か街か城に詰めていたはずだが、野宿をする必要があるかどうか等もまだわからない。

　今回の戦闘は数時間で終わっているが、今後どうなるかは進めてみないと実感が掴つかめない。こと攻略に関して不安は少ないが、むしろ部隊の維持──クラスの士気の方が重要な課題だった。そして、ゲームとの違いも不安要素でしかない。何度もクリアしていても、外的要因が気になってしまい、考えても考えても不安は消えなかった。

「眠気がまったくないな……。少し外を歩くか」

　そう独りごちて帝輝も部屋を出て行く。食堂を通ると誰もおらず、ほとんどのクラスメイトたちがすでに床についているようだった。

　宿屋から外に出て、帝輝は何となく最初に襲われた広場へと足を向ける。

　そこには先客がいた。その先客の少女もすぐに帝輝に気付く。

「………」

　彼女──飛鳥井あすかい真ま桜おは小さく頭を下げた。

　帝輝からすれば、あまり話さない女子との遭遇に若干躊ちゆう躇ちよするものの、あまり離れるのも失礼な気がして、すっとその横に立つ。

「こんな夜更けにどうしたんだ？」

「……あなたこそ」

「俺は夜の散歩。眠れなくて」

「……真桜は逃げようとした。でも、やっぱりダメだった……」

　広場は普通に歩けても、木がある場所には当たり判定でもあるかのように入れない。

　事実、そこはユニットの侵入できる場所ではなかった。そこにはゲームのルールが適用されているらしい。ただ、クラスメイトが試したところ、土を掘ることはできるようで、ゲームのルール適用がどこまであるのかは、やってみないとわからなかった。

「……あなたは、冷静ね」

「冷静……じゃないよ。俺だって何が何だかわからない。ただ、ゲーム内容を知ってるアドバンテージがあったから、どうにかしなきゃって思っただけだ」

「……そう」と小さく呟つぶやいて、それから彼女は空を見上げた。

「……綺き麗れいな、星空。空気がとても澄んでる」

　帝たい輝きも釣られて空を仰いだ。彼女の言う通り、闇やみ色の空の中で、綺麗に星が瞬いている。

「……でも、あれは真ま桜おたちの世界の星とは繋つながってない……」

「わかるのか？」

「……有名な星座ぐらいは。でも、この世界の星座は何もわからない。天文学があるかどうかも……。前の──」

　前の──そう言いかけて真桜は口を噤つぐむ。帝輝も殊こと更さらそれを気にすることもなかった。

　不安そうな表情を浮かべて真桜は俯うつむく。

「……戻って、寝るね」

　真桜はそう言って広場から去り、すぐにその背中は夜の中に溶けていった。

「俺も戻るか。送ってけばよかったかな」

　そんな後悔をしつつ、帝輝も自分の部屋へと戻る。

　扉の前まで来た帝輝は、部屋の中の微かすかな物音に気付いた。

　帝輝は訝いぶかしむ。ここではイベントがないと確信しているからだ。

　ゲームとの違いか？　と警戒しつつ扉を開けると……ベッドの上に椿つば姫きがぺたりと座りこんでいた。部屋に置かれていた寝具であろう白く薄いローブを着込んでいる。

「何やってんだ、椿姫……」

「あっ、ようやく戻ってきた！」

　怒り心頭なようで、彼女の顔は今にも煙を噴きだしそうなほど真っ赤だ。鎖骨の辺りまで赤みがかっている。

「誰かからの伝言か何かで来たのか？」

「う、いや……その……」

　理由を尋ねても、椿姫は目を逸そらすばかりで口くち籠ごもるばかりだった。

　ただ、こうして男子のいる部屋に来るということは、何かあるのだろう。

「何か用じゃないのかよ？」

「よ、用があるから来たに決まってるでしょ！　同室だった紗さ蘭らんちゃんも、副委員長のところ行って戻ってこないし！」

　椿姫の言う紗蘭ちゃんとは、親友である若わか槻つき紗蘭のことだ。デジタルゲーム部の部活仲間、若槻怜れ王おの妹でもあり、帝輝とも仲がいい。

「その用は何だと聞いてるんだが……」

　特に用もなく男子部屋に来る等、帝たい輝きは中学での修学旅行みたいだなと心の中で独りごちる。よくよく考えれば修学旅行の最中だったのだが、その時とは状況が違い過ぎる。

　椿つば姫きはモジモジしながらベッドの奥に移動して場所を空けた。丁度ひとり分だ。

「な、なんだ……？」

「こ、ここに寝なさい」

「……は？」

「は？　じゃなくて！　り、理解できなかったの!?　辞書が必要!?」

「必要ねぇよ！　なんでそんな──」

「こ、子供の頃は一緒によく寝てたでしょ！」

「いつの話だ！　四年前とか小学生までの話じゃねーか！」

　帝輝の言葉に、椿姫は「うっ」と口くち籠ごもり、そして微かすかに俯うつむいてしまう。

　その目は微かに潤んでおり、表情は不安の色に染まっている。

「ね、寝られないんだから仕方ないじゃない……」

　途端にいじらしく、しおらしく呟つぶやいた。

「……不安、だったのか」

「あ、当たり前じゃない……。あたしは帝輝と違って何もわからないし。こんな知らない世界なんて不安しかないわよ……。寝られるわけないじゃない……」

「それで……俺のところに来たのかよ」

　子供の頃の椿姫は怖がりで、寂さみしがり屋やで、よく帝輝を枕まくら代わりにして熟睡していた。

　当時の椿姫曰いわく、「帝たいちゃんのそばだと、よく寝られるの！」と。

「そ、そうよ……。不安で、寝られないし……」

　ロードをしたとはいえ、最初の戦いは椿姫がいたからこそ、皆も勇気を出せたのだ。

　椿姫のおかげで命中判定や痛覚などの情報ももたらされた。そうじゃなかったら、まだ自分たちは広場で不毛なロードを繰り返していたかもしれない。

　男子顔負けというぐらいに勇敢な椿姫ではあるが、繊細な一面も持ち合わせているのだ。

「……わかったよ。その代わり何もするなよ」

「あ、あたしに何をさせる気よ！　こ、こっちの台詞せりふだってば！」

　帝輝はベッドに潜り込み、その身体からだを横たえた。

　息を吹いて蝋ろう燭そくを消すと、部屋は闇やみに染まる。

　そして──。

「くー………………………くー………………………」

　椿姫は帝輝と一緒ならばよく寝られると言ったとおり、あっという間に安らかな寝息を立て始めた。逆に帝輝はうっすらと湧わいていた眠気がすべて吹き飛んでしまっている。先程まで少しあった、色気のある雰囲気など微み塵じんも感じない。

「まったく……。あっという間に寝やがって……」

「……もー、たいきー、げーむばっかりー……、しっかりしてよー……」

「寝言まで説教かよ……」

　眠気はなくなったままだったが、いつもと変わらない椿つば姫きに毒気が抜かれてしまう。

「ゴチャゴチャ考えてても仕方ねぇ。明日からが本番だ……」

　ベッドの上で、帝たい輝きは誓うように天井に向けて手を伸ばして拳こぶしを握り締める。

　クラスメイトたちを、ひとりたりとて殺すわけにはいかない。

　失敗は許されない。油断は許されない。考え違いも許されない。

　この世界は、ひとつの凡ミスが、今までの成果を無にしてしまう。

　元の世界に帰れるかどうかは自分にかかっているのだ。

　そのために、知識をフル活用して全力を尽くす。

　そう胸の内で誓い、帝輝は無む理り矢や理り眠るようにギュッと目を瞑つぶった。













「ひっく……ひっく……」

　正午過ぎの住宅街ですんすんと小学校一年生の少女の泣く声が小さく響く。その両手はお腹なかの上に置かれており、固く指を組んでいた。

「もうやだ……。もう──になんてなりたくない……。帰ってもぶたれるだけだし……」

　同い年の帝たい輝きが聞き出せたのは、それだけだ。

　少女は帝輝のクラスメイトなわけでもないし、学校すらおそらく違っている。

「うちの学校の子じゃないのよね？」「ど、どうするの、帝たいちゃん……」

　帝輝の幼おさな馴な染じみの凰おう楽らと椿つば姫き、ふたりが不安そうに帝輝を見る。

　帝輝は目の前で泣いている女の子を見捨てることができなかったが、

「うちに来なよ。面白いものやらせてやるからさ」

　とりあえずといったように、驚く彼女の手を強引に引っ張る。

「えー、帝ちゃん！　今日、公園でサッカーする約束は！」

「ナシだ！　というか、お前も少しはおしとやかになれ」

　帝輝たちは家へと向かった。いつも三人が集まる場所だ。

　家に帰った帝輝は、すぐテレビにゲーム機を接続し、ゲームを立ち上げた。テレビ画面には『レジェント　オブ　ルインブリンガー』というタイトルロゴが表示されている。

「このゲーム、一緒にやろうぜ」

　自分が楽しいから、きっと彼女も楽しくなるに違いない。自分本位の子供らしい、悪く言えば浅はかな考えだった。『ＬｏＲ』は対戦も協力もできないゲームだというのに。

「もー、ゲームばかなんだから！」「あはは……帝輝らしいけどね」

　幼馴染みのふたりは呆あきれた表情を浮かべている。

　だが、少女はゲームを見るのが初めてで興味を持ったのか、テレビ画面に釘くぎ付づけだった。

「ほら」

　少女は差し出されたコントローラーを恐る恐る手にして、ボタンをポチポチ押し始める。

「ああ、このボタンは──」

　少女は物わかりがよく、すぐに帝輝の説明を理解し、実践していった。

「……やってみる」

　ただ、初心者に最初からプレイさせるという気遣いを、帝輝は持ち合わせていない。

　少女にやらせたのは、帝輝がプレイ途中で難儀しているマップだった。帝輝もまたこのゲームをやり始めて日が浅い。小学生に上がったばかりの帝輝には難易度がやや高かった。

　そのことを知らずに、少女はコントローラーを使ってユニットを動かしていく。

「んー？」

　だが、帝輝には少女が動かすユニットの配置が理解できなかった。

『王子よ……。生きて、祖国を……』

　案の定、味方ユニットが死んでしまう。だが、少女はそれに構わず進めていった。

「だ、ダメだよ！　死なせたら！　死んだら生き返らないんだよ」

「出てきたら、取り返せばいいんじゃないの？」

　少女が何を言っているかわからなかったが、帝たい輝きはゲーム機のリセットボタンを押した。

「ほら、やっぱりこのゲーム難しいもん！」「もっと簡単なゲームにした方が……」

　そんな幼おさな馴な染じみふたりの言うことにもめげず、帝輝は少女に再びプレイを促す。

「……むずかしい。だれも取られちゃいけないなんて……」

「むずかしいよ。でも、だから面白いんだ。このキャラクターたちは駒こまじゃない。それぞれに人生がある……って、お父さんが言ってた」

「……人生が。……そっか、そうだよね。歩兵にもそれぞれ、あるんだ……」

　少し噛かみしめるように少女は言われた言葉を反はん芻すうする。それから少女はゲームを再開したが、しかし、少女のユニットの動きは帝輝たちには理解できない。

　だが、今度のユニットたちは全員、敵の攻撃ターンが終わっても生存していた。狭い場所に敵を誘導し、攻めにくい場所を攻めさせている。次のターンに攻勢に出た。その手際は見事と言うほかなく、数々のユニットを適した場所に配置しながら敵を倒していく。

「おお、すげー！　どうやったの、今の!?」

「……相手の手を読むの。どんな目的を持ってどう動きたいのか、どう動けばいいのか。思考を見破って、こっちは敵をまともに動かさないようにする」

「なるほど。相手の手を読む、か。なんかすっげー難しいこと知ってるな、お前」

　帝輝の感嘆を受けて、少女は頬ほおをほのかに染めて俯うつむいた。照れているらしい。

「もー！　帝たいちゃん、その女の子ばっかりほめて！」

「いや、だってすげーんだって。俺、いっつもここで詰まってたし」

　そして、少女はあっさりとそのマップをクリアした。

「よっしゃー！　お前、すげーな！　よし、次行こう次！」

「……ん。あの、わたしの名前、お前じゃない……」

「あ、わりーわりー。そういや、俺も名前言ってなかったな。おれは鷹たか司つかさ帝輝だ。お父さんやお母さんとか、仲のいいやつには帝たいちゃんとか呼ばれてるけど、やめてくれ」

「わかった、帝ちゃん」

「おい……だからその呼び方はやめろって」

　すると、椿つば姫きがむくれた。

「もー！　帝ちゃんはあたしだけの呼び方なんだから！」

「だめ。もう、そっちの方がいいもん」

「だーめーなーのー！　やー！」

　喧けん嘩かし始めた椿姫と少女を凰おう楽らが「まあまあ……」と気の弱そうな顔で仲裁する。

「あ、わたしの名前は──」

　それから自己紹介を終えた四人は、時間を忘れて『ＬｏＲ』をプレイし続けた。

　気付けば、時計は午後六時を回っており、六つもマップが進んでいた。

「いやー、やっぱおもしれーなー！　『ＬｏＲ』は！」

　帝たい輝きが満足そうに笑い、釣られるようにして少女も笑みを浮かべる。

「あそこでのナイトの動かし方はよかった……」

「ふっふーん！　そうでしょそうでしょ！」

　少女と椿つば姫きもプレイしているうちに打ち解け、仲良くなっていた。

　だが、そんな中、少女は俯うつむき、その表情は出会った時のように暗くなってしまう。

「……そろそろ帰らないと」

　そう心残りがあるかのように呟つぶやいた。帝輝としては名な残ごり惜しかったが、仕方がない。

「そっか。だいじょうぶか？　家に帰れるか？」

　そんな少女を帝輝は心配そうに見つめるが、彼女は力強く頷うなずいた。

「……駒こまじゃないんだ。ちゃんとそれぞれ物語があるのが楽しかった。おぼえておくね」

　帝輝は少女を玄関まで送り、そして、彼女の背中が見えなくなるまで見送る。

「また遊ぼうな！」

　その後も少女とは何度か遊んだ。しかし、程なくして少女は待ち合わせ場所に来なくなる。風の噂うわさで引っ越したという話を聞いたものの、帝輝らにそれを確かめる術すべはなかった。





　　　　◇　　◇　　◇






　ゲームの世界であっても、朝日は昇る。この世界に来てから二日目の朝だった。

　起きて現実に戻っている、といったようなことはなく、昨日寝た場所とまったく同じだ。

　ここでも現実と同じように時間が流れていた。目に見える光や、寝ている時にかいた汗、見ていた夢。帝輝が目覚めて思ったのは現実と違うところを探す方が難しい。

　自分たちに侵入できない場所があるということ以外は、まったく同じだった。

「まさか夢まで見るなんてな。しかも久しぶりの夢……。現実とホント同じじゃないか」

　かと思えば、ゲームとして扱われているかのような事象も多数ある。

　痛覚などがそうだ。自分で傷付ける時はともかく、敵からの攻撃に痛覚はない。

　また装備している武器の重さを感じないこと。普通にその辺にある花瓶とかを手に取れば、ちゃんと水の重みまで感じるのに、装備品は竹刀程度の重さだった。

　そして、もうひとつ。クラスメイトたちのステータス閲覧が可能だということ。

　生身の人間がゲームをするために誂あつらえたかのような……そんな根拠のない仮説が帝輝の中にはある。とはいえ、仮にそうだとしても何かがわかるわけでもないのだが。

「うー……にゅー……」

　上半身だけ起こした帝輝の隣で、椿姫がとても気の抜けた顔で眠っていた。眠れない眠れないと騒いでいたのに、帝輝が隣にいることで安心しているのか熟睡しきっている。

　その上、寝返りを打ち過ぎたせいか、寝間着が派手にはだけていた。脱いでいるといった方が正しいかもしれない。幼おさな馴な染じみの肌は、無防備に露あらわになっている。

　昔から一緒に風呂に入るといった微笑ほほえましいことをしていたが、中学に入ってそれもなくなり、久しぶりに見た幼おさな馴な染じみの裸体は予想以上に成長していて目に毒となっていた。

　すぐに椿つば姫きに毛布を被かぶせて心を落ち着ける。

　妙に寝相の悪いこの幼馴染みは、昔から起きると全裸になっていることもよくあった。帝たい輝きとしては、想定して然しかるべきだったかもしれない。

「……つか、こんな状態の椿姫が部屋にいることを知られたら困ったことにな──」

　そこへ、こんこんと軽くノックが響いた。そして、委員長の声まで聞こえてくる。

「もういい時間だ。そろそろ起き……ろ……」

　帝輝は常々思う。ノックの後、なぜ相手の反応を待たずに扉を開けるのか、と。

　主に母親に向けた愚痴だったが、この委員長にも同じことを言いたい衝動に駆られた。

　扉を開けた委員長の横には友人のふたりに、そして、凰おう楽らもいる。全員が着替えていた。

「うおっ、スクープ来たァッ！　いけっ、Ｎｉｋｏｎ　Ｄ８１０！　高速連写だ！」

　付き添いの方がカメラを持ち出して帝輝と椿姫の写真を撮る。まるでパパラッチだ。

「何でカメラ持ってるんだよ！」

「肌身離さず持ってる物は手元にあったからな！　じゃあ、さらばだ！」

　実際にその時に持っていた物は、この世界でもちゃんとあった。

　鞄かばんを手に持っていた生徒は、鞄ごと持ち込まれている。帝輝もスマートフォンやゲーム機を手に持っていたおかげで、それらを持っていた。役には立ちそうもないが。

「ふしだらな……！　うちのクラスの風紀がここまで！」「あはは、間が悪かったね……」

　怒りに拳こぶしを震わせる委員長に、困ったような笑みを浮かべる凰楽。

「んー……もー、うるさいなー……。なんなのー。せっかく人が気持ちよく──」

　そして、毛布を纏まといながら、ようやく起き始める椿姫。

「言い訳はさせてくれ」

　とはいえ、どう言い訳すればいいのか。帝輝はすぐには思い浮かばなかった。




　食堂で帝輝と椿姫を待っていたのは、四割の冷やかしと四割の祝福と二割の侮ぶ蔑べつだ。もっとも、本気で侮蔑している者はいないようで帝輝はホッとする。

　凰楽のフォローもあったようで、誤解は解かれているようだった。どんなフォローか、帝輝は怖くて聞けなかったが。

「もー!!　違うんだってば！　別にそういう意味で一緒に寝たんじゃないもん！」

「えへへー、椿姫ちゃんってば何が違うのー？」「今更今更なんだしっ、いいじゃんいいじゃんっ！」「祝福するよん」「で、どこまでいったの？」「もう最後までいった？」

「紗さ蘭らんちゃんまで！　だーかーらー！　話聞いてよー！　違うもん違うもん！」

　涙目で必死に言い訳する椿姫だったが、クラスメイトたちの冷やかしは止まらない。帝輝にも男子からの冷やかしが飛んできていた。

　もっとも別段、珍しい光景ではない。帝輝と椿姫は半ばクラス公認のような仲で、むしろ付き合っていないと公表した時の方が衝撃が大きかったほどだ。

　クラスでもよく見る光景を演じたおかげか、皆の緊張も多少ほぐれたかもしれない。

「……気負った感じがないのはいいこと……なのかなぁ」

　冷やかしが落ち着いたのは、ナビゲーター役のエリスが食堂のテーブルに朝食を並べてからだ。出てきたのは、木の皿に載った硬そうなライ麦パンと、この世界の野菜を煮込んだスープ。あっさりとした味付けは寝起きには丁度いい。

　クラスメイトたちは仲の良いグループ毎ごとにテーブルを分けて、さっそく食べ始めた。

「食べながらでいいから聞いてくれ。これから攻略するための方策を説明したい」

　食事をしながら、帝たい輝きはこれからに向けた本格的な説明に取りかかる。

　すうっと食堂が静かになった。無視して雑談を続ける者はおらず、木のスプーンと木の皿が当たる音と咀そ嚼しやくする音だけが響く。

　帝輝の話の重要性を、前回である程度、実感したのだろう。

「戦術は今までと大きく変わらない。前衛と後衛に分かれて、役割分担をすること。ユニットによってできることは説明したとおりだ。細かい移動場所は戦闘中、適宜指示する」

「質問質問質問！　あたしからクエスチョンですよっ！」

　ひとりの女の子が大きく手を上げると、帝輝は「どうぞ」と先を促した。

「これって戦争なんだよね？　その割には人数少な過ぎないかなっ？」

　そんな質問にクラスの中でも「あー」と声をあげた者もいた。戦争というのはもっと大人数でやるものだ。そんなことは誰でも知っているからこそ、疑問に思ったのだろう。

「竹たけ中なか重しげ治はるなんかは十六人だか十七人で稲いな葉ば山やま城を落としたけど、それとは違うしな」

　普段あまり目立たない滝たき脇わきがぼそりと呟つぶやく。

　帝輝も最初は同じことを思っていた。ゲームファンからもネット上では指摘を受けている。ただ、それに対する回答は開発会社がすでに出していた。

「ユニットはＨＰヒツトポイントや攻撃力で表されてるから個人と誤解しがちだけど、ゲーム世界では部隊単位っていう設定なんだよ。だから『ユニット』なんだ」

「つまり、数百人単位の部隊を、ひとつにまとめて数値化したってことでいいの？」

「そうだ。だから、見た目の人数は少ない。敵も味方もね」

「なるほど。にゅふ。納得っ」

　満足した表情で頷うなずいた。気にしていたクラスメイトたちも、疑問が払ふつ拭しよくできたらしい。

「さて、説明を続けよう。ここからお願いも含めて、話をしたい」

　ここからが重要な話となる。今後──最終マップまで見据えたものだ。

「基本的な戦術を踏まえた上で、三人ほど優先的に育てさせてほしいユニットがいる。このゲームを攻略する上でリスクを可能な限り最小にしたいからだ」

「それは誰になるんだい？」

　凰おう楽らが先を促すと、帝輝はその三人に視線を巡らせた。

「ワルキューレの三さん条じよう椿つば姫き。ソーサリスの飛鳥井あすかい真ま桜お。そしてホプリテスの藤ふじ枝えだ楓かえでだ」

　呼ばれた三人に視線が集中する。

「あ、あたしっ!?」「………」「わ、わたしですか……？」

　指名された彼女たちは三者三様の反応を見せた。椿つば姫きは自分を指さして驚いていたし、真ま桜おは顔色ひとつ変えず、楓かえでは怯おびえた様子を見せている。

「ワルキューレは回避する剣士だな。成長すれば敵を蹴け散ちらす、敵の攻撃を避よける地雷ユニットになる」

　地雷ユニットというのは、敵陣に単独で放ほうり込んでもすべての敵を返り討ちにできる強力なユニットのことだ。その場から動かずに近寄る敵を屠ほふる様はまさに地雷と言える。

「あたし、そんな重要な役柄だったの!?」

「大丈夫か？　結構、こき使うことになるぞ」

「うん、まかせてっ！　皆のために頑張るよ」

　力こぶを作って気合いを入れる椿姫。彼女は剣道部所属ということもあってか、昨日の戦闘でも剣の扱いや行動にいち早く慣れていた。

　そして、次に帝たい輝きは真桜に目を向ける。

「ソーサリスは強力な魔法を使えるユニットだ。遠距離攻撃、範囲攻撃、収束攻撃、あらゆる魔法のエキスパートで敵の前線を一気に崩壊させることができる」

　呼ばれた真桜はまったく動じることはなかった。一度、食事の手を止めて頷うなずいただけだ。

　そして、帝輝は最後に楓を見る。彼女はビクリと身体からだを震わせた。

「ホプリテスは重装歩兵。守備力に長たけたユニットで、前線に出れば皆を守る壁になる。序盤では彼女が最も重要で、クラスメイトたちの盾なんだ。成長次第で今後の戦略も大きく変わる」

　薄い橙だいだい色いろの小さなツインテールが揺れる。今は装備していないが、彼女は巨大な銀色の鎧よろいを纏まとう。水色の装飾がついた派手な鎧を。重装歩兵に相応ふさわしく、身体をほぼ覆う盾も持っている。

　椿姫からの又聞きになるが、重さは感じないらしい。帝輝たちが武器の重さを感じないのと同じ原理だろう。

「わ、わたし……が？　そんな、わたしには……」

　楓の自信なさげな顔が俯うつむいてしまう。

「楓がぁ？　最重要ぉ？」

　そこに茶ちや化かすような声が響いた。楓が仲良くしているグループのリーダー、八や代しろ梨り夢むのものだ。彼女は楓に嘲あざけりの目を向けている。

「そうだ。彼女の守備力が順調に育てば、それこそ序盤は安全に前線を押し上げていけるし、他の皆の育成も容易になる。今一番、育成が急務なのが彼女なんだ」

「ふーん。あっそ。楓ー、しっかりやんなさいよ」

　梨夢にそう言われ、楓は黙りこくってしまう。

　そんなふたりの関係は気にかかったが、そこにこだわるわけにもいかず、帝輝はさらに説明を継続した。この日のマップ攻略について語る。

　それで一通りの説明は終了し、皆が順次の部屋に戻っていった。

「えーっと、ちょっと三人に話したいことがあるんだが」

　自由時間となった後、三人を引き留めて帝たい輝きは次の段階へと移る。

「おう。どうした？」「なになに、何の話？」

　呼ばれた三人のうち、ふたりはすぐに帝輝の傍そばへとやってきた。先程、戦国時代の話題を出した滝たき脇わき信のぶ利としと、いつも目の下に隈くまを作っている眠そうに見える少女、品しな川がわ夕ゆう香かだ。

　だが、残りのひとり、伊い勢せ御み影かげは呼ばれたにもかかわらずプイと顔を逸そらしてしまう。紫色の服飾を纏まとい、同じ色の髪を頭でまとめてポニーテールにしていた。その手にはタクティシャン特有の装備、鉄てつ扇せんがある。

「……悪いけど、パス。私がやる必要もないはずよ」

　御影は帝輝に目を向けることなくそのまま食堂から立ち去った。

「あ、ちょっと！　帝輝、あたしちょっとフォローしてくる」

　椿つば姫きが追いかける。だが、態度を見る限り、今すぐに協力を仰ぐことは難しそうだ。

「仕方ない。凰おう楽ら。お前も来てくれ」

　そして、帝輝、凰楽、滝脇、品川の四人はひとつのテーブルを囲んだ。

「凰楽は違うが、ふたりのユニットはタクティシャン。要するに軍師型ユニットだ」

　先程の御影も同じく、タクティシャンである。

　そんな説明を聞いて、滝脇が小さく手を上げた。

「それは昨日さらっと聞いたけど、具体的には何ができるんだ？」

「周囲５マス内のユニットの命中率と回避率を上げることができる。これは何もしなくても上がる。おそらく、ここでいうと周囲５マス内は五十メートル圏内だと思ってる」

「へー、そんな力が。他には？」

　品川が少し興味を出したような笑みを浮かべる。

「レベルが上がれば一時的に他のユニットの攻撃力や守備力を上げたりもできる」

「なるほどね。で、話はそれだけ……じゃないわよね？」

「もちろん違う。凰楽にも言えることだが、このゲームの仕様をいち早く理解してほしい。三人にはいずれ一軍を預けることになる。その時に指揮するのはここにいる四人だ」

　滝脇も品川も、その言葉は意外だったようだ。少しばかり目を見開いている。

「序盤は四十人もいるし、ゴリ押しでいける。だが、マップ19。ここで四方向から敵が攻めてくる展開がある。敵が四方から襲ってきて分隊を作って早めに倒さないといけないマップだ」

「マップ19。随分と遠い話だな」

　滝脇は難しそうな顔をしている。遠い未来の話だけにピンときていないのだろう。

「だからこそ、今のうちに仕様を把握してほしいんだ。機会ができれば、そのマップとは別に一軍を指揮する場を設けて慣れてもらいたい。この四人で指揮を分担してもいい」

　すると、品川は舌なめずりをした。

「ふふん。私を選ぶとはいい目をしてるわ。この品しな川がわ夕ゆう香か、シヴィライゼーションの天帝で何度も文化勝利した女よ。敵の首を柱に吊つるしてやろうじゃないの」

「シヴィライゼーション、天帝文化勝利とはすごいね……」

　凰おう楽らが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「毎日やり込んでるおかげで寝不足よ。ふふん、恐れ入ったか」

「お前の目の下の隈くまってゲームやってるからかよ。知りたくもなかった情報だ……」

　滝たき脇わきが品川に呆あきれたような目を向けると、彼女は誇ったように鼻を鳴らした。

「……なぜ得意げなのかはわからんが。ま、そういうことなら自分も全力を尽くそう。中世から近代までの軍事なら一通り囓かじってるし、多少は力になれるかもしれない」

「そう言えば、滝脇は戦争のこととかよく知ってるよね」

　凰楽が思い出したように言う。事実、彼はよく話を軍事に置き換えて説明する。それが理解しやすいかどうかは微妙だが。

「さて。じゃあ、現実に戻るためによろしく頼む」

　帝たい輝きの言葉に、三人は力強く頷うなずいた。




　それから、帝輝の言葉を皮切りに戦争ゲームの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　このゲームは帝国に７つある属国のひとつが〈黒こく天てん獣じゆう〉と呼ばれる禁断の獣を召喚し、その化け物が瞬く間に帝都を陥落させたところから始まっている。

　主人公となる王子は辺境で３年間力を蓄え、自国を取り戻し、さらに宗主国の帝都を奪還。主人公自身も７つある属国の王子だが、裏切っていない他の属国の王子たちと力を合わせて敵に当たり、『世界を滅ぼす災厄』とまで言われる伝説の魔剣〈ルインブリンガー〉を手に〈黒天獣〉を討ち滅ぼし、大陸に平和をもたらす光の王子となるのだ。

　もっとも、そこまでの道程は遥はるか遠い。

「では、皆様を戦場へと転送します。お集まり下さい」

　エリスによって、戦場──次のマップへと転送される。説明によれば、攻略を終えると拠点で一休み。そして、また次のマップへと転送、とのことだ。

　序盤のマップはほぼ力押しで進められる。元々、味方の人数は多い上に、この時点でのステータスは帝輝たちの方が上なのだ。

　帝輝は経験値をバランスよく割り振り、上う手まい具合に全員をレベルアップさせていた。

　レベルアップは経験値を決められた数値まで上げることが必要で、次のレベルを10倍した数値がレベルアップに必要な経験値だ。そして、経験値は敵を倒す、ギフトを使用するなどの行動を積み重ねることで手に入るのだ。

　レベルアップすることで、ステータスも上がる。敵に与えるダメージは増えるし、敵から与えられるダメージも少なくなるし、できる行動も増えていくため、積極的に行わなければならない。レベルアップすれば、死ぬ確率は徐々に減っていく。

　その中でもキーとなるユニットのレベルは、進んでいくうちに頭ひとつ抜け始める。

　マップ２、マップ３、マップ４、マップ５と、八日かけて攻略は順調に終わった。

　全員が最初から仲間にいるためか、本来なら途中でユニットを仲間にする手て筈はずを経る必要がなく、そこだけは楽になっている。包囲されているユニットを助け出すようなマップもあるだけに、帝たい輝きは胸を撫なで下おろした。

　そんな序盤マップで、クラスメイトたちは少しずつこのゲームの仕様に慣れ始めている。

　もっとも、もう戦わなければ元の世界に戻れないことを理解してしまったのもあるだろうが。そのために全員が必死になっているのだ。

　帝輝もその思いに応えるべく頭を働かせていた。

「ダメージを与えるだけで経験値が少しだけど入る。自動回復のシステムは初代にないけど、敵に回復役がいれば何度も攻撃して、回復ができなくなるまで攻撃してくれ」

「あと、レベルが低い人に、レベルの高い敵を倒してもらう、でいいんだよね？」

　凰おう楽らが帝輝に確認するように言う。

「ああ。できる限り、レベルの高い敵をレベルの低い人でも倒せるように前準備をしてな」

　レベルの低いユニットが高い敵ユニットを倒せば、無視できないボーナスが入る。レベルの差が大きければ大きいほど、そのボーナスは大きく、一気に２レベルアップもできた。

「近いうち椿つば姫きは〈アドバンテージ〉ってギフトを覚える。それでもっと楽になるはずだ」

　ギフトとはユニットが覚える特殊能力のことで、戦いを有利に進めるための技能だ。

　様々な種類があり、それがユニットの個性にもなっている。先程帝輝が口にした〈アドバンテージ〉は攻撃した際、自身よりもレベルの低い敵ユニットのＨＰヒツトポイントが１でなければ１残すギフト。扱いづらい類たぐいのギフトだが、この状況下ならとても有用だった。

　帝輝もまた味方を支援するためのギフトを幾つか入れている。周囲の獲得経験値を上昇させる〈ディレクション〉や周囲のユニットの武器を長持ちさせる〈エンデュランス〉等だ。持っているギフトが多くても、恩恵を受けられるギフトは十個まで。それらはインターミッションで入る、街や城の施設で自由に付け替えが可能だった。

「ところで、経験値の方は大丈夫かもしれないけど、もうひとつの不安は？」

「それも大丈夫だ。ちゃんとシーフの三人にやってもらってる」

　マップ５の攻略が無事に終わってから、街の宿屋へと移動する。

　待機の部屋に入ったところで男三人がやってきた。普段、不良の裏うら松まつとつるんでいる、取り巻きの三人だ。

「ほらよ。どうにか盗んできたぞ」「俺は剣ばっかりだな」「魔導書も少ないがあるぞ」

「サンキュー、充分な成果だ。色々とある方がありがたい」

「盗みで褒められるってのも何か複雑だな」

　取り巻き三人が剣や槍やり、斧おの、弓などの武器類を帝輝へと手渡す。

　彼らはシーフというユニットで、その特技がアイテムの捜索、そして、敵ユニットから武器や道具を盗むというギフトを持っている。もちろん条件も存在するが、現段階ではそこまで意識しなくても問題のない条件だった。

「本来あるはずの、隠しアイテムが見つからないからな。めっちゃ貴重だ」

　ゲームではマップ３、４には有用な隠しアイテムがマップ上に落ちているはずなのだが、それが落ちていない。この事態を帝たい輝きはひとまず、この世界には存在しないと割り切った。

「つーかよー。お前の話じゃオレたちって一国の軍なんだろ？　何でこんな強盗みたいな真ま似ねしなきゃいけねーんだ？」

　ひとりが複雑そうな表情で質問を投げかける。

「いつものゲームだったらここまでやらないんだけどな。ただ、武器や道具を買うのも金がいるし、仕入れた分しか売ってくれないんだよ。ゲームでは十五人分の武器を揃そろえればいいけど、こっちは四十人分揃える必要があるからな」

　経験値と共に不安視されていたのが、武器の枯渇だ。

　武器は敵に攻撃を当てれば当てるほどなくなっていく。弓矢はもちろん、剣も数十回しか使えず、使い切ったら消えてしまうのだ。四十人もいれば武器だってその分必要になる。

　その枯渇をシーフを使うことで解消する予定なのである。

「国を追われた兵隊がよぉ、山賊の真似事とかリアル過ぎて笑えねぇぞ、おぃ」

「っていうか、あいつらの鉄仮面も外せないんだよなー。なんでなんだかねー」

「第一、倒した敵から剥はぎ取とった方が簡単なはずなのに、あいつら消えるしよ」

　取り巻き三人が揃ってゲームに疑問を投げかける。

「まあ、シーフだけでクリアする強盗プレイなんて縛りプレイもあるけどな」

　そんな話をしながら武器の確認をしているところに、周囲を威圧するかのように大きな足音を立てて不機嫌そうにひとりの男がやってくる。彼らのリーダー格、裏うら松まつだった。

「おィ。こいつらを勝手に使ッてんじャねェよォ」

「悪い。どうしても必要だったんだ」

「オレを通せッて言ッてんだよォ、つゥか、てめェらも馴なれ合ッてんじャねェよ」

「ご、ごめんよー、裏松クン」

　四人はクラスの中でもよくつるんでいる不良だが、その力関係はここでも変わらないらしい。取り巻きたちの三人はシーフだが、裏松は上級職のアサシンというのも、その力関係を表しているかのようだった。

「裏松君。そんな風にしてる場合じゃないってのは、君もわかってるだろう？」

　厳しい目つきをして凰おう楽らが窘たしなめるように裏松に言う。

「おめェもいちいちうッせェんだよゥ。オレがお前らに協力するのは仕方なくだァ。好きでやッてるんじャねェんだよォ。邪魔だけはしねェけどなァ。元の世界に戻ッたら、色々とケジメをつけさせてもらうかんなァ？」

　そして、裏松は三人を連れて去って行った。部屋が四人分空いて、心なしか涼しくなる。

「まだマップ５をクリアしただけなのに、仲間割れなんかしてる場合じゃないよ」

　凰楽が深い溜ため息いきを吐つく。

「武器の調達は必要不可欠だ。シーフの扉を開ける技能も。ちゃんと協力を請うしかない」

「裏うら松まつは空手の道場を破門されたって話だけど、強さはここでも発揮されてるみたいだね」

「破門されたのか……。まあ、それはともかく、確かに現実での技能はこっちでも役立つらしいな。椿つば姫きはユニットの強さもあるけど、一対一なら誰にも負けない気がするし」

「剣道の神童は伊だ達てじゃないってことだね。対照的に問題なのはホプリテスの彼女かな？」

　凰おう楽らが言っているのは、藤ふじ枝えだ楓かえでのことだ。

　椿姫が真っ先に斬きり込んでいくのに対し、壁になるべき楓はどうにも危うい。ビクビクと鎧よろいを揺らしながら前に出て、おっかなびっくり戦っている姿は、いつか突破されてしまうのではないかという懸念を抱かせる。

「藤枝さんの友だちたちも、ちょっと態度がキツいよね」

「以前からキツかったが、この世界に入ってから、さらに強くなった感じだな」

「藤枝さんもそれを良しとしちゃってるところもあるんだよね。僕も頑張るけど、帝たい輝きも彼女のサポートを頼むよ」

「そりゃ、俺にできることがあればサポートするけど……」

　帝輝は藤枝楓とあまり話したことがない。

　凰楽もおそらくそうだと思っていただけに、彼の心配ぶりは帝輝にとっても意外だった。

「彼女には特殊な技能もあるから、そんなに遜へりくだらなくてもいいと思うんだけど」

「特殊な技能？」

「数学・暗算の天才なんだよ、彼女は。知らなかった？」

「初耳だ。お前、そういうのよく知ってるよな……」

「割と有名な話だと思ってたけど……。昔、弓道部の八や代しろさんや鳥とり居いさんに矢の物理計算とか、自転車部の税ぜい所しよさんや九く鬼きさんにホイール直径と係数の計算の話とかしてたよ」

　ここで初めて帝輝は、例のリーダー格である八代梨り夢むと、その友人、鳥居亞あ弓ゆみが弓道部であったこと、そして取り巻きふたりが自転車部ということを知った。

　あまり縁もなかったのもあるし、彼女たちの部活に興味がなかったというのもある。

「彼女に、椿姫の野性味が一割でもあればなぁ……」

「だ・れ・が、野性ですって!?」

　突然、椿姫の声が聞こえたと思ったら、不機嫌そうな顔が帝輝に近づいた。

「え、いつの間に！」

「裏松たちが部屋を出て行くのを待ってたのよ！　そしたら……！」

　すると、凰楽が苦笑いを浮かべて後ずさった。

「あ、じゃあね。帝輝。僕はちょっと道具の整理してくるから」

「お、おい！　凰楽、逃げるな！」

「さーて。ちょっと話を聞かせてもらいましょうか、帝輝ー」

　結局、帝輝はしばらくの間、椿姫に謝り続けるはめになった。装備した剣で追い回されなかっただけ、良かったかもしれない。





　　　　◇　　◇　　◇






　この世界に入って十一日目。

　帝たい輝きたちはマップ６へと進む。ここは帝国の姫が率いる軍との合流を急ぐ主人公たちが、山道を抜けるマップだ。狭いマップのため、身動きが取りにくいが、その分ホプリテスら守備力の高いユニットを配置すれば、相手は何もできなくなるのだ。

　帝輝は楓かえでを前にして、最後の説明をする。

「……というわけで最後の確認だ。今回は君にほぼひとりで前線を支えてもらうけど、アーチャーとナイトが後ろで支援する。ナイトは攻撃したら彼女の後ろに下がる感じで」

　帝輝が説明をしても、彼女らの士気は低い。

　特に楓は顔を伏せがちでいつもビクついている。今までは守備力の高さでノーダメージになっていたが、ここからは違う。ホプリテスと言えど、斧おのの攻撃力は彼女の鎧よろいを貫くのだ。大したダメージではないが、積み重なればいつかＨＰヒツトポイントは０になる。

　そうならないために適度な回復と、そして敵を殲せん滅めつするタイミングが重要になる。

「それと、新しい武器の他に傷薬を渡しておく」

「しっかりやんなさいよ、楓ぇ」

　梨り夢むが楓と肩を組んで、彼女を睨にらむ。激励ではなく、むしろこれでは脅迫だ。

「あんまり彼女を脅すな」

「いつもの励ましだっての。ねぇ、楓？　別に脅してないよねー？」

「は、はい……。脅しじゃないです」

　帝輝は不安を隠せなかったが、もう出撃の準備が終わる時間だ。

「さあ、出陣だ！　シミュレーション・エントランス！」

　帝輝が号令をかけると、帝輝たちがエリスによって戦場へと転送される。

　もう慣れたもので、突然風景が変わっても誰も驚かなくなっていた。

「い、行きます！」

　クラスメイトに先行して楓が動き始める。

　敵と接触する付近で楓を前にして、彼女を支援するユニットを近場に待機させた。

　他にもワルキューレの椿つば姫きやソーサリスの真ま桜おもいた。ただ、彼女たちはいざという時のための予備戦力だ。ここで突っ込ませるのは経験値がもったいない。

　また、奥にもユニットはいたが、このマップではそのユニットは直接戦えない。狭過ぎて敵まで武器が届かないのだ。

「にしても、狭いね、ここは。敵に突破されたら逃げるのにも苦労しそうだ」

　凰おう楽らが不安そうに言う。

「ああ。だが、狭いことは俺たちに不利益をもたらさない。ゲームならホプリテスを置いて適度に回復すれば、敵軍は何もできなくなる」

　帝輝としては、ここで楓と支援するユニットのレベルアップをしておきたかった。

　そして、楓かえではすでに充分なレベルに達しており、ノーダメージで切り抜けることはできないが、数十回は敵の攻撃を耐えることができる。楓が敵にダメージを与え、瀕ひん死しになった敵を、楓を支援するユニットが攻撃。攻略は予定通り、順調に進んでいた。

　──だが、これはゲームではない。

　今置かれている状況においては、ステータス以外の要素が原因でトラブルが発生する。

「そろそろＨＰヒツトポイントの回復を！」

「は、はい……！　うう……」

　帝たい輝きの指示に従い、楓が傷薬を取り出そうとした時、さらに敵軍が押し寄せる。圧倒されるほどの敵の数。ゲームであれば、一体一体冷静に対処していけばいいのだが、当事者が人ではそうはいかない。

「あ、あ……！」

　敵軍の多さに啞あ然ぜんとしたのか、楓の動きが止まってしまう。ＨＰが減っていたのもあるだろう。ギリギリの戦いに、ついに楓の心が恐怖によって縛られる。

「ちょっとしっかりしなさいよ！　あんたが壁にならないとどうしようもないのよ!?」

　後ろの梨り夢むから罵ば声せいが飛んだ。

「ご、ごめんなさい……！　た、対処できない……！　皆、逃げて！」

　楓が敵軍の多さというプレッシャーからか、少し後退してしまう。

「いけない！　それはダメだ！」













　帝たい輝きの焦燥感の籠こもった声が響く。しかし、楓かえでの後退は前線部隊の計算を狂わせた。壁ユニットが後退した分、敵のユニットたちが押し寄せる。帝輝が前線に出張るものの、攻撃を防ぐための手数が足りない。帝輝を無視した敵がクラスメイトらに襲いかかった。

「な、何やってんのよ！」「敵の攻撃がこっちに！」「いやああああああ────っ！」

　近くにいるナイトふたりだけでは敵ユニットの前進を捌さばき切れていない。間かん隙げきを衝ついて敵ユニットがアーチャーへと迫る。アーチャーは遠距離攻撃しかできず、近接されたら何もできない。敵の武器がひとりの女の子のお腹なかを貫いた。

　痛覚はない。だが、その攻撃は容赦なく彼女のＨＰヒツトポイントを０にした。

「そ、そんな……」

　アーチャーの姿が霧のように消えていく。

「あ、亞あ弓ゆみさん……そんな……」

　楓は親しい友人が死んでしまったところを眺めることしかできなかった。

「帝輝！　あたしが前線に出るから！」

　崩壊した前線を立て直すべく、颯さつ爽そうと椿つば姫きが前へと出る。

　そんな椿姫の奮戦もあり、クラスメイトたちはどうにか踏ふみ止とどまることができた。

　戦線は再構築され、再び戦列が整う。それで戦場はようやく落ち着いた。

「ちょっと！　ロードしないの、あんた」

　死んだ少女のグループのリーダー格である梨り夢むが帝輝に詰め寄る。

「ああ。少し待ってくれ」

　帝輝がロードしようと指を動かすと、その前に凰おう楽らが口を挟んだ。

「待ってくれ、帝輝。ロードは回数が制限されてるんだ。ここは安易にロードするべきじゃない」

「な、何言ってんのよ、あんた!?　あの子を見殺しにする気!?　亞弓を返してよ！」

「ちゃんとロードはするよ。だけど、その前に予習をした方がいいと思うんだ」

「予習ですって……？」

「次は序盤の難関となるマップのはずだよね、帝輝」

　そんな凰楽の質問に帝輝は頷うなずいた。敵の援軍が背後から襲ってくる上に、限定的だがボスユニットも入る。帝輝も初めてやった時は何度もやり直していた。あのマップをクリアしたのは、幼い時に出会った少女のおかげでもある。

「だから一度やり直し前提で次のマップを見せて、ある程度戦って予習をしてからロードをした方がいいはずなんだ。その方が失敗の可能性も低くなる」

　梨夢は苦い顔になる。言っていることは理解できるが、納得できない。そんな表情だ。

　だが、それも当然と言える。親しい友人が死に、消えてしまったのだから。早く元に戻してほしいというのは当たり前の気持ちだ。

　ただ、次のための予習をした方がいいという凰楽の考えも、クリアするためには常道な手段と言える。それだけに、帝輝は迷った。

「死んでもロードをすれば確実に蘇よみがえるんだよ。でも、ロード回数は有限だからね。使うべきところで使わないと、いつか取り返しがつかなくなることになるかもしれない」

「あんたがいれば、余裕なんじゃないの!?」

　凰おう楽らからの弁明を聞いていた梨り夢むは帝たい輝きを見た。

　だが、帝輝はその言葉に彼女の望む答えを返すことができない。

「ユニットは駒こまじゃない。事実、こうして予想外のことが起こって死者が出たんだ。もし、このマップを予習できていれば、上う手まくいったかもしれない」

「……楓かえでが悪いんでしょ？　あの子が悪いって言えばいいじゃないの！　ねえ！」

「彼女に押しつけた俺が悪い。彼女で充分だろうと油断していたんだ」

　そして、凰楽はさらに梨夢を宥なだめるように言う。

「なんにせよ、不測の事態に備えてロードは有効的に使った方がいいはずなんだよ。またこんな風に不測の事態が起こらないためにも。だから、受うけ容いれてほしいんだ」

「……ロードはするのよね？　絶対よね？　亞あ弓ゆみは戻ってくるのよね!?」

　梨夢は帝輝を鋭い視線で見る。だが、その目には不安が僅わずかに滲にじんでいた。

「それは絶対だ。俺も人を死なせたまま進む気はない」

「……わかったわ。あんたって大人しそうな顔して……わりと冷酷ね」

　梨夢はそう言い残して、楓の下へ戻る。

　それを見送ってから、帝輝の表情にはまだ迷いがあった。

「いい気分じゃないな。生き返るとわかってても、人を死なせたまま進むってのは」

「仕方ないよ、帝輝。こればっかりは……。ロードが無限ならまだしも、限られてるんだから。リスクマネジメントとしては当然の話だよ」

　それでも帝輝は自分を納得させられていないのか、その表情は暗い。

　生き返るとはいえ、死亡したクラスメイトを放ほうっておくのも気が咎とがめるし、クラスメイトたちとて、諸もろ手てを挙げて納得はできないだろう。

　心に纏まとわりつくような暗くら闇やみを抱えながら帝輝たちは進軍する。

　そしてマップ６の攻略を、無事終えた。

　その後、拠点でのインターミッションを挟んで、序盤の難マップであるマップ７も攻略する。難マップだけあり、慣れないふたりが死亡することになったが、ひとまずの予習を終えて帝輝たちはロード。マップ６攻略前へと戻る。

　マップ６で死亡した鳥とり居い亞弓も戻り、梨夢たちも一安心といった様子を見せていた。





　　　　◇　　◇　　◇






　ロードはしたものの帝輝たちの体感時間まで戻るわけではない。

　今日は十四日目となる。絶えず数えていないと忘れてしまいそうだった。

　帝輝たちは、マップ６の再攻略準備に入る。

　だが、その準備中に今までにない異変が起こっていた。

「なんでよ、なんで……こんなことになってるのよ！」

「あ、亞あ弓ゆみ、落ち着きなって」「鳥とり居いさん、まずはちょっと部屋に行こ。ね？」

　そんな叫びが宿屋の中で響く。帝たい輝きがすぐに部屋から飛び出ると、ひとりの女子が、ふたりの男女を責めている光景に出くわした。

　その責めている少女は、前回死んでしまった鳥居亞弓だ。隣にいる梨り夢むが必死に宥なだめている。またその場にいた椿つば姫きもそのフォローに回っていた。

　帝輝はすぐ近くにいた凰おう楽らに事情を聞く。

「保ほ科しなと水み無な瀬せさん、それに死んでしまった鳥居さんで三角関係だったんだけど、鳥居さんが死んでる間に、保科と水無瀬さんの仲が進んじゃったみたいで……」

　凰楽は困惑気味にそう説明した。要するに彼女が死んでしまってから帝輝がロードするまで──鳥居が存在していない間に、三角関係に大きな変化があったということだ。

「もうっ、知らない！　あんたたちなんか、もう知らないんだから！」

　そして、鳥居は泣きながら走り去ってしまう。

「ちょっと亞弓、待ちなって！」「帝輝！　あたし、鳥居さん、追いかけてくる！」

　それを梨夢が追いかけて、椿姫も急ぎ追いかける。

「僕もちょっとあっちのふたりをフォローしてくるね」

　そして、凰楽も責められていた男女のふたりを引き連れて、その場を後にした。

　そして、残ったのは帝輝と様子を隅で窺うかがっていた楓かえでだった。

「わ、わたし……その……」

　彼女は青ざめた顔をしており、何かを言い倦あぐねてふらつく。

　帝輝はすぐにその身体からだを支えた。

「無理しない方がいい。ちょっと食堂の方で座ってよう」

「は、はい……」

　背中に手を添えながら帝輝は楓と共に食堂へと向かう。

　椿姫以外の女子に対して接触したこともない帝輝は緊張してぎこちなかったが、楓の顔色の方が気になっていた。放ほうってはおけないと思うほどに。

　食堂に着いてから、帝輝はすぐに楓を椅い子すに座らせた。そして楓が落ち着くのを待っていると、彼女は小さく呟つぶやく。

「亞弓さん……。バスケ部の保科君を、好きだったんです。昔から……」

　消え入りそうな声で、楓はそんな説明を口にした。

「でも、保科君は水無瀬さんとも仲良くて。亞弓さんと水無瀬さんは、お互い意識しあってたんです。亞弓さん、いつも水無瀬さんのことをライバル視してました」

　その保科、水無瀬、鳥居の三人はこの世界に来るまで、友達以上恋人未満な三角関係だった。それは、ここに来ても大きく変わることはなかった。ここまでは。

「亞弓さん、修学旅行で振り向いてもらうって……張り切ってたのに」

「つまり、鳥とり居いからすれば、死んでいた間に好きな男が取られてたってことか」

　楓かえではこくりと頷うなずく。

「そんなことが起こりえる……か。確かに存在していない期間があるわけだしな」

　帝たい輝きとしても、予想外の事態だった。ゲームにおいては予想外のことは何も起きていないのに、人間関係の方でトラブルが起きている。

　帝輝は自責の念に駆られた。自身の指揮が、悲しみをもたらしてしまったことに。

　想像できなかったのか。回避する手段はなかったのか。どうにかできたのではないか。

　そんな言葉が浮かんでは消えていく。

「ロードのタイミングを誤ったのか」

　帝輝は項うな垂だれた。これは彼女が死んで、すぐにロードをすれば起きなかった問題だ。

「で、でも……必要だからそうしたんですよね？」

「まあ、ね。凰おう楽らの判断は正しかった。マップ７は難度の高いマップだったし」

　事実、椿つば姫きが死んでいる。敵を誘おびき寄よせた後、逃げろと伝えてあったが、そのタイミングがワンテンポ遅かったために。この逃げるタイミングはシビアだった。

　だが、椿姫は「次は大丈夫！」と言ってくれている。

　予習は間違っていない。おかげで必要な情報はしっかり皆に行き渡ったのだ。

「だから……私のせいなんです。そもそも私があそこで下がったりしなければ……亞あ弓ゆみさんが死ぬこともなかった。そうじゃないんですか？」

　答えづらい問題だったが、帝輝は鈍にぶい動きで頷く。彼女があの場で下がるのは、戦術上あり得ないことだった。あれがなければ、あんな事態が起こらなかったのは事実である。

　しかし、この世界はゲームとは違う。ユニットは心を持った人なのだ。

「敵が怖いのは誰だって同じだと思──」

「違うんです！」

　すぐにフォローをしようとしたが、楓は割り込むように言って、首を大きく振った。

　そして、呂ろ律れつが少々覚おぼ束つかない声で必死に語る。

「こ、こんな大役を任された以上は……や、やり遂げようと思ってて。敵はそこまで怖くないんです。痛みはないし……。でも、でも……やっぱり失敗するのが怖くて。私、あの敵軍の多さを見て、支えきれないって思って。打うち漏もらしたら、後ろに通しちゃうから……」

「それで、最悪の事態を考えて、後ろに下がった？」

　楓は無言のまま、こくりと頷いた。

　最悪の事態を避けるために後ろに下がるのは悪いことではない。陣形を組み直すためにも必要なことだし、場合によっては回復のために後ろに下がる必要も出てくる。

　ただ、彼女はそれを実行する伝達を怠おこたった。だからこそ、事故は発生したのだ。

「また、失敗したくなかったから……」

「また？」

　口に出してから帝輝はすぐに自分の口を塞ふさぐ。そこまで踏み込むのを躊躇ためらったのだ。

　しかし、楓かえでの表情は不安そうで……誰かに打ち明けたいと思っているような顔だ。

　帝たい輝きは控えめに先を促した。

「わ、私……前に皆と遊園地に行った時に、計算ミスをしたんです。計算自体は合ってたんですけど、皆が持ってこれるお金を勘違いしてて……二日目の時にお金がなくなって何もできなくなったんです。それで皆、当然怒り始めて……」

「でも、それって確認をしなかった皆が悪いんじゃ」

「いえ……。確認を怠おこたった私のミスでした。それから……」

「彼女たちに苛いじめを受けてる、と？」

「い、苛めなんかじゃないです！　私が悪いからで、そこまで酷ひどい扱いは受けてません！」

　遊園地のことがきっかけとなって、楓が今の立ち位置になったのは確かだろう。しかし、帝輝はそれに対して何かできるわけでもない。人の関係に立ち入れるほど、そんな気安い立ち位置にいるわけでもなかった。

「……もし、辛つらいなら君に責任を押しつけるような真ま似ねをするのは止やめるよ」

　だから、できることといったら彼女を責任の重圧から解放することぐらいだ。

　もちろん、彼女を使わなくてもクリアはできる。難易度ディスペアだと運要素が強くなるが、それでも人に責任を押しつけてやらせてしまうのは、やはり違う気がしていた。

　楓は不安そうな瞳を潤ませて帝輝を見る。

「で、でも、前に私がいないとクリアは厳しいって」

「厳しいよ。単純に守備力の低いユニットが多い中、君のユニットは守備力に特化してるから。攻略できないわけじゃないけど、難易度が高いから少しずつ運が絡むんだ」

「……そう、ですよね」

　楓の表情は変わらない。曇ったままだ。

　責任は果たしたい。だけどその重圧に押し潰つぶされそう。そんな様子だ。

　帝輝は彼女の気を少しでも紛らわせたくて話題を変える。

「そ、そう言えば、計算が得意なんだって？」

　不器用で、意図がバレバレの話題変更だったが、

「え……。はい。人並みには」

　楓は戸惑いながらも乗ってきた。

「じゃあ……２４５６７足す８５４６９かける85は？」

「７２８９４３２ですね」

　思わず計算してほしい数字を口にすると、一秒もかからずに楓は返答した。帝輝は思わず今の計算式を剣で地面に書いて計算する。空恐ろしいことに合っていた。

「……得意なんてレベルじゃなくて、もう異能じゃないか？」

「ち、違いますよぅ……。ただ、数字がすぐに頭の中に出るだけで……」

「異能じゃないか。どうやったら、そんなに早くできるんだ？」

「え、えっと……その、頭に浮かぶ数字がカップリングされてシュバーっと答えが出てくるというか。例えば５と２って、すごい相性良さそうじゃないですか。それに３と８は兄弟っていうか、８が兄で３が弟で。７は１の面倒を見ているっていうか」

　身振り手振りで一生懸命、やり方を伝えようとする楓かえでだったが、帝たい輝きには伝わらなかった。いや、クラスメイトにも伝わることはないだろう。

　彼女の計算には手法もコツもない。答えが頭の中で見えているだけのようだった。

　ただ、そんな彼女の言葉で、帝輝にも見えたものがある。

「……『ＬｏＲ』はさ」

　そう前置きして、帝輝は説明を続けた。

「数字がすごく重要なんだ。ダメージ計算の話はしたよね？」

「は、はい。お話では、攻撃力マイナス守備力って……」

「そのダメージは外的な要素がなければ絶対にブレない。敵が持っているギフトやクリティカルの確率次第で倍になったりするけど、それがない序盤は絶対に大丈夫。その上でＨＰヒツトポイントが０にならなければ絶対に死なないし、能力は変動しない」

「そ、そうなんですか？　でも私、昔弟のゲームやったことありますけど、戦いの時のダメージってやるたびに違っていたような……」

「え、それ、なんてゲーム？」

「『ラスト・ブレイブ』って冒険ものでした」

「ああ、あの大作ＲＰＧか。やったことないけどジャンルが違うかな。このゲームは本当にダメージ計算が厳密なんだよ。ダメージに乱数が存在しないんだ」

　そして、帝輝は真剣な表情で楓を見る。

「見えている数字は決して裏切らない。常に君の味方だ。だから君の計算能力なら常に計算してれば怖くないはずだよ。だって、君なら結果が見えてるはずだもの。敵が十人攻撃してきても、相手の攻撃力と自分の守備力を計算すれば耐えられるか死ぬかはすぐわかる」

「け、計算ですか？」

「これは元々そういうゲームだからね。与えられるダメージ数値がステータスでしか変動しないことを、俺はもっと強く説明するべきだった。ゴメン」

　帝輝は楓に頭を下げる。

「そ、そんな……こっちこそ、そんなことにも気付かずに、ゲームだとダメージにバラツキがあると勝手に思い込んでしまいましたし……」

　帝輝も説明はしたが、楓には攻撃力と守備力の計算がそのまま足し算されているという意識がなかったのだ。あくまで攻撃力や守備力は目安という、乱数の介入するＲＰＧの計算式と勘違いしており、またそこを確認する心の余裕もなかったのだろう。

「たぶんだけど今まで、ＨＰが減ってきたから何となく危ないと思って、それで後退してたんじゃないのかな」

「は、はい。敵の波状攻撃が来て、それでどんどんＨＰが減っていって……。それに『ラスト・ブレイブ』だとＨＰが減っていくと、キャラクターが弱くなって……」

「それなら大丈夫。俺が保証する。今回のマップから冷静にダメージ数値を見て、計算をしながら立ち回ってみてくれないかな？　それなら君は絶対に失敗をしないはずだ。それにこのゲームでは、ＨＰヒツトポイント１でもステータスは変わらないからね」

　彼女の表情はまだ不安そうだ。まだまだ失敗を怖がっている。

　それでも、彼女は責任感があった。目を見開き、覚悟を決めたように立ち上がる。

「が、頑張ってみます……！　もう二度と、ううん、三度目の失敗をしないように……」

　どうにか楓かえでは帝たい輝きの話を信じてくれたようだった。

　厳密に言えば、クリティカルによってダメージが二倍になったり、弱点を衝つかれてダメージが三倍になるといった要素などもあるのだが、マップ６においては楓ならば皆無だ。必要な時に、また改めて説明すればいい。

「その意気だ。俺も君が失敗しないように、全力を尽くす」

　帝輝は彼女を力づけるように笑う。

　だが、帝輝の説明はそれで終わらなかった。

「それともうひとつ、君の持つ力──ギフトを教えておくよ」

「ギフト？　ギフトって、個人で持つ確か特殊な技能でしたよね？」

　それは彼女にとって、最も不安だったものを払ふつ拭しよくできる情報だった。




　だが、楓を元気づけたからといって、そもそもの原因をどうにかしなければ彼女は落ち込んだままだ。その上、楓だけで無双ができるほどこのゲームは甘くない。彼女は盾であり、剣ではないのだから。

　彼女を十全に生かすためには、梨り夢むたち──彼女のグループの力添えが必要不可欠だ。

　帝輝は宿屋を回り、梨夢たちを捜す。クラスメイトたちに聞いて、彼女たちが集まっている場所へ足を向けた。

　その場所には、梨夢と一緒に取り巻きのふたりもいる。前回死んでしまった彼女──鳥とり居い亞あ弓ゆみだけはいなかった。

「なんか用？　リーダーさん」

　帝輝が近づくと、梨夢は不機嫌そうな顔で睨にらみつける。

　帝輝にとって梨夢は苦手なタイプの女子だ。極力、話をすることを避けている。

　だが、状況が状況なだけにそんな泣き言を漏もらしている場合ではなかった。

「ちょっと話がしたくてな。えっと……もうひとりの彼女がいないのは？」

「あんたの嫁さんに連れてかれたわよ、強引に」

「い、いや、椿つば姫きは嫁とかじゃ」

「……あたしはあいつのこととは言ってないんだけど。ったく、自覚あるんじゃないの」

　嵌はめられたことを自覚し、帝輝はばつの悪い表情を浮かべた。

　一旦気持ちを落ち着けて、帝輝は梨夢に向き直って本題に入る。

「ロードに関しては、今後もこんな形になると思う。できる限り、倒されないように指揮を執るけど、やっぱり危険なことはあるんだ。マップ７で死んだ椿つば姫きも、『さすがに初めてだと勝手がわからないから死んじゃった』って言ってたしな。どうしても難易度の高いマップだけは予習をしておいた方が安全なんだ」

「今回のあの子みたいに誰かが悲しむ結果になっても？」

「そうだ。ラストのマップに、全員無事に辿たどり着つかせるために」

　すると梨り夢むは帝たい輝きに近づいて、さらに不機嫌になって、その胸倉を掴つかむ。

　取り巻きのひとりが「やめなよー」と少し心配そうに、逆にもうひとりは「やれやれー」と囃はやし立たてた。

「お前は勇気を出す機会もなく振られた女の胸の痛みがわかるか？　あの後悔しか湧わかない、虚むなしい痛みが。そりゃ、時間が経たちゃそのうち癒いえる。でも、この手の悔いってのはなかなか消えないんだよ。あの時、ああしてればどうなってただろう、ってな！　亞あ弓ゆみが泣くなんて、あたしは初めて見た。これからも、こうして心を殺していけっての？」

「ああ。全員生存でクリアするためには、どうしても必要なんだ」

「お前はいいよな。強い上に死ぬ危険もなさそうだし。あたしらがどんだけ怯おびえながら敵と戦ってると思ってるの？　ねえ、主人公さん」

「できる限り、死なないように善処する」

「結果がこれだろうがよ。あの子は死んだじゃん！　とんだ天才指揮官だよね！」

「言い訳はしない。俺がもっと考えて指揮を執ればよかったからな」

　すると、梨夢の手は少し緩む。その表情は、帝輝の言動を訝いぶかしんでいるようだった。

「……言えばいいじゃないの！　何で言わないのよ、楓かえでが悪いって！」

「彼女は悪くない。俺がもっと詳細に説明をするべきだった。説明を終えたと思い込んでいた俺の言葉足らず……俺の失態だ」

「……………………………………………そうかよ」

　そして、不満そうに梨夢は帝輝から手を放した。

「それで、あんたはそんなことを言いに来たの？」

「いや、もうひとつある」

　むしろ、こちらの方が本題だった。

「こっちに来てから、彼女に対して態度がキツ過ぎる。改めてくれないか？」

　言いにくいにも程があることだ。自分は人の関係に口は出さない。そう思っていた。

　だが、楓がもう一度勇気を振り絞ろうとしてくれている。立ち上がろうとしてくれている。クラス皆のために。それに甘えて何もしないわけにはいかなかった。

　帝輝は梨夢が怒るかと想像していたが違った。逆に俯うつむいて肩を落とす。そして、その場にいた取り巻きふたりも少しやりきれない表情を浮かべた。

「梨夢も、わかってるんだけどねー」「うん、あたしたちだって、ねえ？」

　取り巻きのふたりも居心地が悪そうに呟つぶやく。

　そして、梨夢もまた小さく口を開いた。

「…………なんであの子なのよ」

　その言葉はとても弱々しい。

「あの子ばっかり優遇されてさ。もうレベルもあたしらの中で一番高いし。いつもいつもそう、楓かえでは星の巡りがいいっていうか。なんつーか、あたしら別に必要ないじゃん」

　下げた拳こぶしを、とても悔しそうに握り締めていた。

　その言葉から帝たい輝きは理解する。楓に厳しく当たる理由を。複雑な話ではないのだ。

　楓のユニットが強いことに対する嫉しつ妬と。彼女だけが特別なユニットと恵まれたことに納得がいっていないのだ。

「なんで一番気の弱い楓が前線に出ないといけないのよ。出るならあたしが出られればいいのに、肝心のあたしは囲まれたら何もできないアーチャーって何。ふざけてるわ」

　こればかりは運であると帝輝は思う。自分が主人公ユニットになったことも、クラスメイトとユニットの繋つながりも帝輝はランダムだとも思っている。梨り夢むのように弓道部の生徒がアーチャー、取り巻きのふたりが自転車部で馬に乗るナイトというのは、なかなかに偶然過ぎているとは思っているが。

　ユニットは変えられない。そのユニットになったからには受け入れる必要があった。

「ひとつ言っておく。重要なことだからよく聞いてくれ」

　だが、彼女たちはひとつ大きな勘違いをしている。

「いらないユニットなんかいない」

　だからこそ、帝輝はその勘違いを正そうと真剣な口調で語った。

「確かに多少の優劣はある。だけど、それで必要のないユニットなんていない。全員が攻略に必要なユニットだ」

「で、でも……。あたしら、そこまで大層なユニットには見えないし」

「アーチャーは接近されたら何もできない。でも、ホプリテスを盾にしながら敵を狙そ撃げきすることで、これ以上ない成果を上げられる。それこそ、後半は楓以上の間接アタッカーのエースだ」

　梨夢は、「そうなの？」と帝輝に問いかけるような表情を作る。

「凰おう楽らに聞いたけど、お前ともうひとりの彼女、鳥とり居いは弓道部なんだって？　だから、その実力を遺憾なく発揮してくれ」

　そして、帝輝は次に取り巻きふたりに顔を向けた。

「ふたりは馬に乗るナイトだ。戦場で一撃離脱ができる。特に壁になるホプリテスがいれば、安全にそれが可能なんだ。一時的に彼女がピンチに陥っても支えることができる、なくてはならない存在だよ。自転車の力を見せてほしい」

　取り巻きふたりは、そう言われて悪い気はしていないのか、少し照れくさそうだった。

「むしろ、ユニットひとりだけじゃどうにもならないし、それは俺も例外じゃない。レベル最大と言っても、後半のマップではそこまで圧倒的な差でもないからな。だから、お互い協力し合ってフォローするように動く必要があるんだ」

　それでも梨り夢むはまだ半信半疑な表情を浮かべている。

「でも、それが本当だとしても楓かえでがまともに動かなきゃ意味がないじゃない」

「そ、そうね」「確かに……」

　取り巻きふたりも梨夢の意見を支持した。

　不安はある。楓が無双をする姿が思い浮かばない。彼女はそんな性格でもないのだ。

　だが、帝たい輝きは責任を背負い、逃げだそうとしない彼女を信じたかった。

「彼女のことをよく知らない俺が彼女を信じてくれとは言えないけど、皆を守る能力に関してはピカイチなんだ。彼女がそれを信じるまで待ってくれ。次のマップで必ず結果を出す」

　しばらく、静寂な時間が続き、梨夢が不意に溜ため息いきを吐つく。

「仕方ないわね。一度だけ信じてやるわ。ただし、次また失敗したらもう許さないから」

「了解。覚悟しておく」

　そして、取り巻きのふたりも戸惑いながらも帝輝の話に頷うなずいた。
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　帝輝たちは再び、マップ６を攻略する。彼らの前に狭い森のマップが広がっていた。

　限定されたルートを楓は進み、皆の盾となる。

　狭いルートの中を、前回と同じように敵軍が襲いかかった。

　帝輝は楓に確認するように指示を送る。

「攻撃力をしっかりと確認！」

「は、はいっ！　18、17、18、16、19、17……」

　楓の守備力は現在15。ＨＰヒツトポイントは32。敵の攻撃力を見ても、４から１のダメージを喰くらうだけだ。いきなり全員から攻撃を喰らってもまだ大丈夫だった。

「ひとり……！　ふたり……！」

　しかし、彼女のユニットが守備力が高く、耐えられると言っても限度がある。

　彼女のＨＰは少しずつ減っていった。このまま戦い続ければ、やがては死んでしまうだろう。シミュレーションＲＰＧで言うところの、やっつけ負けというものだ。

　マス目のあるシミュレーションＲＰＧだと、ユニットを攻撃できるマスというのは限定される。だから、攻撃の終わったユニットがその場に残れば、もうそのマスに侵入することができない。

　しかし、反撃で相手を倒してしまうと、そのマスにまた敵ユニットがやってきて、攻撃が可能となる。それこそ反撃でクリティカルなどを出してしまうと、計算上は倒さないはずの敵ユニットを倒してしまい、さらに攻撃を喰らう羽目に陥り死に至ってしまう。

　その積み重ねで死ぬことを、やっつけ負けという。

「楓！　大丈夫なの!?」

　梨夢が後ろから弓矢で援護しつつ、楓を不安そうに見た。

「だ、大丈夫です、梨り夢むさん。残りＨＰヒツトポイント８……。あの敵からなら三撃耐えられます！　クリティカルを喰くらう可能性も皆無です！」

「で、でも！　も、もう死んじゃうんだよ！」

「ダメージは計算できてます！　わたしは死にません！」

　心配そうな梨夢の声を遮り、楓かえでは強い意志を携えて敵に立ち向かう。

　敵と相対する中で、剣と槍やりがそれぞれ楓に突き刺さった。

　それでついにＨＰが１。あと一撃を喰らえば──死が待っている。

「楓！　早く下がりなさいよ！」

「傷薬がありますので問題ありません！」

　ついに彼女は袋から傷薬を持ち出し、それを飲む。ＨＰが20ほど回復した。

「よっしゃ！　あっしらも楓を援護するよ」「オッケーオッケー！」

　馬に乗ったふたりも手綱を操り、楓の前に出て敵に一撃加えてはその後ろに戻る。

　梨夢の弓矢による援護もあり、敵は少しずつその数を減らしていった。前回よりも確実に上う手まくいっている。特に楓が敵の攻撃を完全に抑え込んでおり、危なげがなかった。

「次の敵軍の攻勢が来ます！　わたしが抑えますので、備えて下さい！」

　楓が叫ぶと、そこに敵の大軍が楓の前にやってくる。

　前回はここで前線を破られた。

　それを思い出したのか、楓の表情に緊張が走る。頬ほおが強こわ張ばり、足が竦すくんでいた。

　そんな様子を見て帝たい輝きは不安になり、楓を援護するべく剣の柄つかに手をかけた──。

「しゃんとしなさいよ、楓！　あんた、計算速いくせにケアレスミス多いんだから！」

　浮き足だったところに梨夢から激励が飛ぶ。

　彼女からの普段と同じ声に、楓の表情が幾分和やわらいだ。

「はいっ！　気合いっ、いれますっ！」

　楓もそんな梨夢の声に応え、気持ちのいい返事を返す。

　そして、再び彼女たちの戦いが始まった。その中には、あの彼女もいる。

「ふっざけんじゃねーよ！　何が『君は可愛かわいいね！』だ、他に可愛いヤツがいたんじゃねーかよぉ！　全員に言ってたんじゃねーか！」

　前回ここで死んだ亞あ弓ゆみが文字通り矢継ぎ早に、矢を放っている。呆あきれるような速さだった。元々、素早さが成長しやすいユニットだが、その速さが超越しているようにも見える。

「あの甘いマスクにコロッと騙だまされたよ！　死ね、この有象無象ども！　雑ざ魚こ敵のくせに私を働かせてんじゃねぇ！　さあ、死ね!!　私の新しい恋のために！」

　魂から出ているような声だった。その顔はまさに夜や叉しやと言うに相応ふさわしい。

「おい、椿つば姫き。お前、彼女のフォローに行ったよな？　なんて言って慰めたんだ……？」

「え、えーっと……………………………………………………………秘密！」

　彼女はあのできたてカップルを問い詰めていた時からは一転、完全に吹っ切れていた。二本の矢を番つがえて、同時に放っては別々の敵に当てている。ゲームではできない反則技だ。

「弓って、あんなことできるのかよ」

「亞あ弓ゆみってば、部活じゃできないからってあんな曲芸撃ち……」

　部活仲間の梨り夢むも呆あきれた表情を浮かべている。

　繰り出される神技に戦おののきつつも、このマップでの不安は完全に払ふつ拭しよくされていた。

「あの敵、あと一撃です！　誰かお願いします！」

「了解！　楓かえで、あっしが行くよっ！」

　梨夢の取り巻きのひとりが楓の前に出て、その槍やりを振るう。彼女と敵のステータスを比較し、得られる命中率は95パーセント。武器が当たれば、ほぼ命中する。

　だが、その穂先は命中したにもかかわらず、命中処理で回避判定され、ダメージを与えられなかった。倒せるはずだった敵を倒すことができずに終わる。

『ＬｏＲ』では、ひとつの計算ミスが天国から地獄へと誘うのだ。

「ヤバッ！」

　外してしまった彼女の表情が強こわ張ばる。生き残った敵は彼女らの隙すきを衝ついて、楓の背後を狙ねらうかのように見えた。後ろには万が一に備えて、彼女らを支援する無防備なメディックたちが控えている。

　楓たちがいるラインを通せば、確実に犠牲が出るだろう。

「おねがいっ……」

　それでも楓は強気な表情を変えたりはしなかった。

　攻撃にいった彼女を守るように、さらに前へと突き進む。

　敵は後ろにいるユニットへ手に持つ刃やいばを突き立てるべく、楓の横を通った──が、そこで止まった。

　敵ユニットは楓の鋭い視線に抑えられたかのように、彼女の隣でピタリと止まる。そして、楓を攻撃。だが、彼女の守備力が高いため、大したダメージにはなっていない。

「い、今、敵兵はなんで止まったの？」

　梨夢にはそうなった理由がわからなかった。

　敵の移動範囲内にいる守備力とＨＰヒツトポイントが一番低い者を狙うようなＡＩを積んでいるという説明を、クラスメイトたちは受けている。だが、明らかに今の敵兵は楓の横で止まったのだ。守備力とＨＰの低いメディックを狙える位置にいたというのにである。

「ＺＯＣだよ」

「何よ、ＺＯＣって何」

「Ｚｏｎｅ　ｏｆ　Ｃｏｎｔｒｏｌ。シミュレーションＲＰＧだと、『ユニットの移動中に敵ユニットに隣接すると、強制的にその場所で移動を終了させられる』っていうものだ。彼女は〈ゾーン〉ってギフトを持ってて、それがＺＯＣに該当するんだ。だから今、敵兵が彼女の隣で止まったんだよ」

　梨夢は納得したような表情を浮かべ、そして、少し悔しそうな顔をした。

「何よ、ギフトって……。あたし、そんなのないじゃない……」

「まだ、な。お前、次でレベル５だろ。あの敵兵倒してレベルアップしてみな」

「い、言われなくても！」

　梨り夢むが流麗な動作で矢を放つと、それは楓かえでの前方にいた敵兵に命中。敵を打ち倒す。

　攻撃が当たらなければ命中処理に入らない。弓ほど命中処理まで持っていくのに難しい武器はないだろう。だが、梨夢は殊こと更さら簡単そうに矢を放って敵に当てていく。

　梨夢が弓道部であったことに、帝たい輝きは改めてホッとしていた。

「上う手まいな。そんな簡単に当てられるものじゃないだろ、弓って」

「どうってことないわよ、これくらい。この弓も扱いやすいしね。というか、矢が山とか海すら越えるじゃない。この弓矢。壁も貫通するし、味方はすり抜けていくし」

「ゲームではそうだからだよ」

「ふーん……。で、レベルアップしたけど」

　帝輝が梨夢のステータスを見ると、確かにレベルアップしていた。

「ステータスの上がりの他に、『Ｇｅｔ　ＧＩＦＴ』って書かれてないか？」

「え、あ……うん。〈ホークアイ〉って……」

「お前のユニットがレベル５で覚える、攻撃の命中率を50パーセント上げるギフトだ。もうお前が命中判定で外すことはほぼあり得ない」

「あ、あたしにもこんなのがあったんだ……。もしかして、あたしってばいけてる？」

「レベルが上がれば他にも覚える。使いやすさで言えば、お前ほどのやつはいないぞ」

　すると、梨夢は少しだけ頬ほおを赤らめ照れ始める。

「そ、そうなんだ。ま、まあ、悪い気分じゃないってもんよ」

「あ、梨夢ったら照れてる照れてる」

「う、うっさい！　あんたたちもさっさと働け！　経験値を無駄にすんな！」

　取り巻きが冷やかすと、梨夢はさらに顔を赤くした。

　戦争中だというのに気の抜けた会話をしているが、ゲームの方でもところ構わず変な会話が行われていたのだ。むしろ、ゲームらしさがここにあると思えるほどだ。

「さ、あと少しだ！　皆、もうひとがんばり頼む！」

「りょ、了解です！　梨夢さん、亞あ弓ゆみさん、翠みどりさん、璃り沙ささん、お願いします！」

「しょうがないわね。わかったわよ！」

　彼女らのグループが再び敵兵に向き直り、敵ユニットを倒し消していく。

「ん……？　あれは光の糸……？」

　ふとよく見ると、うっすらと楓と梨夢の間には光の線が繋つながっていた。その光は、彼女らと取り巻きたちにも伸びている。

　縦横無尽に、五人の絆きずなを結ぶかのように張り巡らされていた。

「これは……まさか──魂の絆ＴｏｔＳＳか！　このシステムもちゃんとあるんだな！」

　Ｔｉｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｏｕｌ　Ｓｙｓｔｅｍ──通称、魂の絆システム。

　仲のよいユニットや固い絆きずなで結ばれているユニットが傍そばにいると、お互いに支援し、命中率や回避率に補正を受けるシステムがある。それが光の糸として表現される魂の絆ＴｏｔＳＳだ。

　彼女たちの間に今までは見えていなかった。だが、それが見えたということは、楓かえでも梨り夢むも仲を取り戻したということなのかもしれない。

　この魂の絆がどうなるのか、帝たい輝きは疑問だった。しかし、今はこれがクラスメイトたちの関係を反映していることがわかる。ゲームではこんな序盤で魂の絆は結ばれないのだ。

　実際、他のクラスメイトたちも光の糸はそれぞれ繋つながっている。

　帝輝と椿つば姫き、そして、凰おう楽らの三人も、最初からとても力強い光で結ばれていた。

　彼女たちの光はまだ弱い。今にも消えそうなほど薄かった。それでも、そこには確かな絆きずながある。この光はいずれ、強く輝いて彼女たちの結びつきを強くするだろう。

　そんな絆の支援もあってか、楓たちのおかげで危なげなくこのマップをクリアした。




　マップ攻略が終わると、楓が我先に帝輝に駆け寄る。

「あ、ありがとうございました。お、おかげで勝てました……」

「俺は何もしてないよ。君が勇気を出しただけで、その力は君のものだからね」

「それでも、勇気を貰もらいましたから……。だから、ありがとうございます」

「う、うん。こっちも、その、ありがとう。おかげで誰も死なさずにクリアできたよ」

「えへへ……。よかった」

　楓が屈託なく笑う。今までの伏せがちだった瞳とはまったく違う、明るい顔だった。

　これが彼女の本当の表情なのだろう。

「笑ったところを初めて見たよ」

「え、あ、あはは……。は、恥ずかしいです」

「藤ふじ枝えだの笑顔は貴重だな」

「そ、そんなこと……そ、それと、あの……あ、あの。鷹たか司つかささん、実はお願いが……。楓って、名前で呼んでもらえませんか？」

「え？　名前で？」

　楓は少し潤んだ瞳で帝輝を見つめた。

　彼女の意図に気付かず、帝輝は口を開けたまま、間の抜けた顔をしてしまう。

「梨夢さんから呼ばれる時も名前なので……。指示を受ける時にふたつの呼び方が混在すると皆も少し混乱するかもしれませんし。私もその方がありがたくて……」

　そこまで聞いて、ようやく帝輝もその意図を理解した。

「藤枝がいいんだったら、楓って呼ぶよ。俺のことも鷹司じゃなくて、帝輝でいい」

「はいっ！　よろしくお願いします、帝輝さん！」

　嬉うれしそうに頭を下げる楓。その笑顔はすべてを吹っ切ったかのようで、帝輝も嬉しくなるほどだ。

　そんな笑みを浮かべた楓が、すすっと帝輝に近づく。顔が妙に近い。内緒話をするような距離だった。そして、楓は周りに聞こえないように囁ささやく。

「と、ところで前々から聞きたかったことがあるんですけど……」

「え、な、何？」

　楓かえでの表情は妙に興奮していた。頬ほおを赤くして、鼻息も少し荒い。

　帝たい輝きは戦争が終わった後で興奮が収まっていないのかと訝いぶかったが、それ以上に彼女の血走った目を見て、背筋が寒くなった。嫌な予感を全身にひしひしと感じる。

「お、お付き合いしてる人っていますか？」

「え……？」

　この質問の意図が、帝輝は一瞬わからなかった。

「い、いや、付き合ってるヤツとかはいないけど……」

「じゃ、じゃあ、細ほそ川かわさんとはお付き合い長いんですか？　いつも一緒にいますよね」

「え、ああ、凰おう楽らのことか。うん、割と長いよ。幼稚園からだしね。椿つば姫きもだけど」

　答えたことは答えたが、未いまだに彼女がほしいであろう答えがわからない。

　そして、帝輝の嫌な予感は止まらなかった。

「ど、どっちが攻め──あ、いや、引っ張ってるんでしょう？」

「引っ張る？　ま、まあ、子供の時は俺の方がよく凰楽とか椿姫を引っ張ってたけど」

　その瞬間、楓はさらに怪しい目つきへと変へん貌ぼうする。まるで獲物を見つけたような目だ。帝輝は脊せき髄ずいに氷でも入れられたと思うぐらい、ゾクリとした悪寒を覚えた。

「じゃ、じゃあ、やっぱり受けは──」

「ちょっと楓！　何してるのよ、さっさと来なさいよー」

　帝輝の視線の先で梨り夢むたちが楓を呼んでいた。

　理由は不明だが、帝輝はホッと安心したように大きな息を吐く。

「あ、いいところだったのに……。じゃあ、またお話しさせて下さいね。帝輝さん！」

　そして、楓は梨夢の下へと駆け寄っていく。

「あいつと何、話してたのよ」「な、長年の疑問を」「長年ってそんな経たってないよねー」

　楽しそうに会話をしており、それは今までとは違う本当に仲の良いグループに見えた。

　それを見て帝輝もホッとするのだが、それでも先程の悪寒が強過ぎて身体からだが震える。

「あの悪寒は何だったんだ？」

　帝輝の心の中に、これまでの人生で初めて感じる不安が過よぎった。

　そんな帝輝と楓の間にも、うっすらとか細い光の──絆きずなの糸が繋つながっている。

　しかし、帝輝はそれに気付いていなかった。

「……これでひとつの山は越えた」

　予習をした次のマップ７も問題なく攻略できるだろう。

　今回、ひとり死んでしまったように、ひとつのミスで様々なことが起こる。

「まだまだだな、俺は……」

　この戦いはまだ続く。油断はできない。気など抜けない。

　それでも元の世界へ戻るために、休むことなど考えられなかった。





















　マップ６を攻略し、その勢いのまま序盤の高難度マップであるマップ７へと突入した。

　しかし、一度予習していた成果もあり、攻略は順調に終わる。

　他のクラスメイトたちもこれ以上ない成果を上げており、予定通りと言えた。

　この世界に来てから十七日目。攻略を終えた帝たい輝きたちは、マップ８の攻略を控えて城の中へと入っている。この世界に来て、初めての城内だった。

「うわー、すごーい。本当にお城じゃん。西洋って感じ」

「まあ、ゲームのモデルは西洋らしいし。とんだ修学旅行になったな……」

　見慣れない城にクラスメイトたちは内装を見回し、またある者は探険に行っている。

　しかし、帝輝たちには、まだやらなければならないことが残っていた。

　次のマップの内容について話しておく必要もあったし、一部のクラスメイトたちがそろそろ有用なギフトを覚えてくる頃合いだったので、その説明をしなければならない。

「正おお親ぎ町まちの〈ディスカウント〉は品物が半額で買えるギフトだ。買い物を任せることになる──」「清せい閑かん寺じの持つ〈センス〉は入手経験値が倍になるギフトだ。ここからはサブアタッカーとして──」「福ふく羽ばの持つ〈パルチザン〉は地形効果を倍にするギフトで──」

　ひとつひとつ懇切丁寧に説明し、それをどう扱うかという面も含めて教え込む。

「〈パルチザン〉ってマイナスを受ける地形効果はどうなんの？」

「その場合、マイナスが半分になる。デメリットはないよ」

　細かい質問にも答え、クラスメイトたちにギフトを理解させていった。

　それも一通り終了し、この城の城主から借りた作戦会議室に残ったのは六人。

　帝輝、椿つば姫き、凰おう楽らの三人と、軍師としての役割を持つ滝たき脇わきと品しな川がわ。そして、ソーサリスの飛鳥井あすかい真ま桜おだ。

　帝輝は真桜の前に立ち、手に持った杖つえを彼女の前に出す。真桜の身長ほどある杖で、豪ごう奢しやな装飾がついており、その先端には宝玉が赤く輝きながら浮いていた。その宝玉を防護するように、リングが回っている。

「これを持っておいてくれないか？」

「……これは？」

　真桜がともすれば聞き漏もらしそうなほど小さな声で尋ねる。

「〈アスクレピオスの杖〉っていう、使うと次の攻撃だけ、魔法によるダメージを倍にする杖だ。魔法ユニットのキーである君に持っておいてほしい。次のマップでは使う機会はないけど、その次のマップでとある敵を倒すのに必ず使うから」

「……なら、必要な時に渡してくれればいい。真桜以外に使われる方が効率的」

　彼女の声も、答えも冷たい。その視線もまた冷えきっていた。

「いや、でも──」

「……今は必要ない。話がそれだけなら、真桜は休ませてもらうから」

　帝輝の返答も待たずに真桜は会議室を出て行ってしまった。

「あー……人望ないな、俺」

「いや、今のは人望云うん々ぬんじゃないよ、帝たい輝き。彼女の気難しい性格だね」

「あそこまでつっけんどんとは知らなかったよ。取り付く島もなかったぞ」

「僕もあんまり話したことないから彼女のことは知らないんだけど……。高校入学前に越してきたってことぐらいだし」

「へー、そうなんだ。あたしもあんまり話してないから苦手かも」

　帝輝はひとまず〈アスクレピオスの杖つえ〉を、凰おう楽らに手渡す。

「預かっておいてくれ。もし、使える場面があったら使ってもらっていい」

「いいの？　貴重なアイテムなんじゃ……」

「宝の持ち腐れにしても意味ないからな。次のマップ９で二、三回分残ってればいいよ」

　そう言われ、凰楽は〈アスクレピオスの杖〉をアイテム袋の中へとしまい込んだ。




　十八日目。帝輝たちはマップ８の戦場へ向かう。このマップ８は待機している城が、そのまま戦場になるため転移をしない。

　そして、ここは最初から二面作戦となる戦場だった。内部に侵入した魔法部隊と、外部から侵入してくる戦士部隊が相手となる。

「会議で伝えたとおり、俺と品しな川がわで城内に侵入してくる敵に当たる。滝たき脇わきと凰楽はもう一方の敵軍に当たってくれ。そっちの敵は物理主体の敵ユニットだから──」

「だから、物理の主力ふたりはこっちが連れていく。それでいいんだよな？」

　そう言って滝脇が椿つば姫きと楓かえでの姿をそれぞれ見る。

「ああ、ひとりマジシャンを連れていってくれ。こっちはソーサリスがいればいい」

　帝輝たちの部隊のエースとなるのはソーサリスの飛鳥井あすかい真ま桜おだ。

　魔法防御力の高いユニットを前線に配置しつつ、真桜が後方で援護する形となる。

「了解。それじゃ、今回はよろしく頼むぜ」

「こちらこそ。足を引っ張らないように気をつけるよ」

　滝脇と凰楽のふたりが数人のクラスメイトたちを引き連れて、外の敵軍へと向かう。

「よし、品川。俺たちも行こう。そろそろ指揮を任せる頃合いだ。頼む」

「オッケー。でも、『ＬｏＲ』ってあんまり複雑じゃないのね。社会制度変更したり、宗教作ったり、内政できたりできないの？　というか、なんで城内に馬が入ってるの」

「ゲームの種類が違うだけだろ。馬がいるのは仕様。さて、くっちゃべってないで行くぞ」

「はいはい。パパパパパウワ────ドドン、ってね！　さあ、敵の首を柱に吊つるすわよ！」

　そんな品川だったが、すでに仕様を把握して的確な指揮を執れていた。シヴィライゼーションをやり込んでいるだけのことはある理解力だ。

　ソーサリスの真桜を中心に、マジシャンのユニットをフォローに、そして、魔法耐性の高いシールダーとメディックも上う手まく動かしている。

「……爆はぜよ。〈フリーズブレード〉」

　そんな中、真桜は目の覚めるような活躍をしていた。

　この世界ではある程度、リアルの技能が反映される。アーチャーの梨り夢むや鳥とり居いなどがそうだ。弓道部で練習をしていた成果か、きっちりと命中させてくれる。

　そういった意味では、真ま桜おはまるで本物の魔法使いのように魔法に慣れているように見えた。詠唱の速さはもちろんのこと、使うべき魔法の特性や影響まで把握している姿は一般人とは思えないほどだ。

　他のマジシャンたちが未いまだに長い詠唱が上う手まく唱えられないという比較があるかもしれないが、それでも彼女の魔法技能は群を抜いていた。

「……切り刻め。〈バーストゲイル〉」

　真桜が魔法を唱え、その周囲が炎、氷、風、土、様々な色彩で染められる。ひとつずつ魔法を使う真桜の姿はまるで踊っているかのようで、帝たい輝きの目にはとても可か憐れんに映った。

「楽勝楽勝！　そろそろ降伏勧告を出して属国化でもした方がいいんじゃなぁい？」

　真桜の戦果もあってか、品しな川がわは上機嫌に勝ち誇る。

　帝輝たちは勢いを止めずに、城に侵入してきた魔法部隊、その敵司令官がいる部屋へとなだれ込んだ。帝輝は後方で待機して援護に備えつつ、品川にそのまま指揮を任せる。

『貴様ら……！　我々帝国軍にこんなことをして、ただで済むと思うなよ！　死ねぇい！』

　ゲーム通りの台詞せりふを言って敵指揮官は手に魔法を宿した。煌こう々こうと燃えさかる火の魔法だ。

　そこに帝輝たちの部隊にいるマジシャンのひとりが対抗するように魔法を掲げた。

「ち、ちょっと待って！　真ま木き、前に行き過ぎ！　そこは相手の攻撃範囲内よ！」

　それに気付いた品川もすぐに彼を後ろに下げようとするが──遅い。帝輝も見ていれば注意しただろうが、部屋になだれ込むタイミングで彼を見失っていた。

　安全に攻略中が一転、ひとつのミスで──詰む。ちょっとした油断が、今までの積み重ねを瓦が解かいさせる。それが『ＬｏＲ』の恐ろしさでもあった。

『〈レッドイービル〉！』

　敵の司令官が作り上げた巨大な炎が大きく渦巻き、それが彼へ飛来する。

　ふたりのステータスにおける計算では、命中率99パーセントで避よけることはほぼ不可能、攻撃を耐えることも不可能。あの悪魔の炎は間違いなく彼の命を刈り取る。

　帝輝の位置からでもかばうのが間に合わない。帝輝は三回目のロードを覚悟した。

「《スヴァリン》！」

　突如、誰かの声が大きく響く。それは帝輝の知らない単語だった。

　見ればあの悪魔の炎が、彼の目の前で渦巻いたまま止まっていた。炎を阻む壁があるかのように。いや、実際にあるのだ。透明で透き通った、氷の盾が。

「なんだ、あれ？」

　帝輝は知らない。そもそも『ＬｏＲ』に《スヴァリン》という魔法はない。魔法の耐性──精神を上げる魔法は存在するが、盾そのものはないのだ。シリーズを通して。

　しかし、現実に盾は存在し、彼の命を守っている。

　見知らぬ魔法を放ったのは──ソーサリスの真桜だった。

「《ムスペルヘイム》！」

　さらに真ま桜おは魔法を放った。敵司令官の四方で赤い炎が生じ、火の空間を作り出す。

　その空間に閉じ込められ、敵司令官はすぐにそのＨＰヒツトポイントを０にして身体からだごと消え失うせた。

　そんな死の空間で燃えさかっていた炎は、時間と共に少しずつ鎮火していく。

「……なんだ、今の……？」

　それもまた、帝たい輝きの知らない『ＬｏＲ』には存在しない魔法だった。




　攻略が終わり、すぐに帝輝は真桜の下へと駆け寄る。

「ちょっと待ってくれ、あの──」

　だが、真桜は帝輝が近づくのを見て、その場から離れた。まるで逃げるように。

　逃げられた帝輝は溜ため息いきを吐つくほかない。

　帝輝以外は気付いていないが、彼女の使った魔法は『ＬｏＲ』では存在しなかった。制作上でボツになった魔法もあるらしいが、そのリストの中にも記憶にない。

　とはいえ、彼女のおかげで助かった命があり、攻略もできたのは事実だった。

「いや、マジでやばかったわー。で、助けてくれたのは……」

　殺されかけた彼が青い顔をして、帝輝の下へと駆け寄る。

「攻略終わったら、どっか行っちゃった」

「お礼言いたかったんだけど、すごい魔法だったな！　あんな魔法、使ってみてー！」

　そんな会話を交わしていると、外から攻めてくる方の部隊と戦っていた滝たき脇わきと凰おう楽らたちが戻ってくる。全員が無事に生存していた。

「いや、マジシャンが凄すごかったんだよ。俺らほとんど何もしなかったな」

　連れていったマジシャンが上う手まく機能したようで、かなり楽にいったとのことだ。

　別部隊の話を聞き終えた帝輝は、凰楽に水を向ける。

「凰楽。攻略終わってすぐで悪いけど、ちょっと話がしたい」

「ん、僕？」

　帝輝が自室に戻ると、椿つば姫きもいた。

「あれ。凰楽、どうしたの？」

「いや、帝輝に呼ばれて」

　不思議そうな顔をするふたりに帝輝は、真桜についての話を伝えた。

　この世界には存在しない魔法を使ったことを。椿姫は話を聞いてもピンときていないようだったが、凰楽はことの重大さがわかったようだ。

「存在しない魔法かぁ……。なんでそんなものが？」

「俺が知りたいよ。ここまでそんなことなかったし、知ってる人間にしか、あれが未知の魔法だってわからない」

　早くも真相は闇やみの中──になりそうなところで、

「未知の魔法なんかじゃないわ」

　そこにひとりの少女がやってくる。帝たい輝きにとっても、いや、凰おう楽らにも椿つば姫きにも意外だったようだ。三人は揃そろって、目を点にする。

　部屋にやってきたのは非協力的なクラスメイト、タクティシャンのユニットの伊い勢せ御み影かげだった。ポニーテールを揺らしながら、一歩だけ部屋の中に入ってくる。

「どういう意味だよ」

「そのまんまの意味。私も見たけど、知ってる人は知ってる魔法。『ＬｏＲ』には存在してないけど、クラスメイトに知ってる人はいるはずよ。貴方あなたが知らないのは少し意外」

「俺が知らないのが意外？」

「子供の頃からゲームやってたじゃないの。学校から帰って、毎日のように」

「そりゃそうだが……。何で知ってるんだ？」

「……毎日、学校でゲームやってればわかるわよ、それぐらい。とにかく、もしかしたら彼女なら知ってるのかもしれないわね。私たちがここに来た理由。ここにない魔法を使えるというのは、外部の干渉……ってこともありえるかもよ？」

　そんな衝撃的なことを言って、御影は不敵な笑みを浮かべる。

「……ところで、何か用か？　俺らの部屋に、それを言いに来ただけか？」

　すると御影は「別に……」と言って、面白くなさそうにその場から去っていった。

　あの魔法は何だったのか、何を知っているのか、深く追及するような暇もない。

「……凰楽、お前知ってる？　《スヴァリン》と《ムスペルヘイム》って魔法」

「あいにくだけど聞き覚えはないね。いや、北欧神話の言葉ってのはわかるけど」

「あたしも同じく。……でも、真ま桜おさんが怪しいってのは同意かなぁ」

　椿姫は眉まゆ根ねを寄せながら、悩むようにゆっくりと声にする。

「僕も若干、怪しい、かなぁ……」

　凰楽もまた同じく椿姫に賛同した。椿姫や凰楽が人を疑うというのは珍しいことである。

「あ、でも、容疑者ってほどじゃないよ？　ただ、彼女はいつも何をしてるかわからないし、話をしても必要最低限のことしか言わないし、コミュニケーションが取れなくて」

　言い過ぎと思ったのか、椿姫は慌てて弁護した。

「その辺りって、さっきのあいつも割と似たようなもんだと思うけど」

「そう言えば、彼女はこっちに来てから随分と明るくなったね。修学旅行前までずっと塞ふさぎ込んでた様子だったのに」

　普段、御影はあそこまで喋しやべらない。ずっと暗い顔のまま俯うつむいている少女だ。「死にたい……」と悲ひ愴そうな声で漏もらしている場面を聞いていないクラスメイトはいなかった。

「そ、そう言えばそうだね。顔色もすごくよくなった気がする」

　椿姫も凰楽の意見に同意する。

「むしろ、あいつの方が怪しい気がするんだが。まさか、こっちに来て喜んでるのか？」

　何にせよ、真桜が未知の魔法を使ったのは事実だ。戦術に組み込めるならそれも良し。何より彼女は無愛想ではあるが協力的だ。

　だが、この世界に来た原因を知っているかもしれないという御み影かげの言葉は、帝たい輝きの中に確かな根を張り始めた。




　帝輝は城の通路を進み、真ま桜おに宛あてがわれた寝室へと赴く。

「うだうだと話しているよりも、本人に直接聞いた方が早いよな」

　巨大な木の扉をノックする。

「……どうぞ」

　すると、すぐに真桜の声で返答が来た。帝輝は扉を開けて中へと入る。

　ベッド以外、調度品も何もない簡素な部屋だ。今回のインターミッションで滞在している城で選ぶ部屋は自由だったが、真桜は進んでこのひとり用の部屋を選んでいる。

「……閉めて」

　部屋に入ると真桜はすぐにそう指示した。それに従い、すぐに扉を閉める。

　真桜はぼんやりしたような目で帝輝を眺めていた。普段からそうだったが、ここに来て目の光が少しずつ薄くなっているように見える。活力がなくなっていると言ってもいい。

　帝輝が不ぶ躾しつけにじっと真桜を見ていると、彼女はおもむろに口を開く。

「……さっきのこと、でしょう？」

「ああ。さっきの魔法だけど……」

　そう尋ねると、真桜は眉まゆ根ねを寄せた。

「あれは『ＬｏＲ』には存在しない魔法だ。シリーズを通して存在していない」

「……でしょうね。使うつもりはなかった。それで？」

「それで少し嫌な考えが浮かんでる。君が、この世界に俺たちを呼び寄せた原因を知ってるんじゃないかって」

「……黒幕ってこと？」

「そこまでは言わないけどね」

　そして、真桜は小さく溜ため息いきを吐ついてから、ゆっくりと口を開く。

「……原因には心当たりはあるけど……元凶は知らない」

「どういう意味だ？　というか、君は何を知ってる？」

　だが、問い詰めようとしたところで真桜は目を逸そらし、眉根を寄せた。

「……信じてもらえる自信がない」

「こんなことが起こって信じるも何もないだろ。何だって信じるさ」

「……それでも、言えない」

　悲しそうに、それでいて寂さみしそうに、真桜は口を引き結ぶ。

　その瞳には深い嘆きが垣かい間ま見みえた。帝輝の目には今にも泣き出しそうに映っている。強い感情を抑え込むかのように、そんな無理が表情にも滲にじみ出でていた。

　複雑な表情をする真桜を前に、帝輝はひとまず説得を諦あきらめた。

「ひとつ確認したいんだけど。元凶じゃないんだな？」

「……うん。それは誓う」

「わかった。君は協力的だし、今は何も言わない。ここだけの話にもしておくから、もし言う気になったら言ってくれ。それと、クラスメイトの命を救ってくれて、ありがとう」

「……鷹たか司つかさくん」

　あまり気の入った呼び方ではなく、力のない言葉で真ま桜おは帝たい輝きを呼ぶ。

「……真桜が死んでも、見捨てていいから」

　言っている意味がわからなかった。

　そして、それきりもう話すことはないとばかりに真桜は口を噤つぐむ。

　どういうことだと問い詰めようとしたが、彼女はまったく喋しやべろうとしない。

　帝輝は仕方なく彼女の寝室を後にした。




　帝輝が部屋に戻ると、ひとりの男子が真っ青な顔をして出て行くところだった。心ここにあらずなのか、帝輝にも気付かず横を通り過ぎる。

　部屋に入ると、椿つば姫きと一緒にまだ凰おう楽らが残っていた。

「どうしたんだ？」

「あ、帝輝。ちょっと困ったことになった」

　眉まゆを顰ひそめる帝輝に、凰楽が恐る恐る〈アスクレピオスの杖つえ〉を見せる。

　先端についた宝玉が、その輝きを失っていた。

「〈アスクレピオスの杖〉を使い切ってしまったんだ。あんまり乱用しないように言い含めておいたんだけど……そしたら、さっき謝られて……」

「……使い切られたってわけか」

　別部隊を指揮していた滝たき脇わきの言葉をふと思い出す。

『いや、マジシャンが凄すごかったんだよ。俺らほとんど何もしなかったな』

　何があったのかをもっと詳しく聞き出すべきだったかもしれない。そんな後悔を顔に張りつけて、帝輝は小さく溜ため息いきを吐つく。

「ごめん、帝輝。僕がしっかりとしてれば……」

「いや、俺からもクラスメイト全員に言い含めておくべきだった。すまん」

「で、でも帝輝。〈アスクレピオスの杖〉、使えないとまずいんじゃ……」

「……いや、ヤバくはない。元々、杖を使えば次のマップに出てくる魔女を撤退させられるけど、そもそも魔女から逃げながら戦う方が普通だしな。魔女を撤退させると〈ヒシュケン〉って短剣を落とすから、それがほしかっただけで」

「それならいいけど……。ごめん、不用意だった」

　そこで椿姫が首を傾かしげた。

「というか、それって帝輝が倒せばいいんじゃないの？」

「俺が魔法使えればよかったんだけどな。その魔女には物理攻撃が効かない。魔法でしかダメージを与えられない上に、その魔法も効きが悪い。だから、〈アスクレピオスの杖〉で魔法をブーストしてまともなダメージを与えられるようにするんだが……」

　どちらにしろ、なくなってしまったものは仕方ない。こんなことでロードをするのももったいなさ過ぎる。

「〈アスクレピオスの杖つえ〉はナシだ。〈ヒシュケン〉は諦あきらめて、魔女はやり過ごす」

　なし崩し的に次のマップの戦術が内定した。
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　休憩を一日挟んで、二十日目。マップ９の戦場へと転移する帝たい輝きたち。戦略もすでに決定し、滝たき脇わきや品しな川がわとも相談を終えていた。今回は特に複数の部隊が襲ってくるわけではないが、今後のことを考えて三人で指揮を執る。帝輝と凰おう楽らの部隊、滝脇の部隊、品川の部隊といった形で分けられていた。

「経験値の分配には気を遣ってくれ。あと、〈アスクレピオスの杖〉の件もある。もしかしたら、細かいところでゲームとの違いがあるかもしれない。もし、俺が伝えたことに大きな違いがあれば、すぐに飛行ユニットをこっちに向かわせてくれ」

　そして、滝脇と品川の部隊が前線へ向かった。帝輝と凰楽が指揮する部隊は支援をするために彼らの後方を行軍する。しばらくは何もなく、後方部隊は暇ですらあった。

　前方で発生している砂煙が、その戦闘の激しさを表しているが、今の帝輝たちにはやることがない。前線が支えきれなかった時に準備をするだけだ。

　しかし、このマップはこれで終わりではない。

『ふふふ。目障りな蝿はえどもめ。蹴け散ちらしてくれよう』

　背後からはこのマップのキーポイントとなる魔女が出現。その台詞せりふが戦場に響く。

「帝輝、今のは……」

「ああ、魔女が来た」

　物理攻撃は無効。魔法攻撃のみ通じるものの、相手はこのマップでは信じられないような高レベルのユニットだ。生半可なレベルで挑めば、何もできずに殺されるだろう。

　本来であればソーサリスの真ま桜おに〈アスクレピオスの杖〉を渡して打倒してもらう予定だったのだが、その杖がない以上、打倒する戦術はすでに破は綻たんしている。

「今回は魔女をやり過ごすぞ。魔女が追いついてくる前に、敵部隊を殲せん滅めつすればいい」

　魔女から帝輝たちの部隊までまだ距離があるし、相手の歩みは遅い。帝輝たちがこのまま前線部隊の進行に合わせて進軍すれば、魔女が追いつくのは当分あとだ。魔女の攻撃範囲内に入ってしまうと一気にスピードを上げてくるが、距離を保っておけば問題ない。

　しかし、前にいる敵兵を倒せずにグズグズしていると魔女に追いつかれ、蹴散らされてしまう。だから、前進を阻む敵兵を速やかに倒していく必要があるわけだ。

　ゲームの通りであれば、今いる前線部隊はここで苦戦することはない。やり過ごせるはず……だが、順調だった進軍に綻ほころびが生じたのは、それから少し経たってからだった。

「……進軍が遅い」

「そうなのかな？　そこまで遅いようには思えないけど」

「いや、今の滝たき脇わきと品しな川がわだったら喧けん嘩かでもしてなければ、もう少し早く攻略できてるはずなんだ。連れてってるクラスメイトたちのステータスを考えても、な」

「喧嘩──はないと思うけどなぁ。品川さんはともかく滝脇は人間できてるし」

「品川が人間できてないみたいな言い様だな……。まあ、冗談はともかく、異常の発見だけじゃなく、意見が割れたらすぐに連絡を寄よ越こすように飛行ユニットのふたりに個別に言ってあるから、それがこないってことは喧嘩はしてないはずだけど」

　帝たい輝きの顔に少しずつ不安が滲にじみ出でる。いくら考えても気がかりは薄れてくれなかった。

「ちょっと前線を見てくる。凰おう楽ら、ここの指揮は任せていいか？　できる限り早く戻る」

「大丈夫。任せてくれ。追いつかれないように注意しながら進むよ。気をつけてね、帝輝」

　そして、帝輝はその足を前線へと向けた。

　前線に向かっている途上、空を飛ぶ飛行ユニットとなった筑つく波ばと擦れ違う。彼はすぐにＵターンして帝輝の横に並んで併走した。

「こっちに来てくれて手間が省けたぜ、リーダー」

「筑波、何か異常があったのか？」

「ああ。滝脇と品川が言っていたんだが、お前から聞いていない部隊が出てきたらしい」

「聞いていない部隊？」

「仮面や覆面で顔を覆った混成部隊で、それがえらい強いんだ。段違いというほどではないんだけど、数の多さもあって苦戦してる」

　そんな会話を交わしてから、ふたりは前線へと急ぐ。

　その前線では品川と滝脇が揃そろって、矢継ぎ早に指示を出していた。

「何なのよ、こいつらッ！　ダメージ与えてもすぐに別のヤツが回復してくるしっ！」

「泣き言言うな、品川。今、リーダーを呼びに行ってる。それまで耐えろ！」

　帝輝はそんなふたりに急いで駆け寄る。滝脇と品川もすぐに気付いた。

「今来た。簡単に状況を説明してくれ」

「よく来てくれた。見ての通りだ。いきなりお前の説明になかった敵が現れた。その上、こいつら強いんだ。今までの敵と違って状況に応じて動いてくる」

「ここにこんな敵はいなかったんだが……」

「ちょっとレベルデザインおかしいんじゃないの？　あの子が支えてくれてなかったら、あっという間に全滅壊滅澌し尽じん灰かい滅めつコースだったわ！」

　品川が視線を向ける先でエフェクトのようにも見える美しい火や氷、そして、隆起する土杭などが乱舞していた。見たことのないエフェクトだ。帝輝は魔法をテレビ画面でしか見たことがないが、それでもあれが『ＬｏＲ』の魔法でないことだけはわかる。真ま桜おの姿は見えないが、あそこで彼女がまた未知の魔法を使って周囲を圧倒しているのだろう。

　しかし、ここまで苦戦するような敵はここにはいないはずなのだ。

　雑誌のインタビューでもそれに類似するような話は思い出せない。少なくとも、ここに敵を配置したかったという内容を見たことはなかった。

「未知の敵なら俺が前に出よう。後ろから魔女が迫っているから手早く片付けたい」

「頼む。お前をフォローするように指揮を執る。行くぞ、品しな川がわ」

「滝たき脇わきに言われなくてもわかってるわよ。時間さえあれば自分だけでもいけるのに……」

　そんなふたりの会話を背に、帝たい輝きは敵兵の前へと躍り出た。帝輝の視界に映るのは、ナイト・マジシャン・パイレート・アーチャー等、聞いていた通りの多種多様な混成軍だ。

　その姿は一様に仮面や覆面で顔を隠し、声を発しない不気味な連中だった。元々敵は名のある者以外、台詞せりふを言わないが、この敵はおかしいという感覚が帝輝にはあった。

　ただ、その違和感の正体はわからない上に、違和感を探るような時間も余裕もない。

「〈ライトストリーム〉！」

　帝輝が動く。その手に持った鈍にび色いろに光る剣を前に向けた。すると、その剣から衝撃波が発生し、目の前のナイトと、その後ろにいるマジシャンと、さらにその後ろにいるアーチャーへと命中。ゲームにおいては目もく標ひようの敵の後ろにいる敵ユニットすべてにダメージを与える、通常のコモンギフトとは一線を画す秘奥義として扱われるアーケインギフトと呼ばれるギフトだ。

　攻撃が命中した三名の敵ユニットはＨＰヒツトポイントをすべて削られ、その身体からだを世界から消した。

「すっげ……」「三人を一瞬に……」「え、えげつねー……マジ強いんだな、あいつ」

　クラスメイトたちが感嘆の声を上げる。自分で得た力というわけではないため、少しくすぐったかったし、居心地もよくはない。

　だが、そんな声に集中を切らせることなく、帝輝はさらに敵を倒していった。まるで無双ゲームのように敵を蹴け散ちらし、劣勢だった戦場をあっという間に覆くつがえしていく。

　そして、帝輝よりも先に前へ出て戦っていた真ま桜おと隣り合う。

　いくら未知の魔法を使えるといっても、彼女のステータス自体は『ＬｏＲ』準拠のものだ。帝輝は彼女の使える魔法を聞けたわけではない。回復魔法は使えないのか、彼女のＨＰは風前の灯ともし火びだった。

　しかし、真桜は傷を受けても決して下がることなく前線に留とどまり、敵にダメージを与えている。傷を受けることが罰だとでもいうような、悲しみを滲にじませた儚はかなげな顔で──。

　帝輝は回復魔法を使えないし、ここまで前線だと回復ユニットであるメディックも危険過ぎて近づけない。

「もういい。下がってくれ」

「……まだ、いける。真桜には真桜の魔法があるから……」

「お前がどんな魔法を持ってるか知らないけど、この状況を簡単に覆すことができるならもっと余裕のある顔をしてるだろ。いいから下がれ」

「……いいの。真桜は皆を守って、ここで死んでもいい」

　真桜はまったくその場を動こうとしない。意固地になっているわけでもなく、責任感で立っているわけでもない。ただ、死に場所を求めているかのように、その顔には死相が漂っていた。

　帝たい輝きはやむなく真ま桜おを守るように戦う。しかし、真桜はそれを押しのけるようにして前へ出てしまった。

「なんで、お前はそんなに死に急ぐんだよ！」

「……言ったでしょう。真桜が死んでも見捨てていいからって。ここが真桜の死に場所。絶対に、ロードなんてしないで」

「そんなわけには──」

　そこに、飛行ユニットの筑つく波ばが危険を冒してこちらへとやってきた。

「後方部隊が魔女と接触したらしい！　早くしてくれ！」

　帝輝の顔が信じられないと言ったように歪ゆがんだ。あまりにも予想外だったのだ。

「なんで、こんなに早いんだ!?　誰か攻撃範囲内にでも入ったか!?」

　魔女の移動スピードは基本的にゆっくりとしたものだ。しかし、魔女の攻撃範囲内に味方が入ると突如、スピードを上げて襲ってくる。それは凰おう楽らの指揮している後衛部隊が追いつかれた上で、逃げ続けているという可能性が高かった。

「……魔女は任せて。ここは任せる」

　積極的に動いてこなかった真桜が突然その場を離れ、後方へと向かっていく。

　それを追いかけようにも今の帝輝はその場を動けない。目の前の敵をどうにかしなければ、戦線が崩壊してしまう。その上、この敵たちは高精度のＡＩを積んでいるかのように、上う手まく立ち回っていた。前衛が後衛を守り、前衛が傷付いたら他の者にスイッチ、あるいは回復行動。かといって、画一的にやっているわけでもなく、時には危険を冒して攻撃をしてくる。まるで人の意思が介在しているかのようだった。

　今、帝輝がここを離れれば、確実にクラスメイトたちに犠牲が出る。

「早く……！　あいつを追いかけないといけないんだよ！」

　鬼神の如ごとき表情を浮かべ、帝輝は敵に向かい縦横無尽に剣を振った。描かれた軌跡は次々に敵を打ち倒し、回復すら許さない。

　帝輝の活躍でポイントゲッターとなるユニットをすべて倒し、敵はすでに崩壊寸前となった。まだ油断はできないが、有利には進められる。

「よし、全軍、突撃──」

　剣を掲げて帝輝はクラスメイトに合図を出した。

　その時、目の前にいる敵軍からひとりの男が出てくる。

　華きや奢しやな体格に、司祭のような服を着たその男が手を上げると──逃走を始めた。

「な……!?」

　全員が一斉に。まるで、それが撤退の合図であったかのように。

　まだダメージを負っていないユニットがいるにもかかわらず、だ。ＡＩで、個々のユニットがダメージを負って逃げることはあるが、複数のユニットが状況を判断して逃げることなど、初代『ＬｏＲ』ではあり得ないことだった。

　その引き際は見事で、すぐに帝たい輝きの視界から消えていく。

　戦場は先程までの殺気や昏くらい雰囲気が嘘うそのように静寂さを取り戻した。

　クラスメイトたちは呆あつ気けに取られ、身動きすることもできない。

　帝輝も僅わずかに混乱したが、すぐに考えを巡らせて首を振る。

「滝たき脇わき、品しな川がわ！　後は頼んだ！」

　見逃すのも怖かったが、彼らを追いかけるよりも重要な件があるのだ。

　帝輝はすぐに踵きびすを返して戦場を反転した。

「頼む……！　無事でいてくれよ！」

　魔女がいるであろう場所へ向かう。帝輝は魔女にダメージを与えることはできない。だが、盾になることぐらいはできるのだ。

　真ま桜おが自身の力で勝てるのであれば問題ない。帝輝はそれを願う他なかった。

　そして、走ること数分──ようやくその戦場へとやってきた。

　醜悪な顔の魔女と真桜が、対たい峙じしている。互いに魔法を放つ寸前だった。

　帝輝にできることは何もない。もはや、真桜の盾にすらなれない距離。

　見るだけしかない。祈るしかない。すべてが上う手まく転がることを。

　真桜と魔女の魔法が、各々の手から放たれ──そのエフェクトはお互いの身体からだを貫いた。

『くっ。まさかここまでやるとは……。ここは撤退ね。また遊びましょう』

　魔女のＨＰヒツトポイントはゼロとなり、ゲームの撤退台詞ぜりふを言い残して消える。普通は倒すことのできない魔女を、真桜は〈アスクレピオスの杖つえ〉を使うことなく、独力で討ち倒したのだ。

「やっ──」

　帝輝が歓喜の声を上げようとして、真桜がいる場所へと視界を向けた。

　真桜は満足そうな表情を浮かべ──すぐにその身体は消滅する。

　あとには、魔女の落とす〈ヒシュケン〉の武器と──。

　彼女の流したであろう涙の痕あとだけが大地に残っていた。




　本来であれば次のマップまで行って戦い方を予習する。だが、今回に限っては意味がない。真桜というキーユニットがやられたこともあり、次のマップでの戦い方にも大きな影響があるのだ。要するに次のマップは真桜がいなくては予習する意味もない。

　そういった理由をクラスメイトたちに説明しても、梨り夢むなどは「ふーん。えこひいきみたいね」と辛しん辣らつだ。だが、「ダメですよ、梨夢。帝輝さんだって、別に意地悪でやってるんじゃないんですから」という楓かえでのフォローで事無きを得ている。

「ありがとうな、楓」

「い、いえ。帝輝さんにはお世話になりましたから。今度、もっと細ほそ川かわさんとの話を──」

　クラスの賛同を得た帝輝は、すぐにロードを行った。

　世界が巻き戻り、城で先程のマップの出撃準備をしていたところまで戻る。

「出撃は明日だ。それまで各自、羽を休めててくれ」

　皆にそう言い残して、帝たい輝きは舞い戻った真ま桜おがいるであろう寝室に向かった。

　彼女の寝室の扉の前に立ち、二回ノックをする。

「……どうぞ」

　前回よりも気力のない声が届いた。

　ただ、真桜がいるということに帝輝は安あん堵どの息を漏もらす。

　ロードで生き返るといっても、やはり不安は拭ぬぐえないのだ。

「お邪魔します」

　帝輝は扉を開けて部屋の中へと入り、すぐに扉を閉めた。

　帝輝に視線を合わせた真桜は、やはり失望したような表情を浮かべている。

「……死んだままにしてくれていいって言ったのに」

　開口一番、彼女は不満そうにそう語る。

　だが、その言葉に帝輝は眉まゆを吊つり上あげた。

「冗談じゃない……！」

　その声色には微かすかに怒張が紛れ込んでいる。

　むざむざ死なせてしまった自分自身の指揮にも、死に急いだ真桜にも、だ。

「俺は全員を死なさずにクリアすると言った。どうして君は死に急ぐんだ」

「……どうして全員を死なさずにクリアするの？　ゲーム評価のため？」

「本気で言ってるのか？　評価なんかどうでもいい。俺は仲間を死なせたくないだけだ」

「……真桜が強いユニットだから？」

「ふざけないでくれ！」

　堪たまらずに帝輝は叫んだ。それが意外だったのか、真桜は微かに身体からだを震わせる。

「強いからとか、そういう問題じゃない！　クラスメイトを死なせたくないって思うのはおかしなことか？」

「……真桜みたいに……生きる気力がない人間までクラスメイトの範はん疇ちゆうに入れなくてもいい。邪魔になるだけ──」

「邪魔なんかじゃない。前回、もっと強く伝えておけばよかった。俺は誰かが死んだ状態でクリアする気はない。絶対に全員生存だ。それ以外の選択肢はない。だから何度死のうと、俺は絶対にロードする。お前が死んで、のうのうと生きるつもりはない」

　帝輝がそこまで言っても、真桜の表情はまったく晴れない。

　むしろ、真桜はその表情を苦しそうにしている。

「……じゃあ、教えてあげる。真桜に、何が起こったのか」

　まるで何も知らないくせに、と言わんばかりに彼女はゆっくりと口を開く。

「……真桜は巻き込まれたの。これと似たような現象に」

　彼女から語られたのは、確かに帝輝にとって信じ難がたい話だった。

「……二年前、真桜はゲームの世界で冒険をしてた。『ラスト・ブレイブ』ってゲーム」

　それは数多くのパーティメンバーが選べるＪＲＰＧジヤパニーズアールピージーだ。

「……その世界にクラスごと飛ばされた。今回と同じように」

「じゃあ、君が使ってる魔法はその魔法か？」

「……現実に戻ってきても使えたから……」

「現実で!?」

「ここでも使えるのかなって試したら使えたの。あなたはゲーム好きだからすぐにバレると思ったけど……」

「生あい憎にく、ゲーム好きじゃなくて『ＬｏＲ』好きなんでな」

「……そう」

　真ま桜おは興味なさそうにしながら説明を続ける。

「……この世界と違って、ロードもなかった。死んだ人が生きかえる教会があったのに使えなかった。真桜のクラスメイトたちは冒険の途中で、ほとんどが死んでしまった……。それでも六人は生き残ってたの。最後の魔王を倒すところまで」

　辛つらそうな真桜の言葉。それが過去形だったことに、結果を朧おぼろ気げに察せられた。

「……でも、最後の最後で真桜が足を竦すくませて……その一瞬で他の五人までもがいなくなった。どこかに消えたの。結果的に真桜の魔法が炸さく裂れつしたことで魔王を倒して、真桜は現実に戻った。でも……クラスメイトたちは戻ってなかった」

「まさか、凰おう楽らの言ってた二年前のクラス消失で生き残った女の子って……」

「……真桜のこと。最初は皆を捜してほしくて全部包み隠さずに警察には話した。でも誰も信じてはくれなかった。真桜は頭がおかしくなった人間として扱われて……結局、元の場所にいられなくなって転校する羽目になったの」

　言葉が吐き出されるごとに彼女の表情は苦渋に満ちていく。

　そんな彼女に、帝たい輝きは言うべき言葉を見つけることができなかった。

「……ゲーム世界に行ったのは……あるメールが届いて、それで設定をすると飛ばされるらしいの。やったって告白した本人が後悔しながら言ってた……」

「じゃあ、この状況もそのメールが届いたヤツが設定をして飛ばしたってことか？」

　真桜は答えない。帝輝はその無言を肯定の意味に取った。

　だとすれば、そのメールとやらを受け取った誰かが今回の元凶ということになる。クラスの中にいるのか、あるいはクラス外の人間か……。

「……あの世界は幻想だったのかもしれない。でも、現実にクラスメイトたちは死んでしまった。もう彼らと話すことはできないの……」

　そして、真桜は小さく息を吐く。

「……でも、真桜は生きてるの。あなたの言う、のうのうと生きてる状態。まるで亡霊」

　真桜の瞳は、まったく光を映していなかった。

　もう彼女は精神的に疲れ切っている。

「……誰も信じてくれなかった。クラスメイトたちが生きてたことを、誰も信じてくれない。クラスメイトの親たちは、なんでお前だけがここにいるんだって目を向けてきた」

　クラスメイトを失って。

　そして、またしてもこんなことに巻き込まれて。

「……忘れたいの、あの時のことを。仲のよかったクラスメイトたちが死んでいって、何もできなかった時のことを。もし、あの時のことを忘れられないのなら……死なせて」

　懇願するような目を帝たい輝きに向けた。

　彼女はずっと絶望の中で生きてきたのだろう。

　ゲーム世界に巻き込まれ、ひとりだけ生き残って。

　信じられない体験をすべて語って、でも信じてもらえなくて。

　だけど、




「忘れられるはずがない」




　そこだけは帝輝には納得できない。帝輝はそれを真ま桜おに躊ちゆう躇ちよなく言う。

「人が死んだことを忘れられるはずがない」

「……そうよ！　だから、真桜は死にたいの──」

「でも、死んだヤツが生き残ったヤツに死んでほしいと思うことの方が、絶対にない！　特に君みたいな人には生きていてほしいはずだ。自分の身を挺ていして、クラスメイトを助けるような女の子にはな！」

「……え」

「俺は君のクラスメイトだった人たちを知らない。だけど、彼らは君に殉じゆん死ししてほしいと望むようなヤツらだったのか？」

　すると、真桜は珍しく不快感を露あらわにした。

「……違う！　皆はそんな人じゃない！　皆、優しくて楽しくて──！」

　大事な元クラスメイトたち。その人たちを侮辱することは絶対に許さないとばかりに。

「だったら生きるべきだ。彼らがゲーム世界の中で生きていたことを知る人間はもう君しかいない。君しか彼らが生きていたことを証明できない。もう君しか彼らを覚えてる人はいないんだ。このゲームも、死んだキャラクターは最後に戦死したって出るだけで簡素なもんだ。でも、君はそれじゃいけない」

「……でも！　誰も信じてくれなかったのよ、それを……！」

「俺がいる」

　戸惑う真桜に向かって、何の躊躇もなく帝輝は答えた。

「俺が現実に戻って、君の言ったことを証明する。それに、俺たちクラス四十人、君を含めた皆が証人だ。君の言葉を疑えるヤツなんか絶対にいないよ、今のうちのクラスには」

「…………あ」

「クラスメイトたちの生きた証あかしを立てたいなら生きてくれ。俺は彼らの望み──君を生かしてほしいという望みを引き継ぐ。だから……これからも、ずっと俺たちのために力を貸してほしい。全員でクリアして、現実に戻るために」

　真ま桜おの表情に変化が訪れる。枯れた花が、生きる気力を取り戻して大輪の花を咲かせるかのように、その顔は力強い意志を放った。

　その瞳からぼろぼろと涙が流れる。

　それはゲームの世界から戻って、ずっと溜ためてきた涙なのかもしれない。

　止めることのできない滝のような、涙。

　だが、それは長い絶望が氷解するかのようだった。

「……う、ん」

　真桜は小さくぎこちなく笑う。それは小さな笑顔で誰にでもわかるようなものではなかったかもしれない。だが、帝たい輝きの目にはとても可愛かわいく映った。

「あ、飛鳥井あすかい、大丈夫か？」

「……でいい」

「え？」

「……真桜、でいい。皆、そう呼んでたから」

　柔らかな笑顔に促され、帝輝は思わず彼女の名前を口にする。

「ああ……真桜」

「……うん」

　すると真桜は嬉うれしそうに破顔した。そして、ベッドの縁から立ち上がって帝輝に近寄る。

「……戦う。中学の時の友だちのことを証明するために。もう死に逃げたりしない。だから、お願い、力を貸して……」

「ああ、ゲーム世界の経験者がいてくれれば百人力だ」

「……そのために、もっと戦う力がほしい。人と契約することで、真桜はもっと強い魔法を使えるから。それを貴方あなたとしたい」

「契約？」

「……そう。貴方の意志の力を糧に、さらなる力を引き出す。真桜の魔法はそういう魔法。契約を、させてほしい」

「別にいいけど、どうやれば──」

　最後まで聞かずに真桜はその小さな顔を帝輝の顔に近づけて、その頬ほおに口づけた。

　帝輝の方からしてみれば避よける間もなかった。完全な不意打ちだ。

「……完了よ…………マスター」

　身体からだを離した真桜は桜色に頬を染め、帝輝を上目遣いで見つめている。その姿は、もし耳がついていればぴこぴこと上機嫌に動いているかもしれない。

　その上、彼女の口からとんでもない呼び方が飛び出た。

「ま、マスター!?」

「……はい、マスター」

「おい、ちょっと待て、真ま桜お。何かのプレイか？　普通に呼んでくれ」

「……これが真桜がいた世界での上級魔法を行使する契約だから。もっとも真桜が向こうの世界でしたのは女の子だけだったけど。男子は……初めて」

「い、いや、普通に呼んでくれってば」

　あからさまに不満そうな顔をする。

「……えー。じゃあ、ふたりきりの時は……いいでしょ？」

　念押しするような、真桜の不思議な圧力に押され、帝たい輝きはその要求を呑のむことになった。

「……えへへ、マスター」

　それでも、こうして彼女が自分の望みを言うのはいいことなのだろう。

　真桜の表情はこれ以上ないほどに晴れ、もはや絶望など微み塵じんも感じない。

　もう彼女が死を選ぶことはないだろうと、帝輝は胸を撫なで下おろした。





　　　　◇　　◇　　◇






　再びマップ９へと出撃する帝輝たち。すでにこの世界に来てから二十二日目。

　今回も隊を三つに分けて、それぞれ指揮官を割り振っている。ただ、前回と違うのは前衛二部隊を指揮するのが品しな川がわと、そして帝輝と凰おう楽らだった。後方部隊は滝たき脇わきに任せている。

　敵に向かっていると、隣を行く椿つば姫きが帝輝をじっと見ていた。

「彼女と何かあったの？」

　その視線は帝輝と、そして真桜を交互に見つめている。それは何かを疑っているような表情だった。凰楽に言わせれば、亭主の浮気を疑っている嫁の顔、ということだが。

「いや、何かあったというわけじゃ……。ただ、クラスメイトを信用してくれるようになったってだけで」

「昨日とあからさまに態度違うでしょ。特に帝輝にだけ」

　つぶさにふたりを見ていなければ気付かないだろうが、真桜はよく帝輝の方へと視線を送っている。幼おさな馴な染じみの椿姫の直感は、帝輝に向かう視線には敏感だった。

「そんなことないだろ」

「そんなことあるし」

「……戦争中にそんなこと言ってる場合か。いいから先に行ってくれ。お前の位置はもう少し前だろ」

「ぶー。後で絶対に教えてもらうからね！」

　そして、椿姫は不満そうな顔を隠さずに、頬ほおを膨らませたまま前へと進んだ。

「何を誤解してるんだ、あいつは……」

「いや、僕から見てもあからさまに違うけどね」

「凰楽、お前もか」

「ま、彼女が元気を出してくれたのならいいことだしね。僕は何も指摘しないよ」

「お前にまで指摘されたらと思うと嫌になってくるから、本当にやめてくれ」

　そんなやり取りをしている間にも、前方に敵が見えてくる。

　その敵はこのマップに出てくる敵ではない。前回も出たゲーム外の敵だ。仮面や覆面に覆われ、その正体はまったくわからない。

　よく見ればしっかりと布陣を整え、こちらを手広く待ち受けている。準備中、滝たき脇わきに伝えられた陣容とは少し違うが、弱点の見えづらいいい布陣だ。

　その光景を見て、帝たい輝きの心に引っかかるものがあった。

　敵の正体は未いまだにわからないし、それがゲームの外部情報とも繋つながったりはしていない。

　それでも心の奥底から喉のどまで出かかっていた。

　しかし、それが理解へと至ることはない。

　いや、それをあり得ないと、理性が認めるのを拒きよ否ひしていた。

「帝輝、敵軍とぶつかるよ、指示を」

　凰おう楽らにちょんちょんと肩を突かれ、我に返る。真ま桜おが今か今かと、指示を待っていた。

　それを見て、帝輝は強く頭を振る。確定した回答に至らない悩みに意味はない。

「今考えても、仕方ない……！　いけ。真桜！　ぶっ放せ！」

　その指示に応えるように、真桜が手に持った杖つえを掲げた。

「……了解、マスター」

　その杖の周囲に黒い粒子が発生し、その粒子が渦巻くようにして杖の先に集っていく。集まった黒は暗い闇やみで周囲を染め始めた。

「すごい力だ。……ところで帝輝、彼女にどんな要求をしたんだい。マスターって」

　凰楽は明らかに誤解しているような目を帝輝に向ける。心なしか距離も離れていた。

「んなこと言ってる場合か！　……せめてふたりきりの時だけって言ったのに」

　真桜の杖に集う闇の粒子を見て危険を察したか、敵軍の視線が彼女に集中する。

　また彼らの指揮官らしきユニットが彼女に狙ねらいを定めるように指示をしていた。

「帝輝さんの指示です！　行かせません！」「もう！　何よ、マスターって……！」

　しかし、敵の進軍を遅らせるべく、楓かえでや椿つば姫きが真桜の前に立った。すでに高レベル帯に届いている彼女らを突破するのは、如い何かにレベルの高い敵と言えども簡単ではない。楓の〈ゾーン〉があるおかげで、彼らは楓を大きく迂う回かいしなければならないが、そこには品しな川がわの指揮する部隊が待ち構えている。

「……準備完了。見ててマスター」

　真桜の杖に宿っていた黒い粒子が、すべて杖の中に吸い込まれた。

　そして、その杖を多数いる敵軍に向ける。

「……《ダインスレイヴ》！」

『ＬｏＲ』には存在しない魔法。

　それを唱えた瞬間、無数にある黒き闇の刃やいばが天から地上へと降り注いだ。野砲の如ごとく敵軍へと降り注いだそれは次々と敵兵に刺さり、そのＨＰヒツトポイントを０にして身体からだを消していった。

　無数の黒剣は止やむことなく、土が爆発する轟ごう音おんと共に敵軍を蹂じゆう躙りんする。まるで絨じゆう毯たん爆撃の様相を呈している。

　一個師団に勝てるのではないかと思えるぐらいの凄すさまじい威力。巻き上がる砂さ塵じんが敵軍を隠してしまい、状況は判断しづらいが、無事であろうはずがない。

　空が満足したかのように黒剣の雨が止み、砂塵が晴れる。

　大勢いたはずの敵兵。

　それが、僅わずかに残っているのみ。しかも、ほとんどが虫の息──ＨＰヒツトポイント一桁けたがほとんどである。

「………」

　しかし。

　その中にひとりだけ、ほぼノーダメージの者が立っていた。雰囲気からしてただ者ではない。帝たい輝きがステータスを確認すると、そのユニットはステータスもレベルもマックスで帝輝とためを張っている。ギフトの構成もまた、全体的に周囲の味方を強化するものの中でもレアで強力なものが揃そろっていた。いくつかは見慣れないギフトだったが。

「お前は……」

　だが、その男はその力を誇示することはない。

　自や棄けになって襲ってくるわけでもなく、混乱して逃げるでもなかった。

　敵の生き残りたちは、前回と同じように、敵リーダーを中心に手際よく撤退していく。

　後には黒剣に抉えぐられたでこぼこの大地が残るだけだった。

「撤退してくれたか。それにしても、とんでもない魔法だな」

　帝輝はそんな感想しか浮かばない。ここまで殲せん滅めつ力のある魔法は初代『ＬｏＲ』には存在していない。別ゲームならではといったところだろう。

「……マスター。殲滅した」

　そして、気付けば真ま桜おは帝輝に駆け寄っていた。

　嬉うれしそうにうっすらと笑みを浮かべている。

「あ、ああ。すごいな、真桜」

「……えへへ」

　今までの態度が嘘うそのようにまるで犬のように懐いていた。尻尾しつぽがあればぶんぶんと振り回されていそうだ。

　そして、何かをねだるように上目遣いで帝輝を見つめる。

　帝輝が首を傾かしげていると、真桜は三角帽子を脱いで控えめに頭を差し出してきた。

「撫なでろってのか？」

　恐る恐る頭を撫でると、真桜は満足そうな顔をする。そして、三角帽子をかぶってから次に顎あごを突き出してきた。

　帝輝はひとしきり悩んでから顎と首の間を撫でる。真桜は気持ちよさそうに声を上げた。

「猫かよ……」













「……『ラスト・ブレイブ』では、半分猫の魔法使いだったから」

「なんだそれ」

　とはいえ、こんなことを長々としている場合ではない。

「真ま桜お、もう一仕事だ。後ろから魔女が来る。そいつも頼む。攻撃は俺が受けるから」

「……了解、マスター」

「だから、こんなところでマスターはやめてくれ……。凰おう楽ら、後ろから来る滝たき脇わきと合流して、残りの敵に当たってくれ」

　すると、凰楽は楽しそうな表情を浮かべて頷うなずいた。

「わかったよ、マスター」

「お前までやめてくれよ……。頼んだからな！」

　そう言い残して、帝たい輝きと真桜は後ろから追いかけてきているであろう魔女へと向かう。

「一応聞くが、魔女を倒す手立てはあるのか？　〈アスクレピオスの杖つえ〉はないぞ」

「……大丈夫。あの敵の守備力を上回る攻撃力を叩たたき込めばいいだけ。前回戦った時、真桜の持つ魔法の攻撃力に目安はつけた」

　これ以上ないほどに自信満々だ。

「……それに、マスターからの力を、身体からだに感じてるから」

　帝輝もたった今気付いたが、お互いの身体を繋つなぐように光の糸が輝いていた。

　魂の絆ＴｏｔＳＳ──それが結ばれていたのだ。真桜が帝輝を信頼してくれている証拠である。

　魂の絆ＴｏｔＳＳは僅わずかではあるが、お互いのステータスを向上させるものだ。上限はあるが、結びつきが強いほど、上昇するステータスは大きくなる。

　その上昇分を、真ま桜おは理屈ではなく体感として実感していた。

「頼りになるな」

「……もっと頼りにしてくれていい。マスターの敵は、全部真桜が倒すから」

「それは嬉うれしいけど……無理だけはするなよ」

「……うん。マスターが死ぬ時が、私の死ぬ時……」

「じゃあ、俺は死なない。だから、真桜も絶対に死ぬな」

「……うん。約束」

　そんな約束を交わしながら、ふたりは突き進む。

　滝たき脇わきの指揮する後方の部隊と擦れ違って、魔女のいる下へと向かった。

　そして、魔女がふたりの前に現れる。まだ離れた距離だ。

　初代『ＬｏＲ』では、そこに攻撃するのは不可能な距離。それは魔女とて例外ではない。

　だが、それは『ＬｏＲ』に縛られた者だけの束縛。

「……狙そ撃げきする」

　真桜が魔女を見据えて、杖つえを構えた。

「……《キラーアイシクル》、起動ブート」

　その杖の周囲に、光の反射が舞い散る。細かな氷の破片で光が乱反射していた。

　杖の先が急速に冷え、空気中が冷えているのだ。

「……増進ブースト」

　真桜の周囲に、無数の氷柱つららが浮かび上がる。

「……いく。《キラーアイシクル》、射出シユート！」

　氷柱がまるでカタパルトで打ち出された戦闘機のように次々と飛ひ翔しようしていった。

　その氷柱は一本残さず魔女に向かっていく。

　本来の攻撃範囲を超え、氷柱がすべて魔女へと命中した。

　魔女は真桜の一撃でＨＰヒツトポイントを大きく減らす。普通にやっていればあり得ないほど、凄すさまじいダメージ量。それを範囲外から放たれたのでは、魔女とてどうしようもない。

『くっ。まさかここまでやるとは……。ここは撤退ね。また遊びましょう』

　魔女が撤退し、短剣〈ヒシュケン〉を落とす。

　もはや勝負にもなっていないため、捨て台詞ぜりふが負け惜しみにしかなっていなかった。

「……マスター、倒した」

「あ、ああ。よくやってくれた。……ところで、これ、何回でも使えるのか？」

「……ん。《ダインスレイヴ》《キラーアイシクル》とかなら一日に三回までなら使える」

　帝たい輝きはこんなヤバい魔法が一日三回も使えるのか、と戦々恐々とした。

　ただ、三回までしか使えないというのも、今はまだしも今後を考えれば頼ることが躊躇ためらわれる。彼女の立ち位置は帝輝と同じだ。

　今の魔法は強力だが、それでもマップ上の敵すべてを全滅させられるほどではない。

「しばらく巨大魔法は封印してくれ」

「……なんで、マスター？」

「レベル差に問題が出てきそうだからな。今回は真ま桜おが敵を多く倒し過ぎてる」

「……そう」

　シュンと肩を落とす真桜。

「でも、すごい力だしな。今後も折を見て使わせてもらうよ。戦術に組み込ませてもらっても大丈夫か？」

「……うん。マスターのためなら」

　真桜は帝たい輝きに必要と思われたのが嬉うれしかったのか小さく笑う。

　そして、帝輝の隣に並び、頭を肩に乗せて安心したように笑みを浮かべた。

　この日のマップ攻略の殊しゆ勲くんは、間違いなく彼女だった。




　攻略が終わってから、帝輝は真桜の寝室へとやってきた。

「……あ、マスター」

　扉を開けた瞬間、駆け寄ってくる真桜は本当に可愛かわいらしい子犬のようだったが、

「ちょっとこの世界に来た元凶ってメールの話をもう一度聞きたいんだけど」

　と言うと、「……なんだ」と、真桜はあからさまに意気消沈した。

「何でそんな不機嫌になってるんだよ……」

「……別に。寝室にはもっと違う理由で来てほしかった」

「何を期待してるんだか……」

　少し口を尖とがらせながらも、真桜はちゃんと詳しい説明をしてくれる。

「……メールについてだけど、ここに入る前、そのメールに従って設定していくみたい」

「設定ってどこまでできるんだ？」

「……ユニット、ステータス、使える武器、成り代わる登場人物……自分が主人公になるかとか、ストーリーはゲームに準拠するのかとか、色々と設定したって言ってた」

「じゃあ、この世界で言えば、誰を何のユニットにするかを決められるってことか」

　帝輝の答えに、真桜は小さく頷うなずく。

「……最後に不思議な白い世界に飛ばされて確認をするらしいよ？」

「白い世界ねぇ……。真桜はその世界に行ったのか？」

　真桜はふるふると首を振った。真桜をはじめ、ほとんどのクラスメイトは巻き込まれただけらしい。

「でも、大事なのはメールの方だな。ユニットを設定したって仮定したとしても、クラス全員のことを知ってて設定できるヤツなんて限られてるよな」

　帝輝は常々、妙に思っていた。アーチャーの梨り夢むがそうだし、自転車部がナイト、乗馬部がバードナイト、合唱部がシンガー、天文学部がアストロロギア等々。それぞれ個性や技能に合ったユニットが割り当てられている。

　人を超越した存在に設定されたと言われればそれまでだが、それでもこの役割分担には作為を感じていた。だとすれば教師辺りが一番怪しいと帝たい輝きは考えてみたが、この世界には来ていないのか姿を見ていない。いない人間のことを考えていても仕方なかった。

　それこそ、別の場所で自分たちを見ているような、そんな状況だとわかったとしても、こちらからは何もできない。

「ちなみに、エリスみたいなナビゲーターはいたのか？」

「……ううん。『ラスト・ブレイブ』にはいなかった」

「そうか……」

　だとすれば、やはりエリスは自分たちが進行させるための役割を持つＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに過ぎない。

　解決に至るキーではないのだ。彼女に期待しても意味がない。

「……何かわかった？」

「いや。でも、助かった。ありがとな」

「……うん。マスター。何でも聞いて」

　まだまだわからないことは多い。解決の糸口は見えてすらない。

　しかし、真ま桜おのおかげで様々なことが明らかになった。

　不思議なメールが届くこと。

　ユニットの設定ができること。

　成り代わる登場人物が決められること。

　仕様についても融通が利くこと。

　クラスメイトたちを、このゲーム世界に紛れ込ませた力は未いまだに謎なぞのままだが──。

　クラスの中か、あるいは学園の関係者が、帝輝たちをゲーム世界へ意図的に飛ばした可能性は相当高いように思えた。





















　この世界に来てから、すでに二十三日目を迎えた。

　帝たい輝きたちはマップ９を攻略。今は次のマップの準備中だった。

　この日の会議室には、帝輝、凰おう楽ら、椿つば姫き、品しな川がわ、滝たき脇わきの他に、ひとりの男がいた。シーフらの取り巻きを従えるアサシン──不良の裏うら松まつだ。

　彼らは指揮に従わないことが多く、滝脇や品川も手を焼いていた。

　それは、ずっと抱えている厄介な問題となっている。

「なんだよォ。命令に従えッてかァ？」

　裏松は呼びだされたことを苛いら立だたしげにしながら帝輝を睨にらんだ。

「まあ、できればそうしてほしい」

「面倒だッて言ッてんだろォ？　オレはともかくあいつらは大して強いユニットでもねェし、弁わきまえなきャいけねェしなァ」

「弁えられちゃ困る。強くなってもらって一撃で死ぬ状態から脱却してほしいんだ」

　裏松はともかく他の取り巻き三人は強い敵相手だと危険極まりない状態となっている。

「で、結局何の用なんだよォ。オレは武器をくれるッつゥから来てやッたんだぜェ」

　帝輝は机の下からナイフを取り出した。虹にじ色の輝く刀身は美しく、見る者の心を奪う。

「〈ヒシュケン〉。これはお前に託すものだ」

　前マップで真ま桜おが魔女を倒して入手したアイテムだ。

「マジかよォ？」

　今まで裏松たちの武器は後回しにされており、ろくなものが回ってきていなかった。彼らの不満はそこにもあったのだろう。

　だからこそ、いきなりの申し出に裏松も意外そうな顔を覗のぞかせた。

「ああ。これは元々、お前に渡すための代物だ」

「……なんか理由があんのかァ？」

「もちろん。今から説明する」

　シーフとアサシンは一般のユニットにはないギフトを使用することができる。

　宝箱や鍵のかかった扉を開ける。罠わなの看破、及び解除。潜伏するための忍び足。潜伏を見破る聞き耳。何よりも、一番重要なのが〈スティール〉のギフト。要するに盗みだ。敵ユニットの持つアイテムや金、武器を盗むというものである。

　ただし、敵ユニットの武器を奪うには幾つかの条件があった。ユニットの器用値が、敵ユニットの器用値を10以上、上回っている必要があるのだ。

　裏松はシーフ系ユニットの中でも器用値がレベルアップで成長しやすく、〈ヒシュケン〉は、装備することで器用値のステータスを上昇させる武器だった。

「椿姫が〈アドバンテージ〉のギフトを覚えて、弱い敵の残りＨＰヒツトポイントを必ず１にしてるから全員の成長はどうにかなる。だが、装備品だけは武器屋でも数が限られてるし、資金も足りない。だから、裏松が敵ユニットから盗んで俺たちに還元してほしい」

　こうまで帝輝が武器の獲得を望むのは、あらゆる武器が消耗品だからという理由がある。剣や槍やり、斧おのや弓、銃。また魔法を使うための魔法書までもが使うたびに消費され、最後には使い物にならなくなってしまうのだ。

　全員の武器が枯渇すれば、こちらに攻撃手段はまったくなくなる。そうなればもはや攻略は不可能で、元の世界に帰るという目的は果たせない。

「へェ……」と声を出す、裏うら松まつは妖あやしく口端を吊つり上あげた。

「……変な世界だよなァ、ここッてよォ。ぶッちャけ武器なんて倒した敵から奪えばいいと思ッてたのにィ、倒すと消えるからネコババすることもできやしねェ」

「……こればっかりはお前にしか頼めない。よろしく頼む」

「気が向いたらやッてやッてもいいぜェ。ま、期待しないで待ッてな」

　裏松は帝たい輝きたちに向かってへらへらと笑う。

　そして、彼は凰おう楽らたちの制止も聞かず会議室から立ち去った。

「裏松くんグループ……素行の悪い人たちの勝手さが目に余ってきたね」

　次に凰楽がしみじみと呟つぶやく。今にも深い溜ため息いきを吐つきそうな様子だ。

「現時点で戦闘ユニットとして必要ってわけじゃないから、なんとかなってるけど……」

　滝たき脇わきは腕を組んで唸うなった。

　確かに戦線でそこまで重要な役割ではないため、勝手に動かれても死ななければ、困るものではない。扉や宝箱を開けるのも鍵のアイテムがあればどうにかなる。

　ただ武器や道具、金策はどうにかしなければならなかった。武器の入手法は特定の民家や村に行ってもらう、物語上で入手する、武器屋で買う、敵から奪う。これしかないのだ。

「ねえ、帝輝。あれって重要なアイテムだったんじゃないの？」

　椿つば姫きが心配そうに帝輝に尋ねる。

「唯一無二の武器ではあるけど、〈ヒシュケン〉はシーフ系以外が使うと微妙なんだよ。ぶっちゃけ武器としての性能は並だし、あくまで〈スティール〉のギフト用だ。だから、別にそこは問題ないんだが……」

　裏松が改心しないと、残りのマップに向けて武器の枯渇が迫る。

　もちろん、本来の最大出撃ユニット分──十五人分は用意できるが、四十人分となるとシーフの力を借りなければ難しい。武器屋の在庫は有限だし、敵からドロップして入手できる武器も多くなかった。

「隠しアイテムもないし、早く対策を考えないと……」

　今はまだいい。だましだまし何とかやっていける。

　だが、今後に向けて大きな不安は残った。
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　それからしばらくの間、攻略は順調に進んだ。

　武器の枯渇は迫っているものの、帝輝が上う手まく指揮を執って節約できている。

　だが、裏うら松まつたちは未いまだに協力的ではないし、協力してもらうための取っかかりもできていなかった。

　そして、この世界に入ってちょうど四十日目。マップ18までやってきた。

「……隠しアイテムには期待できないけど、探すだけ探してみよう」

　マップ18には多数の隠しアイテムが落ちている。敵は多いが、戦闘もまばらにしか起きないし、今のメンツであればそこまで苦戦するようなマップでもない。もちろん考えなしに突っ込んで勝てるようなものでもないが、ボスのＡＩもおかしいため、ボーナスステージのようなものだった。

「この近辺とこの近辺と……八個か。結構多いねー」

「……多い。だから、真ま桜おと椿つば姫きさんがやるの？」

　帝たい輝きは隠しアイテムの場所を、探索組に割り振ったふたりに地図を見せながら説明する。

「なんで、あたしたちふたりなのよ」

　すると、椿姫が少し不満げに真桜を見た。ライバルを見るような目つきだ。

「椿姫も真桜も、レベルカンストが近いからな。今回、ふたりには戦ってほしくない。だから、その分、別のことをやってほしいんだ」

「……ん、真桜は不満なんかないよ、マスター」

　まるで椿姫に対する当てつけのように喋しやべる。

「べ、別にあたしだって帝輝の指示に不満なんかないもん！」

「……マスターの命令は絶対」

「いや、お前ら、そこ張り合うところじゃないからな？　まあ、なんだ。頼んだ」

　帝輝の指示を受けたふたりが、隠しアイテムの場所へと向かおうとするところで、

「……ちょっと待った、椿姫」

　帝輝が控えめに椿姫を呼び止める。そして、少し躊躇ためらい気味に口を開いた。

「お前ってさ。クラスメイト全員の部活とか趣味って把握してる？」

「え、何それ。女子のことだったらたぶん把握してるけど、男子は半分も知らないよ」

「全員のことを知ってそうなやつって誰かいる？」

「どーだろ。凰おう楽らとかは知ってるんじゃないかな。それがどうかした？　……って、女子の情報を聞きたいとかじゃないでしょうね？」

「違うっての！　ちょっと気になることがあっただけだ。呼び止めて悪かったな」

　小さく首を傾かしげて、椿姫は隠しアイテムを探しに向かう。

「さて、隠しアイテムが見つかるといいんだが……」

　それから他のクラスメイトたちは、マップ18の攻略に入った。しばらくの間、楓かえでを中心とした攻略組による戦闘が行われる。

「ダメージは……２、３、２、２……いけます！　梨り夢むさん、亞あ弓ゆみさん、お願いします！」

　楓も指揮だけに頼らず、自ら動いて指示も出していた。品しな川がわや滝たき脇わきも、楓がいると楽だと褒めている。

　ちなみにこのマップ18の敵指揮官は設定ミスのせいか、ネタにされている将軍だ。何しろ、精鋭の重装歩兵を連れて戦う魔導指揮官だというのに、帝たい輝きたちを見つけるやいなや剣を手に我先にと突っ込んでくる。

『ば、馬鹿な……。我が精鋭が突破されたというのか!?』

　そして、その精鋭を置いてきた上にこんなことを言うものだから、もはや笑う他ない。

　将軍自慢の精鋭、重装歩兵たちは、後方で将軍に追いつこうと必死で走っていた。

　ゲームでは完全にネタだったが、それもまたこの世界では再現をされているらしい。

　そんな哀れな将軍にクラスメイトたちは容赦なくダメージを入れ、そのＨＰヒツトポイントを０にする。

『こ、この魔ま障しよう将軍と呼ばれた私が……』

「あんたが精鋭と一緒に突っ込んでくれば、こっちも苦戦したかもしれないのにねぇ……」

　品しな川がわが肩透かしを食らったような顔で言う。

　無事に敵の司令官を倒して、雑ざ魚こ敵の掃討も終了。

　今日もまた順調に敵拠点の制圧を完了した。

「ただいま帝輝！」「……マスター、戻ってきた」

　椿つば姫きの方はその手に四つの武器を持っていた。それらはすべて隠しアイテムだ。椿姫は「ふふん」と小さめの胸を反らしてご満悦だ。

　真ま桜おの方はふたつの武器を持っていた。そちらも隠しアイテムだ。無事に見つかったらしい。ただ、もうふたつは見つかっていなかった。

「……見つけた。ふたつだけ」

「あったんだな。もう残りのふたつは？　スタート地点から遠い方にあるはずのふたつが見つかってないのか？」

　真桜はこくりと頷うなずく。

　そして、その瞳には何か言いたいことがあるのだと察した。

「ちょっと、ふたりでどこ行くの！」

　目立たない場所に移動しようとしているところを、不安そうに怒る椿姫。

「……ちょうどいい。椿姫さんも来てほしい」

「へ？　あ、あたしも？」

　意外だったのか、椿姫が首を傾かしげる。

　帝輝と椿姫は真桜が何を言いたいのかもわからずついていった。

　真桜は周囲に視線を巡らせて、誰もいないことを確認すると、その小さな口を開く。

「……最初のふたつは順調に見つかった。でも、三つ目から見つからなくて、四つ目のポイントに向かったら……あの人がいた。四つ目の隠しアイテムを持って」

「あの人……？」

「……伊い勢せ御み影かげさん」

　その名前を聞いて、帝輝と椿姫の目が見開いた。

「間違いないのか？」

　帝たい輝きが問うと真ま桜おはこくりと頷うなずく。

「……椿つば姫きさんは見なかった？」

「あっ！　確かにひとつ目とふたつ目の時に遠くに見えた気がする！」

「……おそらく、あの人は椿姫さんの方を集めようとして、上う手まくいきそうにないから真桜が集める方に切り替えたんだと思う」

　御み影かげは不良らと同じく、まったく協力しようとしていない女子だ。その上、不良と違い自分勝手な単独行動も目立っている。

　運がいいのか、死んだりすることはなかったが……。

「……マスター。もしかして、今までの隠しアイテムは全部、彼女が──」

「その先は言わなくていいよ、真桜」

　帝輝は真桜の言葉を止めた。

「クラスメイトを疑うのは俺だけでいいからさ」

「……マスター。優しい」

「役割分担ってだけだよ」

　そんなやり取りをしていると、椿姫がまたもむくれた。ジト目で帝輝を睨にらんでくる。

「帝輝ってば、ホントに真桜さんには優しい……」

「いや、そんなことは……誰にだって平等だぞ。俺は」

「……ん。マスターは誰にでも優しい。椿姫さんを見守る目とか、すごく信頼してるみたいで……妬やける」

「え……真桜さん、い、いや……その……。た、帝輝！　あたしをそんな目で見てたの!?」

「そ、そんなつもりはねーよ！」

「……マスター、照れてる。かわいい」

「それは男への褒め言葉じゃないからな!?」

　とはいえ、真桜と椿姫のおかげで重要な話を聞けた。

「わかった。少し彼女に話を聞いてみる」

　御影は何かを知っている。真桜との話を終えた帝輝は、その場を後にした。




　マップ18攻略後のインターミッションでは大きな街に滞在する。

　全員が泊まっている宿屋、その外で御影はすぐに見つかった。

　クラスでは陰気で先生に当てられても、誰かに話しかけられても、まったく喋しやべろうとしない少女だったが、今ではとても楽しそうに宿屋の外を探索している。

「よう、ちょっといいか？」

「あら、たい…………鷹たか司つかさ。私に何か用事？」

　現実で陰気だった少女と同じとは思えないほどの変わり様だ。

　見方を変えれば……この世界を楽しんでいるようにも見える。

「ひとつ聞きたいんだが……お前、隠しアイテムを持っていかなかったか？」

　すると御み影かげは「ようやく気付いたか」というように口を歪ゆがめた。

「さっきのマップで探索してた人に見つかったからね。さすがに誤ご魔ま化かしきれないか」

「確かに隠しアイテムのあるところで、お前は単独行動を取ってきていた。俺も迂う闊かつだった。……お前、このゲームやったことあるな？」

「答える必要あるかしら？　何も言わなくても伝わってると思ったけど」

「なら、持っていった隠しアイテムを返してくれ。お前には必要のないものばかりだ」

「……ふぅ。そう、ね。別に必要のないものだし。後で持っていってあげるわ」

　御影は楽しそうにクスクス笑う。

「お前、なんでそんなに楽しそうなんだ？」

「あら。あなたは楽しくないのかしら。このゲームの世界が」

「クラスの生死がかかってるからな。楽しくなんて感じない」

「私は楽しいわ。痛みもなく戦争ができるなんて、至高のエンターテイメントじゃない？」

　そんな質問を投げかけてきた御影に対して、

「そのエンターテイメントを味わうために、お前は俺たちをこの世界に呼び寄せたのか？」

　何か根拠があるわけでもない。ただの鎌かまかけだ。

「私の望み通りだから、そうなのかもね？」

　帝たい輝きの質問に含み笑いを浮かべながら、彼女は去って行く。

　その態度や表情からは何も窺うかがえない。彼女の真意などどこにあるかもわからなかった。

「帝輝。彼女と何を話していたの？」

　その入れ替わりに凰おう楽らが帝輝の下にやってくる。

「まあ、ちょっとな。お前が元凶か？　って話を」

「え……彼女が？　なんで？」

　帝輝は先程した話を凰楽にも伝えた。

「……なるほど。彼女、このゲームのこと知ってたんだ」

「隠しアイテムの位置まで把握してたからな。やり込んでるのか、記憶力がいいのか……」

　すると、凰楽がクスッと苦笑する。

「帝輝ほどじゃないと思うけどね」

「……まあ、それはいい。問題はあいつが常に怪しい行動を取っているってことだ。その上、俺たちに協力するような気配もない。真ま桜おは真桜でコミュニケーションを取ろうとしてなかったが、理由もあったし、あいつは協力的だった」

　しかし、御影は違う。彼女はこちらに協力しようともしない。クラスの全滅を望んでいる、ということはないと思っているが、なにぶん彼女の性格は少し破は綻たん気味だ。

「本来、指揮は凰楽じゃなくて彼女にやってもらうべきなんだがなぁ。ユニット的に」

「まあ、僕のユニットは輜し重ちよう隊……輸送だからね。周囲のユニットを強化できないし」

　ゲームを知っているのならば、仕様についても問題がないだろう。

　もし、彼女が元凶でないというのなら協力をしてもらいたかった。

　何しろ、次はついにマップ19。

　ゲームのストーリーで言えば帝都を奪還し、主人公の国へと向かう。かねてより帝たい輝きが説明し、クラスの中でも噂うわさされていた、四方向から攻められる高難度のマップだ。





　　　　◇　　◇　　◇






「一番簡単な場所を任せてもらったのに、ごめん……」

　帝輝たちが駆け寄ると、俯うつむいて肩を落としていた凰おう楽らは申し訳なさそうに謝る。

　マップ19が開始された後、帝輝たちは四部隊に分かれて、それぞれの方面へと進軍した。タクティシャンである品しな川がわや滝たき脇わきの部隊と違い、強化の効かない凰楽の部隊はもっとも与くみしやすい敵へと当てている上に、さらに最強の壁ユニットの楓かえでもいる。

「ふたりいないけど……、何があった？」

「藤ふじ大おお路じさんと鹿か野のさんのふたりを、むざむざ殺してしまって……」

　死んだ場面を見ていないだけに、帝輝は少々実感が湧わかない。

　だが、確かに名前の出たふたりがこの場にはいなかった。

「誰にだってミスはある。彼女たちふたりには謝った上で、次に失敗しなければいい」

　帝輝はすぐに凰楽をフォローする。ここまで紙一重だったシーンは幾つかあった。今までは上う手まくいっただけで、ここでは失敗してしまった。それだけのことだ。

「うん。敵の動きもわかってきたからね。次は失敗しないよ」

「その意気だ。予習はせずに、敵の動きを記憶したまま次に行こう」

　ここさえ越えれば、予習をする必要がある難易度の高いマップはもうない。

　そして、帝輝はロードをした。死んでしまったふたりが復活する。生き返った彼女たちはホッとしたような表情を浮かべて、友人たちと喜びを分かち合っていた。

　痛みがない、ロードした後は生き返る。

　それがわかっていても、やはりクラスメイトの死というものはいい気分ではない。

「残りのロード回数は五回……半分になったか」

　スタート時に使った一回。楓の友人、鳥とり居い亞あ弓ゆみが死んでしまった時に一回。真ま桜おが死んでしまった時に一回。マップ10で椿つば姫きと品川が死んでしまった時に一回。そして、今回。

　残り半分という事実に背筋がうすら寒くなる。まだ半分という意識もあるが、この異様な状況下ではもう半分という意味合いを強く感じた。

　問題はないはずなのだ。ここさえクリアして、予想外のことが起こらなければ。

「大丈夫……？」

　椿姫が帝輝の袖そでをくいくいと引っ張り、心配そうに見る。

「……どうかしたか？」

「すっごい悩んでる。不安になってる。口を真一文字に引き結んでる時って、いつもそう」

「大丈夫だよ。ちょっとロード回数が半分になってビビっただけだ」

　帝たい輝きは自分の頬ほおを叩たたいて、気合いを入れ直す。

　不安になることはひとつもない。ここさえクリアすれば、ロードしなければならないような場所はもうないのだ。何度もクリアしたという自信を無む理り矢や理り頭に巡らせる。

「……帝輝」

　椿つば姫きの憂いを帯びた瞳を受けながら、帝輝は凰おう楽らに向き直った。

「問題点を洗い出そう。凰楽、滝たき脇わき、品しな川がわ。ちょっと会議だ。部隊の編成を考え直す」

　帝輝は三人を呼んでから、相談を始める。

　失敗を踏まえ、凰楽に必要になるユニットを聞き出した。

「椿姫ちゃんがこっちにほしいかな。ここぞという時に決められるアタッカーがいなくて、ジワジワとこっちが死んでいったから……」

「わかった。椿姫と餅もち原はらを交代しよう。それでいいか？」

「うん。大丈夫、だと思う」

　部隊の編成を変え、次の日。四十四日目。

　マップ19に帝輝たちは再び出撃する。

　今度こそ──そんな思いを携えて。




　しかし──。

「また失敗した？」

「ごめん……。本当に、ごめん……!!」

　またも犠牲が出てしまった。

　椿姫、楓かえでのふたりがいてもダメだったということになる。物理系ユニットにおける最強の剣と最強の盾がいてもダメというのは、まったく以もつて信じ難がたい。

「凰楽。もしかして以前みたいに、予定にない敵軍がいたのか？」

「そ、そうじゃないんだけど……完全に意識の外にあったユニットがいて……。ごめん」

　思わずと言ったように帝輝の語気も荒くなる。

　申し訳なさそうな顔をした凰楽も、思わず一歩引いていた。

「帝輝。凰楽ばかり責めちゃダメ。武器の枯渇が怖くて上う手まくいかないってのもあるし」

　椿姫が凰楽のフォローに回る。椿姫の言葉に納得できないところはあったが、見ていなかった帝輝はそれ以上何も言えなかった。

　しかし。それでも疑念が消えない。

　今のユニットたちでどうにかできないわけがないのだ。よほど悪手を、わざと死なすような動かし方をしない限り。

　だが、指揮官は最も信頼をしている凰楽なのだ。動揺をしてしまった。焦ってしまった。原因をそう片付けるほかない。

　だからこそ、その動揺や焦りの原因を少しでも取り除くしかない。

「……確かにな。椿姫の言う通りだ。凰楽、あまり武器に関しては気にしなくていい。まずは、ここを乗り切ることだけを考えていこう」

「う、うん！　次は大丈夫！」

　やる気を取り戻した凰おう楽らを見て、再びロードを行い、部隊の配置変更。

　相手が地上ユニットであれば真ま桜おの魔法に任せて殲せん滅めつもできるのだが、今回のように飛行ユニットが相手の場合、一気に殲滅させることができない。真桜の魔法はこの世界においては、三次元で動くユニットを捉とらえづらいのだ。

　そして、真桜のステータスは他のメンバーと大きく違っているわけではない。相手の攻撃を一撃喰くらえば瀕ひん死しになるソーサリス。今回に限って言えばリスキーだった。

「よし、これで行こう」

　相談を終え、編成しなおした帝たい輝きたちは三度目の出撃を行う。

　──だが、失敗した。

　一瞬の隙すきを衝つかれ、こちらの飛行ユニットが弓兵に一撃で殺されたという報告が上がる。

　もう一度、四度目の出撃。

　帝輝は自身ひとりで敵部隊に当たり、他のメンバーを凰楽の部隊に割り振った。

　だが、それでも失敗した。

　隙を衝かれて楓かえでが魔法の集中攻撃を喰らい戦線が崩壊。一番酷ひどい被害が出た。

　ロード回数がここに来て残り二回まで減ってしまっている。

「た、帝輝。こんなことを言うのも悔しいけど、他の人に任せた方が……」

「……誰か任せられるやつに心当たりがあるのか？」

「そ、それはいないけど……。密ひそかに頼んでみたけど、皆に無理って断られたし」

　現状ではどうにもならないのだ。他に指揮できるような頼るべき者がいない。

「凰楽が当たる敵を変えるか？　いや、敵の数も質もあの部隊が明らかに一番弱いはず」

　椿つば姫きら凰楽の部隊のクラスメイトたちは、あと一息だったと口を揃そろえて言うのだ。

　もう凰楽の部隊にユニットを出せない。すでに帝輝は経験値を無視して、ひとりで敵の一軍を引き受けて全滅させている。他はすべて凰楽の部隊に編入させていた。また品しな川がわと滝たき脇わきの部隊からはもう引き抜けない。これ以上は彼らの方に支障が出る。

「あと少し……だったら……」

　一種の賭かけ──帝輝はキーとなる人物の下へと向かった。

　そして、その彼女に頭を下げる。

「頼む……。戦わなくていい。危険な場所からは離れていいから、凰楽の部隊に入って戦場の近くにいてくれ」

「ふーん……。戦わなくていい、ねえ」

　頭を下げた相手は伊い勢せ御み影かげ……品川、滝脇に続く三人目のタクティシャンだ。

　クラスメイトに協力するのを嫌い、指揮を執ることを断っているが、それでもここでは彼女しかいなかった。

「タクティシャンが傍そばにいれば、範囲内にいるユニット全員のステータスに補正がかかる。あと一歩を埋めるために。お願いだ！」

「ま、貴方あなたがそこまで言うならいいけど」

「ありがとう！　恩に着る！」

　思わず帝たい輝きは御み影かげの手を握って頭を下げた。

　御影は驚いたように目を見開き、顔を真っ赤にして帝輝の手を振り払う。

「ちょ、ちょっとビックリさせないでよ！」

「す、すまん」

「も、もう……。いきなり腕を握るなんて…………ビックリするでしょ」

　御影は不満そうにしていたが、これで帝輝の中でもこれ以上ないほどの布陣になった。

　どれだけ下へ手たを打っても、問題はない。

　あとは凰おう楽らを信じるだけだ。




　そして、五度目の出撃──帝輝の祈りが通じることはなかった。

「犠牲が出たんだ……。ひとり……彼女が死んでしまって。あと少しだったんだ……」

　よりによって最後に頼み込んで編成に入ってもらった御影が死んでしまっている。

　ただ、彼女以外は全員が生存していた。

「彼女が単独行動をして……、死んでしまって……」

　彼女の性格に不安はあったが、それでもその能力を信じて凰楽の部隊に組み込んだ。だが、それが裏目に出てしまっている。いや、何もかもが裏目だった。

　ままならないことに歯を食いしばりながら、帝輝は指を動かしてロード画面を表示する。

　そこに──、

「……生き返らせないでいいんじゃないの？　彼女なら」

　ぽつりと梨り夢むが小さな声で漏もらす。

「ちょ、ちょっと梨夢さん！」

　梨夢の言葉に、楓かえでもさすがに怒るような目を向けた。だが、梨夢は楓を睨にらみ返す。

「あ、あたしだって、別に好きで言ってるわけじゃないわ！　でも、ここまで失敗して、またやり直すの、もう嫌なのよ！　その上、あの子は教室じゃいつもいつも『死にたい、死にたい』って呟つぶやいてたじゃない。だったら──」

「そ、そうよね。あたしも聞いた……」

「し、死にたいんだったら、死んだ方が幸せなんじゃない……？」

　御影を死なせたままにして、次に進みたいという意見がクラスの中に少しずつ蔓まん延えんする。

〝死にたいヤツは、死なせればいい〟。そう言わんばかりの訴えだ。

「あの子がいてもデメリットしかないじゃない！　さんざん、迷惑かけてきて！」

　梨夢の言うことはもっともだった。

　こうなった以上、今の彼女がいても迷惑を被こうむるだけで、あまりにもジョーカー過ぎる。

　むしろ、いない方がやりやすいのだ。彼女の存在は他のクラスメイトの生命を脅かしていたのだから。

　そんな意見がそこかしこから噴出し、その是非をクラスメイトたちは帝たい輝きに委ゆだねる。クラスメイトたちの視線が帝輝に集中した。

　帝輝がゆっくりと口を開く。




「俺はクラスメイト仲間を死なせたくない。全員の生存が最低限のクリア条件だ」




　躊ちゆう躇ちよはなかった。

　クラスメイトたちがざわつく。多くの者がその正論に不満そうな表情を浮かべていた。

　椿つば姫きや楓かえで、真ま桜おはホッとしたような表情だったし、他数人も安心していたが、

「死にたいやつは死んだままにすりゃいいじゃん！」「これからもまた死ぬかもしれないし！」「あいつに巻き込まれるのなんてまっぴらだよ！」「もう嫌なんだよ！」

　引ひき攣つった顔で御み影かげ不要論を唱えるクラスメイトは多かった。

　このままでは帝輝の指揮にすら疑惑が生じて、影響が出かねない。

　だから帝輝も、リーダーとして覚悟を決める。

「この難所を越えれば、後は戦略も立てやすいし、不測の事態さえなければ、ロードなしでもいける。だから、頼む。勝手なことを言っていると思うが皆、充分に育ってるから、そのフォローをしてくれ」

「でも！」

「わかってる。次に彼女が死んだら、もうロードはしない。約束する」

　それが帝輝の譲れる唯一の妥協点だった。

　皆がこの度重なるロードに疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのが目に見えている。何度も何度も同じマップのやり直しをさせられて、ゴールの見えない不安に疲弊しきっているのも、早く先に進めたいのもよくわかる。

　──何より現実に帰りたいということも、ひしひしと肌で感じた。

　だが、それでも御影とて自分たちのクラスメイトなのだ。

「……わかったわよ」「ま、まあ、死なれると目覚めも悪いし」「甘いよ……ホントに」

　そんな帝輝の覚悟が伝わったのか、クラスメイトたちは渋々と従った。

　ギリギリでクラスメイトたちの離反は避けられたが、本当にギリギリだ。

　次におかしなことをすればあっという間に崩壊するだろうことがわかるほどに、クラスメイトたちの精神状態は限界に来ている。

　だからこそ──帝輝は絶対に御影を説得する必要があった。




　このマップでは五回目、通算九度目のロードを行って、すぐに帝輝は御影を捜した。

　御影は拠点の外にある花壇の前にしゃがんでおり、怪しげな表情で花を愛めでている。帝輝からすれば、まったく似合っていなかった。

「……まさか殺されるとは思わなかったわ」

　帝たい輝きが近づくと、御み影かげは視線を合わせることなくぽつりと呟つぶやく。

「下へ手たな指揮されたおかげで敵がこっちに来たわよ？　おかげで酷ひどい目にあったわ。それとも、貴方あなたがそう指示したの？」

　凰おう楽らの指揮に文句があるらしいが、そもそもにおいて御影が勝手に動いていたからじゃないかという反論が出かかったものの、帝輝はどうにか押おし止とどめる。

「だったらロードなんかするかよ」

「ま、それもそうね。うふふふふふ……」

　ことの重大さがわかっていないように彼女はクスクスと笑う。

　教室での彼女とは、雰囲気どころか性格すら違っていた。

「……お前は向こうでは死にたい死にたいってよく呟いてたよな」

「向こうの世界には夢も希望も何もなかったからね。ずっとずっと死にたかった。苦しまずに死ねる薬が手元にあったらすぐに飲んでたわ」

　すると、御影は突然立ち上がり、そして、着ている服をはだけた。丁度腹部の辺りを。

　目を逸そらそうとした帝輝だったが、その腹部を正視してしまった。

　アザがある。ここに来てから、すでに一ヶか月げつ以上経過しているにかかわらず、そのアザははっきりと見えていた。内出血したまままたアザを作られ、色素沈着をしている。

「うちの親父おやじはよく暴力を振るってね。その上、父子家庭で一人っ子だから逃げ場なんてなかったの。私に自分の戦法が間違っていないことを証明させるためだけに死ぬほど苦しい目にあわされたわ。ま、よくある話よ」

　そう言う彼女の表情は苦渋に満ちていた。

　よくある話と断じてしまう彼女の精神性にこそ異常があるように帝輝は思う。

　だが、茶ちや化かすこともできないし、親からの暴力を受けたことのない帝輝が何を言っても説得力はないだろう。何も言うことができなかった。

「前にも言ったけど、痛みもなく戦争ができるなんて、至高のエンターテイメントよ。だから、感謝してるわ。この世界に連れてきてくれたことに」

「……は？　何で俺が感謝されなきゃいけないんだ」

「主人公になって、無双。その上、この世界を知り尽くしているあなたが元凶の最有力容疑者でしょう。誰だって頭の片隅ではそう考えるわ」

「冗談じゃない。主人公になったのも、レベルが高いのも、こっちの与あずかり知しらぬところだ。クラスメイトたちのリーダーになったのも、ゲームやり込んでたからってなし崩しだろ」

　クスクスと嘲あざけるように笑う御影。そして、「冗談よ」と呟く。

「私が疑われているのはわかるわ。でも、私はこの世界をもっと味わってみたかった。この拓ひらけたようで閉じた世界の向こうには何があるんだろうって」

「それでこれまでよく単独行動してたのか。だったら、言えよ」

「嫌よ。言ったところで、貴方はともかく他の人は勝手なことをするなって怒りそうだし」

　もっともだった。彼女の意見を受け入れられるかどうか、絶対的な確信はない。

「まあ、容疑者なら他にもいるけど。マップ８に出てきた混成部隊とか」

「……あれは、まだ正体もわかっていない」

「そうね。でも、ゲームにはいない軍勢。その上、数手先を見たような動き。アイテムの交換までしていたわ。プログラムなら常に最善手を打つわけだし、ＡＩにあんな指揮ができるわけがない。そして、私たちと同じ四十人近いユニット数。これは偶然かしら？」

「あの混成部隊を、まさか他のクラスの連中……とでも言うつもりか？」

「別の意味に聞こえるように言ったつもりはないけれど。彼らだって容疑者じゃない？」

「本当に他のクラスの連中だったらな。第一それなら、なぜ彼らが主人公にならないんだ。元凶がそっちにいるなら、彼らが主人公になる方が筋としては合ってるだろ」

「そこまでは知らない。あの軍勢も実際は精巧なプログラムによって作られたＡＩなのかもしれないし。この世界そのものが非現実的だし、ＡＩが人間っぽくても驚かないわ」

　あの軍勢と戦って思ったことだ。

　異常なほどに苦戦した。何をしてくるかわからないあの動きに、数手先を見据えた陣形。

　微かすかに、面影があった──部活動の仲間、柳生やぎゆう君きみ尋ひろの動かし方に。

　彼らは全員が鉄仮面や覆面を被かぶって顔を晒さらしていなかったし、声も出さなかったために確証はない。ギフト構成もまた彼らが普段使わないものばかりが揃そろっていた。

『なんならゲームの中に入って対戦できた方が面白そうなんですけどね』

　ふと飛行機での君尋の言葉を思い出す。

　だが、いくらなんでもと思い、帝たい輝きは首を振った。

「まあ、私にとって元凶なんてどうでもいいわ。私は……この世界で生きたい。だから、このゲームをクリアして、未練もない現実に戻るなんてまっぴらゴメンなの」

　まったく躊ちゆう躇ちよなく御み影かげは答えた。本当に現実に未練などなさそうに。

　彼女に自殺に至るストッパーとして存在する親や友人の影もない。

「それに、貴方あなたもこの世界の方が生きやすそう。違う？」

　こんな命が易やす々やすと失われ、復活するような世界が楽しいわけがなかった。

　しかし……誤ご魔ま化かすことができない。偽ることができない──自分自身の心を。

　この世界が楽しいと、まったく思っていないと言ったら嘘うそになるのだ。

　もし、ロード回数が有限じゃなかったら、と思わずにはいられない。

「……まあ、俺はクラスでもパッとしないからな。それがリーダーで皆を指揮する立場だ。こんな状況だからだけど一定の評価も受けてるし、悪い気分じゃないことは確かだ」

「あら、素直ね。褒めてあげてもいいわよ」

「結構だ。それに、俺は絶対に現実に戻りたいんでね」

　御影は眉まゆ根ねを寄せる。御影は帝輝を仲間だと思っていた。お互い、この世界に耽たん溺できできる仲間だと。裏切られたような、そんな表情を帝輝に向けている。

「どうして……」

「この世界じゃ、ゲームとしての『ＬｏＲ』が楽しめない」

　至極単純で、他人からすれば馬鹿らしい理由だが、帝たい輝きは本気だ。

　帝輝の言葉に、御み影かげはポカンと口を開けた。

「８が出てしばらく経たつけど、そろそろ９が出てもおかしくないんだ。情報が流れてるかもと思うと、居ても立ってもいられない」

「……あっきれた。バッカみたい」

　御影が本当に疲れたように呟つぶやく。付き合ってられない、と言わんばかりの表情だ。

「よく言われる。俺はそれぐらい、『ＬｏＲ』が好きなんだ。シリーズ総プレイ時間数なんて何時間になるかわかりゃしない。十年前から毎日八時間以上プレイしてるから、三万時間は楽に超えてるかもな」

「『ＬｏＲ』の……何が面白いのよ……簡単過ぎてすぐに飽きたわ」

「へえ。じゃあ聞くが、お前さ、マップ18には合計で何個アイテムが落ちてると思う？」

「四個でしょう。東側と西側で二個ずつ。だから椿つば姫きさんが探す二個は諦あきらめて西側のアイテムだけを取るようにした。それが？」

「違うな。最高難度ディスペアだと八個だ。このマップだけ難易度で落ちてる個数は変わる。東側と西側で四個ずつ。ノーマルだと東側と西側で二個しかない。そして、難易度ディスペアは、ノーマル、ハード、ベリーハードを順々にクリアしないと出てこない」

「な、なんですって……」

「つまり、お前は難易度ノーマルしかやってないんだ。プレイしてみろ、世界が違うぞ」

「で、でも、い、今更──」

「それに初代『ＬｏＲ』のディスペアなんて、鼻で笑えるぐらい難易度の高いシリーズもある。『ＬｏＲ２』は大陸マップが導入されて、三つの軍をそれぞれ上う手まく扱っていかないとクリアできないし、『ＬｏＲ３』なんて一手間違えれば取り返しがつかなくなる、泣きたくなるようなシビアさだ。何回コントローラーを放ほうり投げたかわかりゃしない」

　御影は未いまだに渋い顔をしている。だが、〝興味がなくはない〟という表情をしていた。

「約束する。元の世界に戻ったら『ＬｏＲ』の面白さを叩たたき込んでやるから。だから、一緒に帰ろう。お前の親からの暴力も、俺が力になってやる」

　すると、御影は瞳を瞬かせた。意外な言葉が来たと言わんばかりに驚きの表情を作る。

「……簡単に言うわね。ゲームの方はともかく、親の暴力も力になる？」

「何ができるかは知らん。だけど、俺のできることはする。絶対に、約束する」

　御影の目を帝輝は力強く真っ正面から見据えた。嘘うそじゃないと言わんばかりに。

「……まったく。ホント、変わってないんだから」

　そして、帝輝に聞こえないようにぼそりと呟いた。

　だが、帝輝の目を見てから御影の今まで陰いん鬱うつそうだった顔は少し和やわらいだ。

　明らかに根底から意識が変わっていっているような、そんな雰囲気を醸し出している。

「いいわ、約束。元の世界に戻ったら、ちゃんと責任取ってもらうけど構わないわよね」

「ああ。絶対に約束する。俺は約束は必ず守るぞ」

「ふふん。言質取ったからね。絶対だからね、絶対。これから覚悟しなさい」

　不敵な笑みを浮かべる御み影かげ。そして、手に持った鉄てつ扇せんを帝たい輝きに向けた。

「一部隊を私に預けて。あとシーフ全員寄よ越こしなさい。貴方あなたの懸念、全部晴らしてあげる」

　そして、自信満々にそう告げる。

　彼女の身体からだからは、帝輝に向かってうっすらと光の糸──魂の絆ＴｏｔＳＳが結ばれていた。




　そして、凰おう楽らの部隊は御影に託された。

　だが、それで「はいそうですか」と、クラスメイトたちが御影を信用できるわけがない。

　凰楽のようにクラスメイトたちに信頼されている者であればまだしも、御影のように今まで非協力的だった者が受け入れられるわけがなかった。

　拠点の中、凰楽の部隊のメンバーが集められたが、明らかに不満そうな顔をしている者ばかりだ。補佐として凰楽がつくと言ってもまったく効果がない。

「お、おい……。本当に大丈夫なのかよ」

　さすがに帝輝が心配で御影に声をかけるが、彼女は黙ってろとばかりに帝輝を睨にらむ。

　敵意の籠こもった視線が集まる中、平然と彼らの前に一歩出た。

　そして、深く頭を下げる。

　突然、殊勝な姿を見せる御影にクラスメイトたちは一瞬で静まり返った。

　今までの身勝手な言動や自分勝手な行動、あらゆることで反感を買っていた彼女が謝るなんて、クラスメイトたちは思ってもいなかったのだ。

「本当にごめんなさい……。私が間違ってた……。なんて、馬鹿な真ま似ねをしてたんだろうって反省したわ。ううん、反省して許してくれるなんて思ってない。だから、今までの馬鹿なことをしてた償いとして、これから心を入れ替えて働くから……」

　しおらしい姿で身体にしなを作った彼女の瞳はうっすらと潤んでいる。

「私は事情があって、ずっと死にたかった。皆も死にたいって言ってたのは、知ってると思うけど……。でも、ここに来てようやく生きる希望ができたわ」

　御影の視線が帝輝に向く。

　帝輝は途端に嫌な予感がした。

「彼が、私に生きる希望を与えてくれたの」

　照れた様子でそんなことを呟つぶやく。頬ほおを赤らめたその姿はまるで恋する乙女だ。

　大半のクラスメイトたちは、それを信じた。特に女子は興味津々だ。

「お、おい!?　何言ってんだ、お前!?」

「やだ、もう。照れなくてもいいじゃない。責任取ってくれるって言ったのに……」

　途端に女子の黄色い声が響く。

「え、何!?　あんたってばこいつが好きだったの!?」「責任ってどういうこと？」「階段上ったの!?」「いつから!?　いつから!?」「実はこんなラブコメが転がってたなんて！」

　帝たい輝きは慌てて弁明した。

「い、言ったけど、そういう意味じゃ……」

　だが、まったく以もつてクラスメイトたちは聞いていない。

「へー……帝輝ってば、いつのまにそんなことになってたのー……」

　椿つば姫きの声が暗い。まるで刃物のような視線だ。帝輝の肌は、ちくちくと痛みを感じる。

「そんな話だッたらもう別にいいだろォ？　重要な話ッつゥから来たけどよォ、オイ」

　そこへ空気を読まずに裏うら松まつがやる気もなさそうに言い放つ。

　一目で協力する気がないのがわかる態度だった。彼の取り巻きたちも裏松に合わせているのか、素知らぬふりをしている。

　だが、そんな裏松に今の御み影かげは怯ひるんだりしない。

「裏松。久ひさ松まつ。南なん部ぶ。嵯さ峨がも。もうあなたたちしかいないの……お願い。私の部隊はあなたたちがいないと成り立たない。助けてくれないとダメなの」

「んなこと知らねェよォ、オイよォ。面倒くせェ」

「お願い。今までのことを謝れというなら謝る。頑張るから……あなたたちを主役にできるよう、頑張るから……お願い……」

　御影が大粒の涙を流して訴える。

　そんな姿に裏松たちはぎょっとした。まさか泣くとは思っていなかったのだ。

「あー……」「あれだけ頭下げてるのに……」「泣かせてるし……」

　その上、クラスメイトたちが裏松らに「女を泣かせやがった」というレッテルを貼はりつけるような視線を送り始める。特に女子の方は容赦のない視線を向けており、たったあれだけのことで御影の味方になっていた。恐ろしい女だ、と帝輝は心の底から身震いする。

「必要なものがあるなら言って。私、全力で頑張るから……。だから、裏松たちも一緒にがんばろ？」

　すると、裏松も気まずかったのか、仕方なさそうに頷うなずいた。

「わ、わかッたよォ！　いい加減、武器も少なくなッてきて、クリアがヤバいとは聞いてたからなァ……！　協力してやるから、泣なき止やめよォ、オイ！」

「う、うん。ありがとう、裏松！」

　裏松の協力を嬉うれしそうに受うけ容いれる御影。その表情は、彼の改心に安心しきったもののように見える。それを見た裏松はやはり照れたように顔を逸そらした。

「……不良はチョロいな」

　悪魔の囁ささやき。

　帝輝だけは御影のそんな囁きを聞き逃さなかった。怖い女である。

「さあ、行きましょう、皆！　今度こそ、マップ19をクリアしましょう！」

「「「「お──────────────っ！」」」」

　歓声を上げるクラスメイトたち。

　そんな様子を帝輝は呆あつ気けに取られながら見ていた。




　再出撃で、マップ19の戦場へ転移する。これで六度目だ。

　ロードはあと一度だけ。もはや失敗が許される場面ではない。

　帝たい輝き、滝たき脇わき、品しな川がわ、そして、御み影かげの部隊が四つに分かれてそれぞれ別の場所へと向かう。

「飛行ユニットの鹿か野のはこの位置に待機。相手の部隊はそれでふたつに分かれるから。一方の部隊が近づいてきたら鹿野は離脱。離れたらまたここで待機。それを三回繰り返して」

「りょーかいだよっ！」

「裏うら松まつはそいつ、久ひさ松まつはこいつ、嵯さ峨がはあいつ、南なん部ぶはあっちの武器を全部盗んできて。回復はするから。全部盗んだら椿つば姫きさんが突撃。全員の敵のＨＰヒツトポイントを１にして。あとはレベルの足りない人たちが倒すなりなんなりして」

「おゥ、わかったぜ」「へいへい」「はーい」「ほいよ」

　全員に指示を終え、御影の部隊が前へと進む。彼女自身は周囲のクラスメイトらを指揮、支援できるように、その後方に佇たたずんでいた。

「ふふっ、いい駒こまね。働きなさい働きなさい」

「そ、そういう言い方はよくないよ、いくら棋士だからって」

　凰おう楽らが少し困った顔で忠言をすると、御影が睨にらむ。

「……貴方あなた、それ知ってたの？」

「え、あ……うん。天才美少女棋士だって──」

「週刊誌か何かで見たんだろうけど忘れなさい。私にとっては黒歴史だから」

「う、うん。ごめんね」

　そんな会話をしているうちに裏松ら、シーフ部隊が戻ってくる。

　その手には多くの武器を携えていた。

「取ッてきたぞォ。これで文句ねェだろォ？」

「問題ないわ。さすが裏松ね。頼りになるわ。これからもっと頼りにしてるからね」

「お、おゥ。任せなァ」

　そして、裏松らはまたしても指示に従い、前線へと出張っていく。

　凰楽には『これからもっと頼りにしてるからね』が、『これからもっとこき使ってやるからね』と聞こえたが、身の危険を感じてか口にはしない。

「何か失礼なこと考えてない？」

　御影は彼に疑わしそうな視線を向ける。恐るべき女の勘だった。

　凰楽は思わず首をブルブルと振る。

「い、いや、そんなことないよ」

「……というよりも、貴方。なんでこれで失敗してるの？　私じゃなくても、楽勝よ？」

「そ、そんなことないよ。やっぱりいざとなると緊張しちゃってさ。帝輝もそうだけど、滝脇も品川も、それに君もいきなりできるなんて僕からしたらおかしいよ」

「意外にへたれね、貴方」

「はは、よく言われるよ」

　誰に、という言葉が出てきそうだったが、御み影かげは口を噤つぐんだ。

　凰おう楽らに絡んでいる暇はない。そろそろ次の指令を出す時だ。

「行くわよ」

「うん、了解」

　前線でクラスメイトたちは御影の指示通りに動いており、ほぼ完勝の勢いだった。

　幸運も絡んだだろうが、誰ひとりとしてダメージを負っていない。

　御影のユニットの持つ特性──回避率命中率向上の効果もあってか、攻撃を回避するか、攻撃してくる前に敵を倒しきっていた。

「すっげーな、あいつの指揮」「ホントに。まったく攻撃喰くらわないわ」「このゲームってこんなに楽勝だったのか」「ヌルゲーになってるぞ」「突撃したくなってきた！」

　クラスメイトたちも気を抜いてしまっているほどだ。

　だが、そんな時こそ、気を抜いてはならないのだ。特に『ＬｏＲ』というゲームでは。

「へッ、楽勝楽勝ォ」

　そんな気を抜いた裏うら松まつに、敵ユニットが立ち塞ふさがった。

　敵ユニットは手に持った斧おのを振り下ろす。その斧は裏松に擦かすった。命中処理へと移行するが、命中率は５パーセント。普通に考えたら敵の攻撃が命中などするわけがない。

「へッ……」

　だが、無情にもその斧の攻撃は命中してしまう。不運だったとしか言いようがなかった。

　さらに裏松が別のユニットからも攻撃を受ける。命中率は３パーセント。ほぼ絶対に躱かわせる──はずが、これがまた命中してしまった。一気に瀕ひん死しとなるＨＰヒツトポイントに陥る。

「ふ、ふざけんなよォ、オイ！　何で当たるんだよォ！　当たるわけがねェだろうがァ！」

「命中率は０パーセントと１００パーセント以外信じるなって、口を酸っぱくして言われてきたでしょ!?」

「き、聞いてねェよォ、オイ！」

　御影が檄げきを飛ばすが、もはや後の祭り。裏松がいる場所を弓兵が狙ねらっていた。

　敵の弓兵ユニットは〈スナイパー〉のギフトを持っている。命中率の補正を受けて、その矢の命中率は１００パーセントを超えていた。攻撃は確実に裏松の命を奪うだろう。

「そこから離れなさいっ！」

　御影は咄とつ嗟さに裏松に向かって体当たりをかました。

　裏松はその勢いのある体当たりを喰らって、弓矢の射線から外れる。

「あっ……」

　その代わりに射線に入ったのは御影だ。その身体からだに放たれた必中の矢が命中する。

　元々、タクティシャンは前線に出るようなユニットではない。あくまでサポートが役割であり、単体のユニットとして最弱に等しい。

　矢が当たっただけで、一気に瀕死となってしまう。

「まずっ！　逃げないと──」

　だが、いつの間にか御み影かげは敵の飛行ユニットたちに取り囲まれていた。

　飛行ユニットたちが降下しながら、その斧おのを御影に向かって振り上げる。

「伊い勢せッ！　ばァかやろぉ！」

　身体からだに斧の攻撃が降り注ぐその瞬間に、今度は裏うら松まつが御影を守るように体当たりした。

　御影の身体は斧の攻撃判定からずれ、その斧は裏松の身体に当たる。だが、当たっても命中判定ですべてがミスとなった。回避に優れたアサシンならではだ。

「へ、へへへェ、今度は当たらなかッた。い、い、い、生き残ッてやッたぜェ」

「な、何やってんのよ！　というか、その回避をさっきやれ！」

「う、うるせェ！　仕方ねェだろォ！」

　だが、ふたりの幸運もこれまでだった。飛行ユニットたちは攻撃の手を緩めない。

　御影と裏松で、この場を乗り切ることは不可能だ。

「くそ、考えろ考えろ……！」

　御影が必死に頭を巡らせる。しかし、敵ユニットのＡＩは非情だった。

　ふたりを取り囲んだ飛行ユニットたちが、御影と裏松に容赦なく斧の攻撃を浴びせる。

　命中率はどれも80パーセント前後。回避に優れた裏松はともかく、御影にはどれかが間違いなく当たるだろう。確実に御影の命を奪う一撃だった。

「……下へ手た、打ったなぁ」

　裏松が５パーセント以下の攻撃を連続で喰くらうとは、さすがに考慮していない。

　０・２パーセント以下を引き当ててしまった。凄すさまじく運が悪かった──だが、それこそが『ＬｏＲ』なのだ。

「……あんだけ大口叩たたいて……。情けないな……」

　目を瞑つぶる。死を覚悟した。

　ここで死んだ場合、帝たい輝きはもう約束をしてしまっている。

　御影は生き返らせない、と。

「ごめんね……帝たいちゃん……」

　命を奪う斧が眼前に迫り、彼女の頭、首、胴に命中し──。

「〈ストレイト・ストライド〉！」

　突如、聞こえた声。それが一陣の風となり──御影の目の前にいる敵をすべて一瞬のうちに薙なぎ払はらった。突進型ギフト、〈ストレイト・ストライド〉。遠距離にいる相手を攻撃しつつ、一瞬で距離マス目を詰めるギフトだ。

　それが御影の命を奪う敵ユニットたちをギリギリで倒しきったのである。

「た、帝たいちゃん……!?」

　御影の目の前に立ち、背中を向けていたのは別の部隊を指揮しているはずの帝輝だった。

「な、なんでこっちに」

「こっちはもう片付けたからな。心配でこっちに来させてもらった。ドンピシャだったな」

「た、タイミング良過ぎでしょ……どこかで見てたんじゃ」

「全速力で来ただけだっての。ほら、経験値がもったいないから、あとは頼む」

「う、うん。帝たいちゃん！」

「……というか、帝ちゃんって……お前、なんでその呼び方──」

　しかし、その疑問に答えることなく、御み影かげはもう指揮の方へと戻った。

　殺されかけた動揺もなく、復帰した御影の指揮が冴さえ渡わたる。

　それからほどなくして、最後の敵ユニットは倒され──帝たい輝きたちは最難関だったマップ19をクリアした。




　マップ19をクリアして、帝輝をはじめとしたクラスメイトたちはようやく人心地つく。あれだけギスギスした雰囲気だったのが、クリアしただけで達成感に沸いていた。

「ようやくクリアしたー！」「時間かかり過ぎだっての」「マジ疲れたー」「でも、今回、３つもレベルがアップしたぜ」「私だって強いギフト覚えたもんね！」「あたしだって」

　何度も同じマップを繰り返したことで精神的に疲弊していたが、それもクリアしてしまえば忘れられる。『ＬｏＲ』らしいと言えばらしいのだが、現実でも同じ展開になるのかと思うと、自然と帝輝は笑ってしまう。

『王子よ、我が国の魔剣〈ルインブリンガー〉をお持ち下さい』

　マップ攻略を終えたことで、〈ルインブリンガー〉をさらっと入手する。大剣と形容できる大ぶりで独特な黒き刀身。柄つかにも装飾が施されている。

　このゲームの主人公が手にする最強の剣だ。主人公以外でも使えるが、主人公以外が使うと一定の確率で自身にダメージを負わせる呪のろいの剣である。

　これで、帝輝の叩たたき出せるマックスダメージも上がる。ラスボスの〈黒こく天てん獣じゆう〉の対策にもなるし、何よりもいくら使っても消耗しないという特性がありがたかった。

　そして、武器もアイテムも充分過ぎるほど裏うら松まつたちが持ってきてくれている。

「これでクリアへの標しるべはすべて揃そろった。あとは、順当に皆をレベルアップさせるだけだ」

　いくらか帝輝の肩の荷も下り、戦闘後のやり取りも終わって、城の中での自由時間。

　帝輝は御影に呼びだされて、この城にある空中庭園へと来ていた。

　空中庭園はゲーム中のスチルに使われていることもあり、素晴らしい風景を演出していた。咲き誇る色とりどりの花々は見事に調和し、見る者の心を癒いやしてくれる。

「[image: ][image: ]♪　うふふふふ……」

　そんな中、御影はしゃがみながら上機嫌に花を愛めでていた。

　帝輝が近づくと、御影はすぐに気付いて立ち上がる。

「うふふ、来てくれた」

「手紙で呼びだすとは、また古風な真ま似ねをしてくれるな」

　帝輝は懐ふところに入れてあった羊皮紙を取り出して、ぴらぴらと動かした。

「その前に礼が先だったな。ありがとう。お前のおかげで、マップ19をクリアできた」

「……別にいいわよ、そんなこと。やるべきことをやっただけだもの。迷惑かけてきたのは事実だしね」

「いや、やってくれたことが嬉うれしい。だから──」

「そんなこと……………………本当に、どうでもいいのよ……」

　御み影かげの声が少しずつ震え始める。もう耐えきれないと言わんばかりに。

「ねえ、私、ヒントいっぱい出したよ。『ＬｏＲ』はやったし、隠しアイテムも知ってたし、貴方あなたが小学生の頃から『ＬｏＲ』に夢中ってのも知ってた」

　御影がお腹なかで指を組んでいる。

「……ねえ、まだ気付かない？　……帝たいちゃん」

　その手は微かすかに震え、怯おびえているようにも見えた。

　その姿を見て、錆さびついていた記憶の引き出しが微かに動く。

『もうやだ……。もう棋士になんてなりたくない……。帰ってもぶたれるだけだし……』

　ひとつ、思い出せば後は早かった。

　六歳の時──約十年近く前の記憶。泣いてる少女を無む理り矢や理り家に連れて行って、『ＬｏＲ』をやらせたあの光景が鮮明に蘇よみがえる。

『あ、わたしの名前はみかげ……』

　少し舌っ足らずな、幼い声と共に。

「いせ、みかげ、御影……。御影ぇ!?」

　その瞬間──御影は帝たい輝きに抱きついた。

「ようやく思い出してくれた……！　このトンマ！　頓とん馬まとんまトンマッ！」

　帝輝に抱きついた御影は止とめ処どなく涙を流しながら、帝輝を恨みがましく睨にらむ。

「う、嘘うそだろ？　お前があの、御影!?　な、なんで……転校したって。それに名前も……」

「か、帰ってきたのよ。お、親父おやじが、り、離婚したせいでっ……！　入り婿だったし……」

　彼女の嗚お咽えつは止まらない。必死に言葉を紡いでいるが、呂ろ律れつがなかなか回らなかった。

　それで名字が変わっているのかと、帝輝は気付く。幼い時に聞いた彼女の名字は伊い勢せではなかったはずだった。

「だったら、言ってくれれば……」

「ひ、久しぶり、って話しかけたら、『誰？』とか、い、言ってきたの、どこのどいつだ」

「あ、あれ？」

「あ、あれ？　じゃないわよ！　わ、私がどれだけ期待してたと思ってるの!?　ま、また助けてくれるかもしれないって、思ってたのに！　あ、貴方は、まったく気付かないし！」

　御影の帝輝を抱きしめる力がギュッと強くなる。椿つば姫き以外とここまで密着するのは初めてで、心臓の鼓動が跳ね上がった。

「じゃあ、あのお腹の痕あとは……」

　すると、御影が小さく顔を俯うつむかせる。

「……私にとって貴方との時間以外は暗黒の日々だったわ。ずっとずっと将棋盤と向き合って。貴方あなたとの時間は幸せだったけど、引っ越しのせいで長くは続かなかった……」

　記憶が薄れてしまっていたのは、帝たい輝きとしても言い訳のしようがない。

　確かにそんな女の子がいたな、と完全に過去のことになっていた。その上、彼女がそこまで酷ひどい暴行を親から受けているなど、子供の頃の帝輝には想像もできなかったのだ。

「つ、辛つらかったんだから……！　ひとりで……！　親父おやじの暴力受け続けて、棋士として指し続けて……！　どれだけ上達しても、何回も何回もやらされて……！」

　感情が抑えきれなかったのか、またその瞳に涙が溜たまり始める。そのまま、帝輝の服へと染み込んでいった。

「隠しアイテムを取ってきてたのだって、気付いてほしかったからなのに！　何で隠しアイテムを知ってるんだろうって、疑問に思って聞いてくると思ったのに……！　あ、あ、うああああああああああああ……」

　帝輝はどうすればいいのかわからず、御み影かげの頭を撫なでる。

「ごめんな……。てっきり、隠しアイテムはないものだって思って……」

「いいのよ……。自分勝手なこと言ってるってわかってるし……。隠しアイテム、持っていっても、気付いてくれなかったらどうしようって、こ、怖くて、言えなかったし……。あ、貴方に期待し過ぎただけっ、だし……！　わ、私も何もしてっ、なかったし……」

「そんなに俺に期待されても困るけど……元の世界に戻ったら、ちゃんとこれまでの借りは返すからさ。泣なき止やんでくれ。この前の約束、絶対に守るから」

「……絶対、だからね……」

「ああ、今度は向こうでも、お前をひとりにしないよ」

　御影はようやく泣き止み、小さく安心したような笑みを浮かべる。

　その笑顔は子供の時のものを取り戻したかのようだった。少なくとも学校でしていたような陰いん鬱うつな表情ではない。子供の時と同じ、柔らかな笑顔だ。

　ただ、御影に抱きつかれたままの帝輝は、まったく気持ちが落ち着いていない。

「と、ところでさ。もうそろそろ離してもいいんじゃないかなー、なんて……」

「ヤ。やっぱり、こうして帝たいちゃん、ぎゅってしてると落ち着くから……」

「俺は安眠枕まくらか何かか？」

「私の枕になってくれると嬉うれしいな。ずっと温かみがなくて、寒かったんだから……」

　帝輝の温ぬくもりを求めるように胸に顔を埋めて、少し大人しくしていたかと思ったら、

「今日はこれぐらいでいいかな。で、私がこの世界に来た元凶じゃないってわかった？」

　御影は抱きついていた帝輝から離れ、小さく笑う。

「ま、まあ。元々、真ま桜おの話じゃ、元凶は『クラスメイトのことをよく知ってる人物』って可能性が高いらしいしな。お前はあんまりクラスのこと知らなさそうだし」

「悪かったわね。貴方以外、ほとんど知らないわよ。……でも、そうなの？」

「ああ、クラスメイトに合ったユニットが宛あてがわれてるだろ？　弓道部がアーチャーだったり、自転車部がナイトだったり、不良たちがシーフだったり……」

　そう帝たい輝きが言うと、御み影かげは何かに気付いたかのように目を見開いた。その表情には、迷いらしきものも見える。

「帝輝ー！　なにイチャイチャしてんのっ！」

　そこへ、いつの間にか帝輝の背後に椿つば姫きが拗すねた顔で立っていた。

　その隣には少し楽しそうな表情を浮かべた凰おう楽らもいる。

「椿姫。どうかしたか？　怖い顔して……」

「……なんかふたりでいい雰囲気になってるし。何があったの！」

「い、いや、別に何も……。というか、何を怒ってるんだ」

「もー！　真ま桜おちゃんといい楓かえでちゃんといい、可愛かわいい子とばっかり仲良くなって！」

「そんなことないだろ」

「そんなことあるもん！　あたしの気持ちも知らないで、帝輝のばか！　ばか!!」

　舌っ足らずで、いつものような、猫がじゃれるようなやり取り。

「あはははは。こんな世界なのに、ふたりは変わらないね」

　それを凰楽もまたいつものように、呆あきれたように笑うだけだった。

　だが、御影の目は少しずつ冷たくなっていく。

　その鋭利な視線の向かう先は──凰楽だった。

「ねえ」

　小さくも、咎とがめるような声色。

　御影の声を聞いて、帝輝も椿姫も言い合いを止めた。

「どうかしたかい？」

　ただ、睨にらまれている凰楽の表情は変わっていない。

　ところが、御影の表情はさらに険しくなっていく。

「ひとつ聞きたいんだけど。貴方あなた、このマップでわざと失敗してたわね」

　そして、糾弾するようにそう言い放った。

　凰楽は申し訳なさそうな表情を御影に向ける。

「わ、わざとなんかじゃ……。失敗したのは謝るけど……」

「失敗の度が過ぎてるわ。私たちが当たった敵は正直、大したことがない。というか、今のクラスメイトたちの強さだったら、自由に動いても切り抜けられるほどよ。貴方の恐ろしいところは、クラスメイトたちにそれと気付かせないほど、上う手まく失敗したことね」

「……そう、かな？」

「そうよ。あの失敗はやり過ぎだわ。自然に失敗するにはこれしかないっていうぐらいね」

　責める御影に対して、椿姫が反論する。

「な、何言ってるのよ！　なんで凰楽がわざと負けるような真ま似ねしなきゃいけないの!?」

「その方が都合がよかった──とかじゃないのかしら」

「根拠なんか何もないじゃない！」

　そんな根拠があるわけが──いや……あるのだ。

　──ひとつだけ。

『……ユニット、ステータス、使える武器、成り代わる登場人物……自分が主人公になるかとか、ストーリーはゲームに準拠するのかとか、色々と設定したって言ってた』

　真ま桜おが同じようにゲームの世界に囚とらわれた時に得た情報。だからこそ、帝たい輝きもクラス全員のことを知ってて設定できる者が怪しいのだろうと思っていた。

『クラスメイトのことをよく知ってる人物』

　まさに凰おう楽らが当あて嵌はまっているのだ。

「元凶は、『クラスのユニットを、全員が合うように当て嵌められる者』が濃厚なんだよ」

「それに、貴方あなた。私が棋士だってこと、よく知ってたわね。帝たいちゃんは忘れてたわよ。棋士、だからタクティシャン……なんて単純だけど、的を射ているわ」

　御み影かげのその言葉が、それが決定打となった。

「全員が適合し過ぎてる。弓道部の連中はアーチャーで、自転車部や乗馬部は馬や鳥に乗って……不良の連中はシーフ。軍事について明るい滝たき脇わきや品しな川がわも軍師タイプだった。剣道部の椿つば姫きだってそうだ。合い過ぎてる。全員が適性の高いユニットに設定されてる。全員の部活や趣味を知っているやつはひとりしかいなかった。それは……お前だけだ、凰楽」

「………………………………………………………………………………………………」

　凰楽は無表情で、その表情からは考えが読めない。

　帝輝は凰楽を真っ先に容疑者から外していた。ここまで帝輝をフォローしてくれたのは凰楽なのだ。そんな凰楽を元凶と断定するには、証拠がまったく足りていない。

　だが、ここに来て彼は最有力容疑者になってしまった。

　それにもうひとつ、凰楽には怪しい点がある。

　以前、マップ８で見知らぬ敵が出てきた時、帝輝は凰楽に部隊を任せて前線に出張った。後ろから魔女が追いかけてくるあのマップは、魔女の攻撃範囲に入ると魔女は進軍スピードを上げてくる。普通にやれば入るはずはなかったし、凰楽にもそれは言い含めてあった。

　だというのに、魔女に追いつかれてしまったのだ。

　もし、今回のマップ19での失敗もわざとだとすれば、マップ８での事態も故意だったと辻つじ褄つまが合ってしまう。

　ただ、これらはすべて状況証拠に過ぎない。

　帝輝は願うように、否定してくれと祈った。凰楽が元凶などあり得ないはず、と。

「ふぅ……」

　凰楽は小さく溜ため息いきを吐ついた。それは呆あきれたとか、怒ったとか、そんな感情ではない。

　どちらかと言えば、仕方がない……そういった類たぐいの溜息だ。

「まだ誤ご魔ま化かせそうだけど……それももう止やめにしようか」

　凰楽はゆっくりと口を開く。




「その通りだよ。僕がこの世界に皆を召喚した」




　そして、あっさりと告白した。いつもと同じ柔らかい口調で。

　衝撃的な事実だというのに、彼の口調のせいで衝撃が薄らいでいる気すらする。

「じょ、冗談でしょ!?　凰おう楽ら、何言ってるの!?」

「冗談じゃないんだ、椿つば姫きちゃん。ホントのことなんだよ。僕のパソコンにメールが来て……僕はそれに応じた」

　凰楽は自然な動作で椿姫の腕を掴つかみ、引っ張り寄せた。

「お、凰楽……。お前、椿姫に何を……！　何でこんなことを……！」

「……理由なんて、どうでもいいじゃないか。さて、そろそろ元通りにしようか。僕のステータスを見てるといいよ、帝たい輝き」

　凰楽を注視すると、ゲームのようなステータスが網膜に浮かび上がる。

　ユニットはロジスティクス。いわゆる輸送隊のユニット。ステータスは軒並み低い。

　だが、表示部分にノイズが一瞬、走った。

　凰楽から、常に伸びていたはずの光の糸が、プツリと途切れる。魂の絆が──切れた。

　それで、彼のすべてが変わる。

　ユニットは〈ケルビム〉と表示されていた。

　またレベルもステータスも、限界値を超えている。そもそも初代『ＬｏＲ』では出てこないユニット。世界の秘密が明らかになる『ＬｏＲ２』以降のユニットだ。単体でも強いが、天界に住まう生体兵器を乗りこなし、強化する能力まで持っていた。













　彼の簡素で地味だった戦闘服も、変化している。まるで騎士のような銀をベースに、シアン色のマントと装飾がついた全身鎧よろい。そして、その手には神々しく光る剣があった。

「思い描いた展開とは少し違うけど……どうでもいいんだよね。何も変わらない」

「ちょ、ちょっと、凰おう楽ら！　どうしちゃったのよ！」

　椿つば姫きが必死に訴えかける。それでも凰楽は表情ひとつ変えなかった。

「このままじゃ、イベント性に欠けるからさ。だから、椿姫ちゃんは僕が預かっておこう」

　凰楽は椿姫を強引に引き寄せる。

「お、おい！　椿姫に何をする気だ！」

「何もしないよ。ただ、囚とらわれの姫を救い出すってのは燃えるシチュエーションだと思うからさ。それに、その方が帝たい輝きも本気を出すだろうし」

「なんで……！　なんでなんだよ！　どうしてお前が！」

「さあ、楽しもう。帝輝。この世界を──」

　そして、凰楽はふっとその場から消えてしまう。

　掴つかまれていた椿姫と共に……。

「ラストマップで椿姫ちゃんと待ってる」

「椿姫─────────────────────────────────っ！」

　そんな帝輝の叫び声は、虚むなしく空へと溶けていった。













　すでにクラスメイトたちは細かい指示を出さずとも、帝たい輝きの意図をわかってくれている。滝たき脇わき、品しな川がわ、そして伊い勢せ御み影かげの戦術も冴さえ渡わたった。軍師ユニットの三人は帝輝の意向を完全に汲くみ取とり、戦術に反映させていく。

　元々は敵の四軍が攻めてくるマップ19と、最初から四部隊に分かれてしまうマップ22のための措置でもあったが、そこのマップを越えても彼らは自身の部隊を指揮して帝輝の負荷を減らしていた。

　御影の部隊にいる裏うら松まつたちも彼女の命令には従うようで、彼らの盗んでくる武器のおかげで資金の問題も、武器の枯渇についてもまったく問題がない。

　この世界にやってきて二ヶか月げつ──六十一日目。

　ようやくラストマップのひとつ前、マップ24を明日に控えていた。

　帝輝たちは砦とりでの中にある石造りの会議室で戦術を練っている。

「確認するぞ。このマップで危険なのは、ゲームだと３×３マスを占有するドラゴンのユニットだ。広範囲に吐いてくるブレスは二、三回喰くらえば大体のユニットが死ぬ。幸い命中率は高くないから、そこをついていってくれ。増援部隊は滝脇に任せる」

「了解。任せておいてくれ。仁川インチヨン奇襲上陸だろうと、なんだろうと防いでやる」

「品川は滝脇を援護しつつ、不測の事態に備えてほしい」

「おけおけ。奇襲は怖いからね。特に停戦とか、同盟の状態だと」

「後方から襲ってくる部隊は御影、お前に任せていいか？」

「帝たいちゃんの頼みならいいよ、もちろん。でも、帝ちゃんはどうするの？」

　御影が帝ちゃんと呼んでも滝脇も品川も、冷やかしたりすることはない。

　御影がそう呼び始めているのをクラスメイトたちに認知されているということもある。

　だが、凰おう楽らが裏切り、椿つば姫きが連れ去られた事実が重く、冗談を言える雰囲気ではなかった。特に帝輝はクラスメイトたちへの説明にも追われている。いなくなったふたりの重荷が、そのまま彼の肩にのしかかっていた。

　しかし、何よりも彼らがこの場にいないという事実が帝輝にとっては辛つらい。

　だから滝脇も品川も空気を読んで何も言わない。普段のように接しているのだ。

「俺の部隊は前線に当たる。楓かえでを先頭に、いざとなったら俺が──」

「帝ちゃん、楓は滝脇の部隊に編入した方がいいわ。楓の守備力がドラゴンのブレス攻撃では生かされないし、むしろ足の遅さが致命的になる」

「……あ」

　ドラゴンのブレスは守備力を無視する。そんな基本的なことを帝輝は失念していた。

　帝輝の表情が見る見るうちに失意へと変わる。自分を責めるような、そんな顔だ。

「大丈夫だよ、リーダー。あいつにだって事情があったんだろうし、クリアしてから話を聞けばいい。連れ去られた彼女もきっと無事だろう。片かた倉くら景かげ綱つなぐらい冷静になれ」

　滝脇がフォローするように帝輝に言う。

　だが、帝輝の表情は変わらない。

「落ち着けるわけがないだろう……！　凰おう楽らがこの世界に皆を召喚した元凶で、しかも椿つば姫きが連れ去られて……！　でも、もうラストマップに届く……！　あと少しなんだ！」

「お、おい。だから、冷静になれと」

「編成を少し変更する。俺の前線部隊には──」

　表情に焦燥感を張りつかせたまま説明しようとした帝たい輝きの横に、突然、御み影かげが歩み寄る。

　そして、振り向いた帝輝の顔に、御影は自分の手を近づけ──その頬ほおを掴つかみ引っ張った。

「あ、あにふうんだ!?」

「んー。スキンシップ？　十年の隙すき間まを埋める的な」

「ほ、ほい？　ひはげ、ははへ！」

　嫌がる帝輝を無視して、御影は頬を上下左右に引っ張る。

「ちょっと硬いわねぇ。人によるのかしら……」

　突然の奇行に、品しな川がわも滝たき脇わきも絶句していた。言葉を出すことも忘れて、ぽかんと見入る。

　しばらくして満足したのか、御影は手を放した。

「落ち着いた？」

　得意げに語る御影を前に帝輝は、多少落ち着いたというか毒気を抜かれたらしい。とても疲れた顔をしていた。

　ひとつ深呼吸をしながら、天井へと視線を巡らせる。

　そして、こりをほぐすように肩を回しながら視線を御影に戻した。













「悪かったよ。まだ少し出撃までには時間があるし、外で頭を冷やしてくる」

「行ってらっしゃい。その間に、こっちの方でも編成を詰めておくから」

　そして、帝たい輝きは会議室の外に出た。大きな廊下に出る。

　ここは最後のマップに向かうために通る、最後の城だった。

　廊下から繋つながったバルコニーへと出る。そこから見える光景はイベントスチルでも見たことがあった。同じ目線で、同じ光景だった。

　こうして見ると、作り物とも幻とも思えない大地。

　だが、不思議とこれが現実という実感も薄かった。

「はぁ……。情けないな。ここまで指揮してこられたのが不思議なぐらいだ」

　空を見ながら、溜ため息いきを吐ついて自じ嘲ちようする。

　元々、クラスメイトたちのフォローに関して男子は凰おう楽らに、女子は椿つば姫きに任せっきりだった。だからこそいなくなってそのありがたみを改めて実感する。

「……マスター、元気ない。どうしたの？」

　黄昏たそがれていると、真ま桜おがそっと帝輝の隣に立った。

「真桜か。いや、ちょっとな」

「……凰楽君と椿姫さんのこと？」

　真桜の言葉に、帝輝がなんとも言えないように苦笑する。

「まあね。まさか元凶がいつも自分の隣にいるやつとは思わなかった」

「……気付くはずがない。クラスの皆も、彼を元凶だなんて微み塵じんも思ってなかったはず」

　確かに凰楽が元凶だと説明した時、クラスメイトたちの驚きようはこれ以上ないものだった。あれだけ甲か斐い甲が斐いしく皆のために奔走していたのが、一転、敵となったのだから。

　帝輝はもちろん、クラスメイトたちも実感が薄かった。

「真桜をゲームの中に召喚した人はさ。理由を言った？」

「……悪気はなかったみたい。皆に楽しんでほしかったとは言ってた」

「そっか……。悪気はなかった、か……。あいつもそうなのかな」

　凰楽が去り際に言った台詞せりふが脳裏を過よぎる。

『さあ、楽しもう。帝輝。この世界を──』

　帝輝は『ＬｏＲ』の世界に入り込んで指揮を執ってみたいと思っていた。同じゲーム部の仲間だった君きみ尋ひろも怜れ王おも、同じ想おもいを抱いていただろう。きっと誰もが理想として頭に描く。コントローラーを握って戦うのではなく、実際に戦うことを。そこにある自分の凛り々りしい姿を。

　もし、これでクラスメイトたちの命がかかってなければ、最高だったかもしれない。

「まあ、クリアしたら一発ぶん殴るぐらいはさせてもらうさ」

「……暴力、よくない」

「ま、一種のコミュニケーションだよ。なんにせよ、クリアは目指さないとな。現実に戻りたいし、帰ったら真桜の友人たちの証明もしなきゃいけない」

　それに御み影かげとの約束も果たさなければならない。

「……うん。真ま桜おも頑張る。マスターも頑張ろ……？」

　そう拳こぶしを握った姿を見せて、真桜は三角帽子を揺らしながら離れていった。

「元気づけてくれたのかな？」

　あのずっとひとりでいた真桜が気を遣ってくれている。少し心地いい気分だった。

　入れ替わるように今度は五人の女の子たちがやってくる。

「ど、どうも……帝たい輝きさん」「ういーっす。どうよ、リーダー」

　やってきたのは楓かえでや梨り夢むたちだ。バルコニーが狭くなり、一気に密度が上がる。

「どうしたんだ、五人揃そろって」

「そっちの会議が終わるのがおせーから、ちょっと様子を見に来たんだよ。そしたら、なんかあんたがここでサボってるし」

「悪かったな。ちょっと時間を置きたかったんだ」

「い、いや……、いなくなったふたりの件があるし。別にあんたを責めはしないけど……」

　梨夢たちだけでなく、クラスメイトたち全員が気を遣っているらしい。

「凰おう楽らのことは、まったく想像できなかったからな」

「そ、そうですよね……。まさか、って感じでした」

　楓がうんうんと同意する。

「でも、早くあの子を助け出さねーと。あの子、寂さみしがり屋やだから。きっとリーダーが傍そばにいなくて泣いてるよ」

　すると、取り巻きのひとりがそんなことを語った。

「まあ、寂しがりなのはそうだけど……」

「わたしが死んでから生き返って荒れてた時、色々と話したけどホントにあの子はいい女だよ。あんたの嫁なのがもったいないぐらい」

「だから嫁じゃねーっての。幼おさな馴な染じみだよ。というか、お前、あいつと何を話したんだよ」

「おいおい、女の秘密を暴こうとするんじゃないよ」

　そう言って目の前の彼女は笑った。

「なんにせよ、あっしたちの目もく標ひようはクリアすることとー」「あの男をぶん殴ることだねー」

　もうふたりの取り巻きもやる気満々で拳を握る。

　この五人はユニット的には楓を中心に、精神的には梨夢を中心に上う手まくまとまっている。五人単位の部隊として練度は最高クラスだろう。

「ああ、頼りにしてるからな」

「ま、せいぜいこき使えよ。あたしらは一いつ騎き当とう千せんの力を見せてやる。その代わり──」

　梨夢が少し意地の悪い笑みを浮かべる。

「戻ったら、学食でデザート奢おごれよな」

「ぶふっ」

　そんな物言いに帝輝は少しだけ笑ってしまった。

　ゲームの中と言えど、戦争なのだ。その謝礼が学食のデザート。ギャップがあり過ぎる。

「笑うな！　この野郎！」

「ああ、悪い。約束だ。必ず奢おごる」

「私にもね」「あっしにもー」「あたしにもー！」「わ、わたしもいいですか？」

　五人揃そろって集ってくる。楓かえでまでもが乗り気だった。

「へいへい、任せておけよ。部内の大会でゲットした学食のチケットもまだ残ってるしな」

　そんな約束をさせられたが、帝たい輝きとしては悪い気分ではない。

　まだ信頼されている。これまで培つちかってきた信用は、しっかりと積み重なっているのだ。

「このマップを終わらせれば、次が最後のマップだ。そこさえ攻略すれば、元の世界に戻ることができるはず。ロードはあと一回残ってるけど、緊張感を持って頼むぜ」

　帝輝のお願いに、楓と梨り夢むたちは力強く頷うなずいた。




　クラスメイトらはマップ24へと出撃する。

　目的の場所へ向かって進軍する中、偵察に出た飛行ユニットが戻ってきた。バードナイトの鳥とそれに乗った男子が帝輝の横に降りる。

「リーダー。敵の配置が教えられたものと違うぜ。ドラゴンなんてほとんどいなかった」

「ドラゴンがいない？　他に何もいなかったのか？」

「いや、敵軍がいたぜ。前にも見た、鉄仮面や覆面をつけた連中だ」

「マップ８で出てきた連中、か？」

「そうだな。あれに似てたぜ。まったく同じ……かどうかは、ちょっとわからないが」

　仮にマップ８で出てきた連中が自分たちと同じようにレベルアップしているのだとすれば、また苦戦することになるだろう。

　だが、すでにメインとなるクラスメイトたちの育成はほぼ終了しているし、他のクラスメイトたちも一撃は耐えられるぐらいは成長していた。

　無理をしてレベルを上げる必要もない。

「楓。真ま桜お。俺も一緒に前に出る。品しな川がわ、指揮を頼む。滝たき脇わきは品川が暴走しないようお目付役を頼む」

「ちょ、ちょっと！　暴走しないようにって何よ！」

「……そういうところ。馬ば謖しよくか、お前は」

「むぅ……。人を戦闘狂のモンちゃんみたいに……」

　品川は不満そうな表情を浮かべた。彼女の指揮はとても優秀だが、少し攻撃的過ぎて怖いところがある。滝脇を補佐役にするぐらいがちょうどいい。

「任せてくれ。リーダーも気をつけてな」

　そして、帝輝は真桜に顔を向ける。

「真桜。無理しない範囲で前線に出てくれ。俺と楓たちのフォローを頼む」

「了解、マスター」

「よし。楓かえで。俺たちも行こう」

「はいっ、帝たい輝きさん。頑張りましょう！」

　そして、帝輝たちは部隊に先行する。その後ろを品しな川がわが指揮していた。

　少しして、報告にあった敵の姿が現れる。鉄鎧よろい、皮鎧、ローブ等々、統一性のない混成部隊。まるで主人公たちと同じだ。その姿は敵の纏まとう装備品で固められており、また仮面や覆面のせいでその顔はようとして知れない。

「……お前たちの部隊はどこの所属だ!?」

　帝輝が声を張り上げて、敵の部隊へと問いかける。

　彼らはゲームでは存在していなかった部隊だ。そもそも敵はすでに人間相手ではなく、ドラゴンや獣相手となっている。このマップには人間の敵などあまり出てこない。せいぜい盗賊がいるぐらいだが、こんな形で徒党を組んではいない。

　彼らの人数は陣形のせいでわかりづらいが、そこまで多くはなかった。だが、少なくもないだろうと帝輝は見ている。

「………」

　帝輝の問いかけに、敵部隊は沈黙を返した。

　元々ゲームにない台詞せりふを敵は喋しやべらない。せいぜいかけ声を出すぐらいで、帝輝たちの問いかけに答えたことはなかった。ゲーム内の人物で融通が利くのはナビゲーター役のエリスぐらいで、武器屋や道具屋の人間も必要以上のことは言わない。

　目の前にいる彼らもまたゲームの敵と同じように、返答を返そうとはしなかった。

　逆に──彼らは猛然と襲いかかってくる。

『ゲームにはいない軍勢。その上、数手先を見たような動き。アイテムの交換までしていたわ。プログラムなら常に最善手を打つわけだし、あんな指揮ができるわけがない』

　帝輝は御み影かげの言っていた話を思い出す。

　彼らが人であれば、そもそもこちらの声に反応しないのはなぜか。

　彼らの顔を見ることができないのはなぜか。

　当初、帝輝はあらゆる技術的な要素を無視して、予想していた考えがあった。

　これは何かしらのエンターテイメントで、自分らはその興行に参加させられている、というものだ。誰が一番早くクリアするか……というようなものだ。そうだとすれば、凰おう楽らはそれに乗ってクラスメイトを巻き込んだ形だ。

　知らない場所で競わされてて、それが他人の娯楽になっているというのはとてもよくある物語のひとつである。

　だとすれば、彼らの中に主人公と同じ格好をしている者がいるはずだった。

　娯楽であれば、競わせるのは同等な条件であるべきだからだ。

　しかし、そんな格好の者は向こうには誰もいない。彼らと自分たちは、ユニットの編成も違っていた。

　その上、彼らはこちらに向かって襲いかかってくる。殺しに来ているのだ。

　であれば、戦う以外の選択肢がない。

　やはり、すべての真実は凰おう楽らから聞き出すしかないのだ。

「……いくぞ！」

　帝たい輝きは剣を取り出す。それは、マップ19をクリアした時に入手した、真の力を発揮している〈ルインブリンガー〉。

　物語におけるキーとなる剣、かつ、このゲームにおける最強の剣だ。劣化しない性質を持つこの武器は、何度振ってもなくなることはない。

　そして、その剣を振りかぶり、帝輝は無造作に見えるほど大胆に敵軍へと突っ込んだ。突然の突撃に対応できなかったのか、前線で固めていた重装歩兵のユニットたちは一撃でその命を散らす。

　敵軍に動揺が走ったかのように動きが鈍にぶった。こういうところも非常に人間らしい。

　改めて、相手は人間ではないのか……という疑念が膨れあがる。

　だが、動きを止めるわけにはいかない。

　帝輝とて、クラスメイトたちの命を背負っているのだから。

「はあああああああああああああああああああああああああっ！」

　突然の強力な攻撃によって前線をズタズタにされた敵軍は、それでも戦線を支えた。しかし、そこに楓かえで、真ま桜おの攻撃までもが浸食する。

　敵のレベルもまたほぼ限界に近いユニットばかりだ。

　帝輝のレベルはスタートしてから一度も上がっていない。

　その分、ステータスは近づいてきている。

　だが、それでも様々なギフトに支えられた、帝輝の強さは一般ユニットでは敵かなわない。

　敵軍は帝輝によって、あっという間に戦線崩壊間近となっていた。

「………」

　そこにふらり、と。

　無言で、ひとりの剣士が前に出る。覆面のせいで中にある顔は見えない。

　ただ、その敵が醸し出す雰囲気には覚えがあった。記憶の片隅へ僅わずかに引っかかる。だが、微妙なところで思い出せない。喉のどまで出かかっているというのに。

　その上、その思考は中断させられた。

　敵の剣士がその手に持つ剣を振りかぶったのだ。位置的には、こちらに決して攻撃は届かない。だが、敵は未知であり、真っ当に考えていても意味がなかった。

「！　楓、避よけろ！」

　剣が振り下ろされる。

「きゃうっ！」

　その剣から真空刃のようなものが飛び、地面を斬きり裂きながら楓へと命中した。

　帝輝の叫び虚むなしく楓のＨＰヒツトポイントが一気に減る。一撃での死は避けられたようだが、瀕ひん死しになっており、もう一度喰くらえば確実に死亡だ。

　帝たい輝きはすぐに敵剣士のステータスを確認する。

　ステータスは軒並み高い。その上、秘奥義系ギフトのアーケインギフトまで所持しており、非常に充実していた。とてつもない攻撃力が容易に想像できる。

「楓かえで！　俺の後ろに！　できる限り遠ざかれ！」

「だ、大丈夫です！」

　見れば楓のＨＰヒツトポイントはすでに回復していた。品しな川がわが気を利かせて遠距離での回復魔法を指示したのだろう。だが、この剣士は相手が回復した程度で止まるような、そんなユニットではない。何の根拠もなかったが、雰囲気で帝輝はそれを感じ取った。

「大丈夫じゃない！　頼むから後ろに下がってくれ！　こいつだけはヤバい！　後ろに下がって、それを真ま桜おにも伝えてくれ！　絶対に手を出すなよ！」

「はっ、はい！　す、すいません！」

　帝輝が強くそう言うと、楓もビクリとしてその指示に従う。帝輝の様子を察したのだ。

　そして、帝輝と剣士は少しだけ距離を挟んで対たい峙じし合う。

　先に動いたのは剣士だった。剣士はまたも距離を開けて振りかぶり、その剣を振り下ろす。その音速で飛んでくる真空刃を帝輝はギリギリで避よけた。命中処理を回避する。

　あの距離で剣を持っている以上、剣士にできることはそれ以外にない。ギフトも遠距離のものは今のものしかなかった。他は近距離戦闘に特化したギフトと、味方を支援するためのギフトで固められている。

「はっ！」

　遠距離での差し合いでもいいのだが、帝輝は敢あえて懐ふところに飛び込んだ。

　帝輝とて遠距離よりも近距離の方が得意だった。敵剣士を自由に動かさないためにも、近距離での差し合いをする必要がある。この剣士が自由に動けば、楓や真桜に一気に近づかれて、やられてしまう可能性がある。

「………」

　相変わらず剣士は何も言わなかった。

　いや、言わないどころではない。息遣いすら感じられなかった。

「!?」

　ところが、覆面の下にある口は微かすかに動いている。

　ゲームの敵キャラクターたちからは息遣いぐらいは聞こえていたし、微かなかけ声を出すこともあった。

　しかし、彼らにはそれすらない。

　そういう意味では、目の前の彼らはゲームの敵キャラクターよりも異常と言える。

　人か、ゲームキャラクターか。

　帝輝には判別がつかない。だが、人だとしても意思の疎通がそもそもできないのだ。その上で襲ってくるのであれば戦うほかない。前へ進むためにも。椿つば姫きを助けるためにも。

　剣士の剣が帝輝を襲う。守備力に特化したギフトを持つ帝輝が、このゲームの中に入って初めてダメージを負った。

「マスター！」「帝たい輝きさん！」

　真ま桜おと楓かえでの心配そうな声が届く。

「くそっ！」

　しかし、帝輝もまた剣を振るい、剣士に命中させた。剣士は守備に関連するギフトを取っていないため、すんなりとダメージが入る。

　剣士が一歩引いた。

　その隙すきを逃さずに帝輝が前に出る。剣を一いつ閃せん。剣そのものは命中したが判定で失敗した。

「チッ」

　帝輝が舌打ちをした瞬間に、次の剣士の攻撃が来る。帝輝はギフト〈リフレクター〉を発動させた。物理攻撃反射ギフト。攻撃がそのまま相手のダメージとなる。

　剣士はダメージ量を不利と見たか、大きく離れた。

　その隣に魔道士然とした者が近寄る。

「………」

　口を動かし、何かを喋しやべっていた。だが、声がまったく聞こえない。

　彼らもまた、自分たちと同じように意思があり相談をしているように見えた。

　そして、その剣士が指を動かす。

　帝輝から見て、上から下、左へと。

　つまり、当事者からすれば上から下、右。

　それは……

「ロード画面表示のジェスチャー……！」

　帝輝の目に、ロード画面は映らない。だが、ロード画面を操作しているのだということは指の動きでわかる。

　そして、彼が指で虚空を押した瞬間──彼らは一瞬のうちに消えていった。

　──ただ。

　その一瞬、彼らの覆面や鉄仮面が消え、刹せつ那な、中の顔が露あらわになったのを帝輝は見た。

「今の……」

　その顔を、理解できなかった。理解したくなかった。

　間違いなかった。一瞬だけ見えた、あの剣士の顔。

　あれは帝輝と同じ部活の仲間。

『見つかっちまったか。じゃ、また後でな、ふたりとも。あと帝輝、愚妹によろしく！』

　飛行機でも話をした、若わか槻つき怜れ王おのものだ。

　すべてに合点がいく。

　あの戦い方も、一部のギフト構成も怜王が好むものだ。

　確信する。マップ８で出てきた軍勢。

　あれももうひとりの親友、柳生やぎゆう君きみ尋ひろのものだったのだと。













　戦いはやるたびに常にその表情を変えていくため、確信が持てなかった。

　ギフト構成はいつも対戦している時と違う。だが、それは当然だ。帝たい輝きとて自身よりも仲間を支援するギフトを選んでいる。彼らとて全員で生き残るにはそうするほかない。

　君きみ尋ひろや怜れ王おと戦う時の息吹を感じても。

　意思の疎通が図れない、他のクラスが巻き込まれているとも知らない。

　それでも……視し野や狭きよう窄さくに陥っていたのだと、帝輝は歯ぎしりをする。

　他のクラスが巻き込まれている……その発想から逃避していたのだ。

「気付くべきだったんだ……！」

　目を逸そらしていた。

　あり得ない、と。そんなことが、あってほしくない、と。

　帝輝たちは知らず知らずのうちに、他のクラスの生徒たちと戦っていたのだ。




　マップ24を犠牲者をひとりも出さずにクリアしたものの、帝輝の表情は暗い。

　他のクラスと知らずに戦い、それを倒していたのだから気分が悪くなるのも当然だった。ロードをしたということは無事なはずなのだが、それでも気分が晴れない。

　それをクラスメイトたちに告げるわけにもいかず、帝輝はひとりでそれを抱え込む。

「……みんな、あとひとつだ。ラストのマップに向けて英気を養ってくれ」

　帝輝の言葉でクラスメイトたちは、砦とりでの中に散っていった。

　御み影かげと楓かえで、そして真ま桜おだけが帝たい輝きを心配してか自主的に残っている。

「帝たいちゃん、顔色悪いよ？」「帝輝さん、少し休んだ方が」「……マスター。病気みたい」

　散々な言われようだが、それも帝輝は自覚していた。

「あー、悪いな。色々と考えるところがあって」

「椿つば姫きさんなら、絶対に無事ですよ！」

　楓が元気づけるように言う。

「ありがとう、楓」

　しかし、帝輝の抱えた問題はそれだけではなくなった。

　どこかのタイミングで、他のクラスについて、言及しなければならない。

「ちょっと気分転換に散歩してくるから」

　三人に軽く挨あい拶さつしてから、帝輝はひとり砦とりでの外へ出る。

　そこにはまるで門番のように、エリスが待機していた。

　帝輝はすぐにエリスへと駆け寄り、その肩を掴つかむ。

「エリス、お前は知っていたのか……！」

　怒りの形相で睨にらまれても、肩を掴まれても、エリスの表情はまったく変化しない。

「何をでしょうか？」

「他のクラスの連中が、この世界に巻き込まれていることにだ！」

　エリスは口を引き結び、それから帝輝にゆっくりとした口調で説明を始めた。




「帝輝様がヴェリール王国の王子であるように、怜れ王お様と君きみ尋ひろ様も別の国の王子を担当しておられます」




　淡々とした口調で告げられる。それでようやく繋つながった。

　元々、怜王と君尋が扮ふんする別の国──主人公の隣国の王子たちは戦争には間に合っていないという設定なのだ。

　ファンの間では、様々な論争があった。

　もし彼らが間に合っていたら、どんな進軍ルートを進むのだろうか、と。

　ゲームは容量の都合で彼らの活躍が削られたという話もあった。

　だが、もし。

　その間に合っていたという前提にゲームが作り直されているとすれば？

　だとすれば、怜王と君尋は、帝輝よりも過酷な状況を強いられていたのかもしれない。

「それで……俺らとは意思の疎通が図れないようになってたのはなんでだ」

「私の与あずかり知しらぬところです。私は設定された指示に従い、こうして話しています」

　エリスは初期設定における事情は知識としてあるようだが、それだけだ。帝輝たちがここに入った理由も何も知らなかった。何しろ、凰おう楽らが裏切ったことすら知らないのだ。

　知っていることは他にもあるとはいえ、積極的に教えようとはしない。

　ただただ彼女はここでの役割を、設定に従って演じているだけなのだろう。

「……クリアしたら、あいつらはどうなる？」

「わかりません」

　帝たい輝きは舌打ちする。結局、なにもわからないままだった。

　だが、帝輝たちがやれることは多くない。

　ただただ、前に進み、そして現実に戻る……できることは、それだけだった。

　怜れ王おや君きみ尋ひろが今、どこにいるかもわからない。そもそも会ってもコミュニケーションが取れないのだ。その上、クリアしても彼らの無事は保証されていない。こちらが意識的に攻略を遅らせても、意味がないかこちらが不利になるだけだ。

　帝輝は苦渋の表情を作る。

「話は終わりだ。砦とりでに戻るぞ……」

「はい、帝輝様」

　仲間たちと、ラストマップの相談をしなくてはならなかった。





　　　　◇　　◇　　◇






　帝輝たちは一日休憩を挟んでから、ついにマップ25──ラストマップへと辿たどり着つく。

　ゲームを締めくくる敵は人間ではない。

〈黒こく天てん獣じゆう〉と呼ばれる、戦争の発端となった帝国の属国が召喚した魔獣だ。

　後々のシリーズでこの魔獣の正体が判明するのだが、それはさておき、このゲームにおいての事実上のラスボスとなる。

　そして、このマップ──遺跡の奥深くには、この〈黒天獣〉しか配置されていない。

「でかいな……。ビルか何かか」

　帝輝は感嘆の吐息を漏もらす。

　それは、あまりにも巨大だった。

　ゲームにおいて、10×10というマス目を埋める巨体を誇っているが、実際に見るとそれよりも遥はるかに大きく感じるほどだ。

　ゲーム内で感じた巨大感を超えているのは、高さが目に見えるからだろう。十階建てのビルの大きさを優に超えている。

　四つ足ではあるが、その身体からだに生える無数の触手のせいで手足は隠れていた。また多くの不気味な赤い瞳が触手の陰に見え隠れしており、それもまた不気味さに拍車をかける。

　少なくとも一般的ではないデザインの怪物に、クラスメイトたちは怯おびえていた。特に女子の生理的嫌悪が酷ひどい。

　この大きさや姿を前まえ以もつて説明したものの、クラスメイトたちは呆あつ気けに取られていた。

「大き過ぎだ、これは！」「ヨグ＝ソトースか何か？　ＳＡＮ値なくなってないよね？」「無理ゲーじゃね？」「人に倒せるの、これ？」「矢とか刺さらなさそうなんだけど！」

　今までで一番大きなドラゴンですら、３×３のマス目を占有する程度だった。

　あれはまだ少し大きい動物という意識で済んでいたが、今、目の前にいる悪夢は違う。

　それでもこの化け物を倒し、現実に帰るために、帝たい輝きたちはここまで来た。

　全員のユニットのレベルがほぼ最大。考え得る限り、最強の武器と道具をクラスメイトには持たせている。回復アイテムの用意も充分だ。

「この〈黒こく天てん獣じゆう〉が初代と同じなら間違いなく倒せるはず……！」

　だが、ひとり。ここには異物が紛れ込んでいる。

「来たね。帝輝」

　その魔獣の上に、凰おう楽らが立っていた。前回変身した時に見た、銀の鎧よろいを纏まとって。

　悠然と帝輝たちを見下ろしている。

　その凰楽の下には椿つば姫きがいた。〈黒天獣〉の額ひたいに張りつけられた形で、彼女は力なく項うな垂だれている。

「椿姫ちゃんは気絶してるだけだよ。〈スリープ〉の魔法を使っただけだからね」

「お、おい！　下りてこいよ！　何を気取ってるんだよ！」

　クラスメイトのひとりが前へ出て訴えかける。だが、凰楽はクスリと笑うだけだった。

「この期に及んでも、まだそんなことを言ってるの？　そんなことを言ってると」

〈黒天獣〉がゆっくりと動く。その身体からだから伸びる触手が彼に絡みついた。

「死ぬよ」

　その一撃で言葉通り、触手に絡まれて彼は死んだ。

「え……」

　呆あつ気けなく。一撃で。

　彼のレベルも相当高くなっていたはずだが、一撃で死亡した。身体があっさりと消える。

「そんな……」

　御み影かげが信じられないような声をあげた。その顔も今起きたことを受け止められていない。

「帝輝。忘れたのかい。この〈黒天獣〉は天界の生体兵器だってことを。その生体兵器は単体でも強いけど──それを操るユニットが乗れば、さらに強化されるってことを」

　帝輝はもちろん知っている。その可能性はあり得ると考えてさえいた。

　だが、その強化はゲームを超えている。この天使の操る〈黒天獣〉は『ＬｏＲ３』で戦う相手であり、初代『ＬｏＲ』ではない。そもそも、初代『ＬｏＲ』では……。

「まあ、僕が乗っていたら、もう初代『ＬｏＲ』のユニットじゃ倒せないんだけどね」

　凰楽の言う通り、初代『ＬｏＲ』では『ＬｏＲ３』の〈黒天獣〉は倒せない。

　そもそもステータスの上限が違う。仕様そのものが違うと言ってもいい。

　その上、この〈黒天獣〉が持つ〈ゴスペル〉というギフトを無効化しなければ、まともにダメージも与えることができなかった。この〈ゴスペル〉はあらゆる害意を防ぎ、攻撃力を上げる、神の加護を持つユニットの証あかしなのだ。

　それを壊こわすためには、一ターンに一定以上のダメージを与えることが条件となる。

　だが、

「帝たい輝きが三人ぐらいいないと、この〈ゴスペル〉無効化のダメージは出せないけどね！」

　そう。クラスメイト全員で同時に攻撃できたとしても、破壊条件のダメージの三分の二までが限度だろう。その上、ダメージを与えるには、全員で近づかなければならない。それは攻撃を喰くらう危険もあるということだ。

　このままでは呑のまれてしまう。そう感じた帝輝はすぐさま斬きり込んだ。

「〈ルインブリンガー〉！」

　ルインブリンガーの所持者が持つギフト。剣が光り、その軌跡が〈黒こく天てん獣じゆう〉を全力で切り刻んだ。

「ははははははははは。無駄だよ、帝輝」

　しかし、仕様通りダメージが入らない。帝輝ひとりの全力だけではどうにもならない。

　帝輝三人が同時に攻撃をして、今の三倍のダメージを叩たたき出さなければならないのだ。

「え、今……ダメージ……０？」

　そして、今の帝輝の攻撃が〈黒天獣〉のＨＰヒツトポイントにダメージを与えられなかったのは、クラスメイトの全員が見てしまっている。

　その意味を知った彼らに絶望が蔓まん延えんするのに、そう時間はかからなかった。

「お、おい……。どうするのだ、これは！」「こんな時に、どうしろってのよ！」

　遺跡の広間に、クラスメイトたちの叫声が迸ほとばしる。

「ははははははははは。これはやっぱり反則だったかな。でも……戦いで容赦はしない」

「なんで！　何でこんなことをするんだよ、細ほそ川かわ！」

　誰かが凰おう楽らに叫んでも、それは次の攻撃対象になるだけだった。

　凰楽はまったく容赦をしない。

「理由はどうでもいい。君らがやるべきことは僕を倒すことだ！　帝輝だけじゃない。この瞬間だけでも、君らは楽しんでくれ！　僕にはこうすることしかできない！」

　触手に突き抜かれ、巻きつかれ、触手の出す光に焼かれ──次々とクラスメイトたちがやられていく。ステータスが違い過ぎて、まるで勝負になっていなかった。これは戦闘ではなく、ただの虐殺だ。

　これがゲームであれば、誰もがクソゲーだと判定することだろう。ダメージは通らない。通すためには圧倒的にダメージが足りない。相手の攻撃は、もはや反則レベルの攻撃力。

　勝ち筋など、最初から見えていなかった。

「……あいつは私たちに、勝たせたくないってことかしらね」

　御み影かげが溜ため息いきを吐ついて言う。すでに諦あきらめ気味の表情だった。

「冗談じゃないッ！」

　帝輝が再び剣を構えて、〈黒天獣〉に接敵する。

　クラスの皆がここまで必死に戦ってきたのだ。

　クリアは目前。この敵を倒せば終わる。倒せば現実に戻れるのだ。倒せば、すべてが終わる。倒せば、すべてが正しくなる。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　だというのに、帝たい輝きが全力を尽くしてもなお、〈黒こく天てん獣じゆう〉のＨＰヒツトポイントゲージは減らない。

「か、回復が尽き──」

　生き残っていた最後のメディックが叫ぶ。その瞬間、触手に貫かれた。

　一撃で死なないクラスメイトもいた。回復役に何度も回復されてきたユニットたちも、ひとりずつひとりずつその姿を消していく。

　回復手段が尽きれば、あとは運うん否ぷ天てん賦ぷの勝負にしかならない。

　すなわち、敵の攻撃が命中判定で回避になることを祈りながら攻撃を叩たたき込むことだ。

　しかし、そんなものが上う手まくいくわけがない。

「あっ……。ご、ごめんなさい……梨り夢むさん……、帝輝さん……」

　楓かえでが触手の一撃を喰くらい、ＨＰを０にする。その身体からだは呆あつ気けなく消えていった。

「楓────────────────────────────────っ!?」

　梨夢が彼女の名前を悲痛に叫ぶ。だが、その梨夢もまた触手に巻きつかれ、死亡する。

　叫んだところでどうにもならない。

「……あとは任せる。マスター」

　真ま桜おが最後の魔法を使う。それはこのゲームの魔法ではない。

　床が、大地が、大気が、鳴動を始めた。

「……すべての世界に終しゆう焉えんを。《ラグナロク》」

　光が溢あふれ、それが無数の巨大な槍やりへと変わる。

　その槍は次々に〈黒天獣〉の全身へと突き刺さった。だが、相手の〈ゴスペル〉はまったく壊こわれる気配を見せない。ノーダメージだった。

「……マスター……………………ごめんね……」

　触手が伸び、その攻撃に貫かれた真桜が消えていく。

　倒せない。

　また、クラスメイトたちが死んでいく。その世界から消えていく。

　成長したはずのクラスメイトたちが。

　一撃では死ななくても、しかし、二撃、あるいは三撃喰らって呆気なく死んでいく。

　圧倒的な理不尽。容赦のない壊滅。完かん璧ぺきなる完敗だった。

「くそっ！　ロードするぞ！　全員、とにかくあいつから離れろ！」

　もはや立て直す手段はそれしかない。

　帝輝は指を上から下へ、そして最後に右へ。帝輝の目の前に、長方形のホログラフィーが三つ並んで表示された。

　すると、滝たき脇わきが帝輝に近づく。

「お、おい！　彼女はどうなってもいいのか!?」

　滝脇が〈黒天獣〉の額ひたいに括くくりつけられた椿つば姫きを指さした。

　帝たい輝きはそれを見て、歯を折らんばかりに食いしばる。

「いいわけねぇだろ！　だけど、こんなものロードしなきゃどうにもならない！　皆が、仲間がほとんど死んでるんだ！」

「だが……」

　そんな滝たき脇わきを御み影かげが止める。

「もう、それしか手段はないわ。私たちは……負けたの」

「くそっ！　なんなんだよ、これは！　カンブレーやソンムで、戦車を初めて見た兵士はこんな気持ちだったのか!?」

　滝脇が珍しく焦ったように毒づいた。

「……どれだ」

　帝輝は目の前に展開された三つのセーブスロットを見る。本来であれば、一番下──最新のセーブデータを選ぶ。

　マップ25を最初からやり直し、倒す方法はインターミッション中に模索すればいい。

　しかし──。

　倒す方法が見つかるのか？　このマップをまたやって、この〈黒こく天てん獣じゆう〉を倒せるのか？

　そんな疑念が帝輝の心を強い不安に染める。

　自分たちは全力を尽くしたはずだ。命中判定や回避判定で嫌われたわけではない。

　ステータスは申し分なかったはずだ。最高難度だろうと、ゲームと同じであれば三十分も使うことなく〈黒天獣〉を倒し切れたはずだった。

　だが、圧倒的なステータスに押し潰つぶされた。仕様の違いにこちらの攻撃は封じられた。

　まともにプレイするだけでは倒せない。倒せるわけがない。

　最後のロードなのだ。残り一回のロードなのだ。

　選択を間違えれば、詰み──死へと直行する。もはや、誰の死も許されない。

　次にまた同じ状況になれば、誰も生き残ることなく全員が絶望の檻おりに囚とらわれる。

「すまん、皆……」

　苦渋の表情を浮かべて、帝輝は──一番上のセーブデータをロードした。





　　　　◇　　◇　　◇






　風景が一変した。クラスメイトたちは自分たちが倒れていることを自覚する。

　身体からだを起こして周囲を見ると、それはゲームスタート時の広場だ。

　帝輝は全員のレベルを見る。全員がレベル１だった。必死に取ってきた武器も何もない。

「な、なんだよ、これ……！」

　誰かが嘆くように叫んだ。クラスメイトたちが少しずつ今の状況に気付く。

　すべてが元に戻ったことに。レベルもステータスも武器も、死んだ者すらも。

　完全にスタートした時……こちらの世界にやってきた時と同じ状況に戻っている。

　帝たい輝きが念のために残していた、最初のセーブデータをロードして。

　戻っていないのは記憶と、凰おう楽らと椿つば姫きのふたりだけだ。ふたりがいないのは凰楽の仕業なのだろうが、帝輝に理由はわからない。

「おィ！　どうなッてるんだよォ!?」

　裏うら松まつを先頭にクラスメイトたちが帝輝に詰め寄る。

「すまない。ダメだった。凰楽が乗った〈黒こく天てん獣じゆう〉は強過ぎる。今のままじゃ勝つのは不可能だと判断した。あのままマップ25をやり直しても、またやられるだけだ」

「おめェの記憶違いかァ!?　ふざけ──」

「記憶違いなんかじゃないわ！」

　帝輝と裏松の間に、御み影かげが強引に割り込む。そして、クラスメイトたちを射い殺ころすような目で睨にらみ据すえた。

「あれは明らかにゲームと同じではないわ。そもそもこのゲームでは出てこない、次の次のシリーズで出てくるような敵ユニットよ。次のシリーズからステータスの上限も上がる。今の私たちだけじゃ勝てっこないわ」

「た、確かに帝輝さんの攻撃力は、あのラスボスの守備力を上回っていました……。で、でも、ダメージは減らなかった。ＨＰヒツトポイントゲージが減ってなかったですし」

　御影に続き、楓かえでが小さく呟つぶやく。〈黒天獣〉の持つ〈ゴスペル〉はステータスなど関係なく、ダメージを遮断するからだ。そのことに異常を感じた者は楓だけではない。

　凰楽が敵ということもあって、何かがおかしくなったのだと朧おぼろ気げに感じている者もいる。

「今まで彼の言う通りにやってきて、それで勝ててきた。前まえ以もつて敵のステータスまでわかった舐なめプ状態だったわ。でも、あのラスボスだけは違ったの。誰かそんなこと予想できた？　凰楽が元凶だって予測できた人は？　帝たいちゃんを責めるのは酷というものよ」

　御影はクラスメイトたちの視線に決して引かなかった。

「これ以上、ぐだぐだ言うなら勝手にやって勝手に死ね。従うしか能がないくせに、ちょっと最初に戻ったぐらいでぐだぐだ言って。彼を責めるなんてお門違いなのよ！　これ以上、帝ちゃんに重荷を背負わすな！」

「てめェ、自分のこと棚に上げて──」

「帝ちゃんのためなら、棚だろうと軌道衛星上だろうと上げてやるわよ！」

　さらに暴言まで吐いて、いつも通りの様子になる。御影の勢いにクラスメイトたちは押されて沈黙した。

「皆さんも理解してると思います。あの巨大な獣には今のままじゃ勝てないことに……」

「……ダメージが入らないのだから、どうしようもない。誰がどうやっても無理だった。それをマスターひとりに押しつけるのはよくない」

　楓と真ま桜おも帝輝のフォローに回る。

「だよねっ」「どう考えてもおかしかったよー」「あっしも変だって思ったけど……」

　いや、誰だって帝輝の責任ではないことぐらい理解しているのだ。

　凰おう楽らの乗る〈黒こく天てん獣じゆう〉に勝つことは、あの時点では不可能だったということに。

　帝たい輝きはすべてのユニットに考え得る限り、最高の武器と道具を手渡していた。

　全員の荷物がすべて埋まるほど回復アイテムを用意していた。

　慎重に慎重を重ね、万全な状態を作ったのだ。滝たき脇わきや品しな川がわが引くほどに。

　あれで勝てないのであれば、そもそも最初から勝てなかったということになる。

　彼らはリーダーという引っ張ってきた立場の者に対して、絶望の反動をぶつけているだけだ。

「でも、だとしたらアレをどうやって倒せばいいのだ？」

　誰かが呟つぶやく。

　その絶望もまた、事実だった。

　凰楽の乗る〈黒天獣〉を倒すのは、不可能ということになる。

「正直に言えば、前回と同じように進めても無理だ。その上で、全員レベルを最大にしたとしてもあのボスを倒すのは不可能だと思う」

　あのすべての攻撃を無効化する〈ゴスペル〉を叩たたき壊こわさなければならない。

　そのためには帝輝とほぼ同レベルの攻撃力が他にふたりほど必要だ。同時に攻撃し、一定以上のダメージを叩き出さなければならない。

　だが、今いるユニットを全員攻撃力特化で育てたとしても、それは無理なのだ。全員が〈黒天獣〉に近づいて攻撃する行為など後々反撃で死ぬだけだ。それでは意味がない。

　しかし、帝輝は微かすかな希望を口にする。

「手が、ないわけじゃない」

　可能性は薄い。

　確証すらまったくない。

「もっと、視野を広げて………………〈黒天獣〉は皆で協力すれば倒せるはずなんだ」

　他のクラスの彼ら──若わか槻つき怜れ王おと柳生やぎゆう君きみ尋ひろと出会い、意思の疎通の図れない彼らと、どうにかして共同で事に当たれれば。

　そこに希望があるはずなのだ。

　そんな帝輝の言葉に、クラス委員長がふっと笑う。

「可能性があるならいいさ。このまま死ぬよりはな」

「そうね。座して死を待つよりかは、足あ掻がきたいかな」

　そんな委員長の言葉に副委員長も同意した。

　委員長コンビの言葉を聞いて、次々にクラスメイトたちもそれに続く。

　彼らの気力が少しずつ湧わき、瞳に力が戻ってきた。

「皆……」

「さ、帝たいちゃん。行きましょ？　私はあなたの望む、最高の指揮を執るわ」

　御み影かげが元気づけるような笑顔をくれる。

　笑顔に慣れていないのか、ぎこちない無理をしたものだったが、それで逆に励まされた。

「い、行きましょう、帝たい輝きさん！　わたしは今回も必ず皆を守ります！」

「……大丈夫、マスター。真ま桜おが次こそは絶対にどうにかしてみせるから」

　楓かえでと真桜も、また帝輝に希望を、そして力を与えてくれる。

　おかげで帝輝にも、再びこの戦争を戦うための勇気が湧わいた。

　帝輝は強く剣を握る。それは先程までの〈ルインブリンガー〉ではなく、初期で持っているアイアンソードだったが、それで充分だった。

　剣を握った手を大きく上げて、天に向けて掲げた。

「よし。皆の命、また俺に預けてくれ。シミュレーション・エントランス！」

「「「「おうっ！」」」」

　そして、クラスメイトたちの歓声と共に、木々がざわついた。

『頭領！　ヴェリール王国の王子ですぜ。帝都防衛戦の敗北でこの国に流れてきた』

『へっへっへ。これはラッキーだぜ。一応、こいつも安いが賞金首だからな』

　これで通算三度目の邂かい逅こうだ。最初のマップの山賊たちである。

『野郎ども！　全員、叩たたっ切っちまえ！　首級をなくすなよ！』

『『『『『おおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』』』』』

　山賊の咆ほう哮こうに、クラスメイトたちが吠ほえ返す。

「はっ！　山賊風情が舐なめんな！」「なます切りにしてやるぜ！」「援護するからしっかりね！」「もうこれでロードはないからね！」「ワンミスも許されないよ、集中！」

　もう山賊に怯おびえていたクラスメイトたちはいない。

　そこにいたのは、帝輝と変わらぬ英雄スペシヤリストたちだった。




　できる限り慎重に、しかし、時には大胆に。

　再攻略は実際の経験が一番の経験値となって順調に進んだ。

　特に記憶が引き継がれるため、楓や真桜、そして、御み影かげは最初から高いパフォーマンスを発揮できている。

「順調ね。遺産建設に失敗してないみたいに」「マニラ湾海戦ぐらい順調じゃなきゃ困る」

　品しな川がわと滝たき脇わきがそれぞれ呟つぶやく。事実、順調に進む帝輝たちは、この世界に来てから七十九日目にマップ８へと辿たどり着ついていた。

　ここは謎なぞの混成部隊が出てきたところだ。帝輝の考え得る限り、他のクラスの面々──推測では君きみ尋ひろがいるクラスの部隊だ。

　しかし、今回のマップ８に彼らは出てこなかった。

「……何で出てこなかったんだろう？」

　先程、魔女を単騎で倒した真桜が不思議そうに首を傾かしげる。

「前回出会ったのは、おそらく向こうと攻略速度がかち合ったからだな」

「……どういうこと？」

「彼らは彼らでひとつの国の部隊を率いているという設定らしいからな。おそらくは進軍ルートも決められている。主人公に近い進軍ルートをね」

　事実、他の国でのプレイも想定されていたらしいのだ。もっとも容量とスケジュールの都合でそうはならなかったが。

「俺らと彼らのロードは連動していない。君きみ尋ひろや怜れ王おたちもロードをしながら進んでいるんだ。怜王がロードしたのは見たし、どんなデータを読み込んだのかはわからないけど、同じように始めて進んでいたんだと思う。で、かち合えば同じマップに転送されるんだ」

「……それで進めているうちに、偶然、タイミングと転送される戦場が被かぶった？」

「そう。君尋たちはマップ８で敵部隊と戦ってたし、マップ24で怜王たちはドラゴンたちをすでに倒していた。攻略時間が被っていたはずなんだ」

「……でも、それだと相手がクリアしてたら、どうなってたんだろう？」

「おそらく俺らだけで彼らのいないマップに行くだけで新規のマップが作られてるだろう。ふたつの部隊が同じタイミングで同じマップに入ってる時だけ、そういう鉢合わせが起こるんだと思う」

「……それも凰おう楽ら君の設定？」

「たぶんな……」

　少し不安に思いながらも、帝たい輝きたちはさらに進んだ。

　前回よりも遥はるかに効率的にレベルアップをしており、前回最も苦戦したマップ19においても苦戦することなく進んでいく。

　そして、やり直ししてから三十七日目──この世界に来てから累計で百三日目。

　マップ20となる。〈黒こく天てん獣じゆう〉のいるヘル王国に攻め入るマップだ。

　御み影かげが少し不安そうな表情を浮かべた。

「もう彼らを追い抜いたのかしら？　それとも追いついていない？」

「わからん……。だけど、あいつらには会わないと……」

　帝輝たちは結局、彼らに会わずにここまで来てしまっていた。

　だが。

「リーダー！　いたぜ！」

　偵察に出ていた飛行ユニットのひとりが情報をもたらす。

「どっちだ？」

「たぶん、両方だ！　混成部隊がそれぞれ戦ってるぜ！」

　驚きの情報に、帝輝たちはすぐにそちらの戦場へと向かう。

　確かに君尋と怜王が率いているであろう軍勢が、帝輝の目の前で戦っている。戦いを見ると、まだ様子見といったようで本気で戦っている様子はない。どちらかと言えば、指揮にも戸惑いがあり、またユニットたちにも迷いがあるような鈍にぶい動きだった。

　もしかしたら彼らもまたお互いの正体に気付きつつあるのかもしれない。ただ、コミュニケーションが取れないから、やられないために戦っているのだ。

　しかし、戦っているのは事実。であれば、いずれどちらかに犠牲が出る。

　犠牲が出れば、彼らも彼らでロードをする以外ない。そうなれば、また出会うのはいつになるかわからなくなる。帝たい輝きたちはもうロードすらできないのだ。

　ここを逃せば、もう後はない。

「意思の疎通ができないけど、どうするの？」

　御み影かげの質問に対して、帝輝は剣を出すことで応えた。

　大地を蹴り、そのふたつの軍に向けて駆ける。

　戦場となるそこに強引に割り込むようにして、その中央へと躍り出た。

　突然の乱入者に双方の動きが鈍にぶり、止まり、そして下がりつつ帝輝を逃がさないように包囲する。戦うのも逃げるのも可能な距離で、すべての者が睨にらみ合あう。

　戦場が不自然な静寂に包まれた。

　──あいつらなら、わかってくれるはず！

　顔はわからない。声が通じない。書いた文字すらお互いに見えなかった。

　まともな意思の疎通は不可能。

　だが、やれることならばある──。

　帝輝は手を高く上げ、剣を空へと掲げた。

「〈ライトストリーム〉！」

　アーケインギフト、〈ライトストリーム〉。

　ゲームにおいては、前方にいる敵ユニットすべてに対して攻撃を叩たたき込む強力なギフト。距離制限もないため、敵が一列に並んでいるような状況では無類の強さを発揮する。

　この世界の中においても、その効果は発揮された。

　帝輝の剣から放たれた光の奔流が、上空へと高く高く舞い上がる。

　帝輝は敵に向かって撃たず、ただただ、空へと打ち上げただけだ。

　そもそも敵を倒すために撃ったわけではない。

　ただ、知らしめただけだ。ここに自分が──鷹たか司つかさ帝輝がいるのだと。

〈ライトストリーム〉は──帝輝が最も好んで使うギフト。

　だからこそ、ジェスチャーや人文字による意思の疎通よりも、彼らには伝わる。

「う、動きが止まった……？」

　前方に展開する部隊を見て、楓かえでが恐る恐る呟つぶやいた。

　楓の言ったとおり、双方の軍の動きは止まっている。声は聞こえないが、彼らの仕草で情報の伝達具合がわかった。

　そして、両方の軍からひとりずつ、少し派手な衣装を着た者が前へと出る。

　以前にも見た、士官のような服を着た男と、剣士然とした男だ。

　そのふたりが帝輝へとゆっくりと近づいた。

　手が届く距離。

　三人が同時に拳こぶしを差し出し、それを──重ねた。

　顔は見えない。覆面や鉄仮面は外れない。声も聞こえない。

　だが、それでも彼らが意志を持っていることはわかる。体温を持った人間だということがわかる。

　ふたりがかけがえのない友人、怜れ王おと君きみ尋ひろだと帝たい輝きは確信した。

　怜王がいつもの仕草で帝輝の胸に拳こぶしを当てる。

　君尋が普段と同じように帝輝の肩をぽんぽんと叩たたく。

『ここはお前に任せた』

　とでも言うように。

　帝輝はその覆面の下に、いつもの笑顔を垣かい間ま見みた気がした。

　もっとも、あくまで「ここは」であって、「これからも」ではないが。

　この場においては、双方の戦場に飛び込んで戦闘を収めた帝輝に任せるのが一番だと判断してくれたのだろう。

　三人が理解をしあうには、それだけで充分だった。

　これこそが、一いち縷るの望み。

　怜王や君尋たちとの協力が、凰おう楽らの騎乗する〈黒こく天てん獣じゆう〉を倒す唯一の希望だった。




　帝輝たちを、君尋や怜王たちの軍勢がサポートする。

　三軍が一緒になったことで、攻略はさらに容易になった。

「け、経験値って大丈夫ですかね？」

　進軍中に少し不安そうに楓かえでが帝輝に尋ねる。

「どうにかなる。俺たちも予定通りレベルアップしてきたし、向こうも同じだ。ラスボスのマップまでには全員マックスまで届く。余裕があるわけじゃないけどな。楓の力も必要だ。敵ユニットのＨＰヒツトポイントをあと一撃まで減らしてきてくれ」

「りょ、了解です！」

　各クラス四十人。凰楽と椿つば姫きを抜いて、計百十八人。これが全味方ユニット数だ。

　ここまで来るとむしろ敵に同情するほどだが、問題は真っ当な敵ユニットではない。

　凰楽を擁するラスボスの〈黒天獣〉が一番の難題だ。

　消えない不安を押し殺すようにして、帝輝たちは進む。

　ラスボスのいるマップ──マップ25へと。

　未いまだに、怜王や君尋とは意思の疎通は取れない。

　彼らのロード回数まではわからないし、あの〈黒天獣〉と戦ったことがあるのかも……。

「あいつらが、このラスボスを知らないという想定で俺が最初に動く。あいつらなら、俺たちが動けば上う手まく合わせてくれるはずだ。〈ゴスペル〉はあいつらも見れば気付く。だから、皆は〈黒天獣〉の攻撃範囲ギリギリ外で待機しててくれ。〈ゴスペル〉を壊こわしたら、すぐにいつものように注意しながら総攻撃だ」

「了解。頼んだぞ、リーダー」「へいへい。問題ないわよ」「任せて、帝たいちゃん」

「行くぞ、出陣だ！　シミュレーション・エントランス！」

　滝たき脇わき、品しな川がわ、御み影かげに部隊の指揮を任せる。

　そして、帝たい輝きたちは〈黒こく天てん獣じゆう〉のいる場所へと到着した。

「帝輝、ようやく来たね……。ああ、怜れ王おと君きみ尋ひろも来たのか」

〈黒天獣〉に乗る凰おう楽らは、前回と同じように帝輝たちを見下ろしている。

　椿つば姫きも前回と同じように〈黒天獣〉の額ひたいに張りつけられていた。

「ふふ、帝輝。さあ、今度は対策できてるかな？」

「見りゃわかるだろ。怜王に君尋もいるんだ」

「ははは、あんな顔もわからない上に言葉も通じない状態で、よく彼らだってわかったね？」

「何度も戦ったからな。さすがに一回二回じゃ疑惑を抱くだけで、何もできなかったが……。何度も戦えば気付くさ」

「さすがに年季が違うね」

「ああ。そして──俺たちが協力すれば、倒せない敵なんていない！」

　帝輝は無造作に部隊から前に出て、〈黒天獣〉の前へと出る。

「どうやって？」

　凰楽が〈黒天獣〉を操り、その触手が帝輝を襲った。しかし、帝輝はそれを躱かわす。

　そして、黒天獣を見上げ、その場に留とどまった。

　帝輝ひとりだけ前に出たことで、君尋や怜王の部隊に伝令が走る。

　そして、同じように君尋と怜王が部隊から離れて、前へと出た。

「行くぞ！」

　帝輝は剣を軽く空に向けて一度振り上げる。三人が協力プレイをする時の合図だ。

　帝輝は大地を蹴って一直線に〈黒天獣〉へと向かう。

　そして、ほぼ同時に君尋と怜王も〈黒天獣〉へと駆けた。

「俺たちならやれる！　絶対に──！」

〈ゴスペル〉破壊は、同時に一定以上のダメージを叩たたき出せばいい。

　そのために同時に最高ダメージとなるギフトを三人で撃つことが求められる。

　彼らも〈黒天獣〉の持つ〈ゴスペル〉のギフトは見えているのだ。ゲームとは違うとはいえ、君尋も怜王も、帝輝の言いたいことやりたいことをすべて察してくれた。

　いつも、一緒にゲームをやっている時と同じように。

「〈ルインブリンガー〉！」

　帝輝は単体に放てる最強ギフト〈ルインブリンガー〉を叩き込んだ。

　怜王と君尋も、自身の最強ギフトを放つ。

　ふたりがよく使うアーケインギフト、〈バースクライム〉と〈レートオーバー〉。

　ディスプレイ上ではよく見たエフェクトの攻撃を、〈黒天獣〉へと叩きつける。

　ほぼ同時に、三色の光が渦巻いて〈黒天獣〉を襲った。

〈ゴスペル〉によるバリアが〈黒天獣〉を覆い、その攻撃から身を守る。ピキピキと乾いた音を立てて、〈ゴスペル〉が割れていった。

　しかし──。

「それでもダメージが届かないの!?」

　御み影かげが慌てたように、叫ぶ。

　割れるまではいったが、壊こわすには至らなかったようだった。

　やはり『ＬｏＲ３』のステータス相手では、ギリギリで足りていないのか──。

　バリアが見る見るうちに回復していく。御影の表情に絶望が湧わく。もうダメなのか、と。

「真ま桜お────っ!!　頼む！」

　その帝たい輝きの言葉に応え、真桜が杖つえを掲げた。魔法をブーストし、ダメージを増加させる〈アスクレピオスの杖〉を。

「……お待たせ、マスター。すべての世界に終しゆう焉えんを。《ラグナロク》」

　最後の一押し──黒い光が溢あふれ、その輝きが〈黒こく天てん獣じゆう〉の全身を襲う。割れかけて修復中の〈ゴスペル〉に、容赦なく黒い光が襲った。

『ＬｏＲ』の〈アスクレピオスの杖〉で強化された魔力で放たれた、『ラスト・ブレイブ』の究極魔法が容赦なく〈ゴスペル〉に負荷を与え──ついにはそのバリアをガラスのように砕け散らす。

　散っていくバリアを見て、凰おう楽らは僅わずかに動揺した表情を見せた。

「初代のステータスで〈ゴスペル〉を壊すか……。さすが」

　だが、決定的な打撃にはまだ至っていない。

「〈ゴスペル〉消失を確認！　全員、戦術通りに戦闘態勢を取って！　死なないでよ！」

　御影の指示が飛んだ。クラスメイトたちが全員、前へ出て〈黒天獣〉へと立ち向かう。

〈ゴスペル〉が消えれば、あとはステータス通りの結果になる。

　当たられるダメージ量こそ少ないが、〈ゴスペル〉を消した以上、こちらもまた〈黒天獣〉の一撃で死ぬことはない。〈ゴスペル〉の加護が消えた〈黒天獣〉はダメージ増加補正もなくなるからだ。

「数に任せて押せ、俺たちは烏う合ごうじゃない！」「散りも積もれば山よ、本気を出して！」

　滝たき脇わきと品しな川がわも必死に指揮を執る。移動場所、装備武器、回復指令、様々な指示を柔軟にこなした。

「リーダー！　こっちは任せろ！　そっちはそっちで集中してくれ！」

　滝脇が心強いことを言ってくれる。

　彼らを信頼して、帝輝は剣を構えた。

「もう一発喰くらえ！　〈ルインブリンガー〉！」

　帝輝の持つ最強のギフトが〈黒天獣〉を襲う。

　さらに別のエフェクトも怪物を襲う。怜れ王おの〈バースクライム〉と君きみ尋ひろの〈レートオーバー〉だ。彼らのギフトもまた猛威を振るった。

　その威力は他のクラスメイトたちとは比較にならない。

〈黒天獣〉のダメージを示すＨＰヒツトポイントゲージがどんどんと減っていった。

　これを口火にこの場にいる百十八人による攻勢が始まった。楓かえでが、真ま桜おが、そして、攻撃系のユニットはすべて〈黒こく天てん獣じゆう〉に向かって武器を魔法を躊ちゆう躇ちよなく振るう。さらに君きみ尋ひろと怜れ王おの部隊も動いていた。その動きに迷いはない。彼らの練度も相当なものだった。

〈黒天獣〉の肉を切り裂く音、〈黒天獣〉の硬い皮膚に武器が弾かれる音、炎の弾ける音、氷が飛ひ翔しようする音、強烈な風の吹く音、大地が隆起する音、光が集う音。

　遺跡の中で凄すさまじい不協和音が渦巻く。

「〈黒天獣〉よ！　〈ダークブレス〉！」

　凰おう楽らが指示すると、〈黒天獣〉が口を開け、その中から闇やみの炎が吐き出された。

　闇の炎はこの場にいる皆の身体からだを焦がす。あっという間に数人が瀕ひん死しに追い込まれた。

「焦らない！　全員を回復！　特に真ま木きと裏うら松まつには重点的に！」

　しかし、すぐに回復魔法が放たれる。全員のＨＰヒツトポイントが即座に安全圏まで回復した。

　タクティシャンたちも、それぞれ動いて適切な形でユニットを強化している。強化は全員に行き届いていた。おかげで時間が進むにつれて戦いは安定してきている。与えるダメージが増え、受けるダメージが減っているため、他の部分に回せる余裕もできた。

「これなら、いけます！　いけますよ、皆さん！」

　すべてを含めて演算をしたのだろう。楓が嬉うれしそうに叫ぶ。

　事実、ダメージは順調に推移している。敵は回復もできないし、味方の武器や回復アイテムにはまだ余裕がある。真桜が『ラスト・ブレイブ』の魔法を使う必要もない。

「あと少しだ、みんな！　油断せずに集中！」

　帝たい輝きがほぼ勝利を確信し、叫ぶ。

　その声に、クラスメイトたちは歓喜した。士気が高まり、動きもまた洗練され、〈黒天獣〉の放つ闇の炎を避よける者まで出始める。

　そして、長い長い攻撃の末、〈黒天獣〉のＨＰゲージは、ついに残り僅わずかとなった。

「〈黒天獣〉よ、これで終わりだ！」

　帝輝が剣を構え、黒き獣へと突き進む。

　剣を振り上げ、〈黒天獣〉へと振り下ろした。

「〈ルインブリンガー〉！」

　剣から放たれた光のエフェクト。その光が〈黒天獣〉の巨大な胴体を貫く。

　凄まじい勢いで放たれたエフェクトが消え、光の共鳴音が少しずつその音を小さくした。

〈黒天獣〉の動きが止まる。

　そして、ぐらりと身体が傾いた。

　大地に根差していたかのような四つ足の状態からバランスを崩す。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォ……ン……』

　形容しがたい不気味な雄叫おたけびを上げて床に倒れた。

〈黒天獣〉のＨＰはゼロになったのだ。もうピクリとも動かない。

「や……」

　クラスメイトたちが、

「「「「やっっっっっっっっったああああああああああああっっっっっっっっ!!」」」」

　そこかしこで歓声を上げる。

　抱き合う者、自らの手柄を自慢する者、ほっと一息安あん堵どの息を吐くだけの者。様々だ。

「椿つば姫き！」

　帝たい輝きは倒れた〈黒こく天てん獣じゆう〉に駆け寄り、椿姫に纏まとわりつく額ひたいの肉を剥はがして助け出す。

　助け出された椿姫は規則的に呼吸をしており、ちゃんと生きているようだった。帝輝が抱き上げて腕の中に収まった椿姫には、ちゃんと温かな体温がある。

「……あ、れ？　帝輝？」

　ふと、その瞳が開いた。起きたらしい。

　周囲の状況を確認して、自分がお姫様抱っこされていることに気付くと、

「お、下ろして！　って、何がどうなって……」

　あれから何が起こったのか整理できていないようで混乱していた。

「あうぅ……」

　そのまま大人しくなり、帝輝の腕の中で縮こまる。それを茶ちや化かす者は誰もいなかった。

「これでゲームは終わりなんだよな？」

　滝たき脇わきが小さく呟つぶやく。

　そう。あとはお互いが一言二言言って、自分の国に帰る。













　そのはずだった。少なくともゲームであれば。

　だが、ゲームにはいない不穏分子が、ここには紛れ込んでいる。

「……さすが、帝たい輝きだ」

　ふわりと、遺跡の床に凰おう楽らが降り立つ。

　そう、終わりではない。まだ凰楽が残っているのだ。

　帝輝は椿つば姫きを床に下ろし、自分の背中に隠す。

　そして、手に持つ剣を凰楽に向けた。

「なあ、凰楽……。お前、なんでこんなことを……」

「楽しんでもらえたと思ったけど、さすがにロード回数の制限はやり過ぎたかな？」

「質問に答えろ！　凰楽！」

　しかし、凰楽は何も答えない。ただ、寂さみしそうな顔をするだけだ。

「な、なあ！　俺らは現実に帰れるんだろ!?」「そ、そうだよ！　帰してくれよ」

　クラスメイトたちは凰楽を恐れて近づかないが、それでも不安そうに彼に問う。

　だが、凰楽は首を振った。

「どこに帰るって言うんだい？」

「そ、そりゃあ、現実の世界に……」




「落ちる飛行機の中に帰って……どうするのさ。奇跡でも祈るの？」




　何気なく放たれた凰楽の言葉に、クラスメイトたちが固まった。

　絶句している者、理解できない者、困惑している者……様々だ。

「お、凰楽。それって……」

「理解できないほど帝輝は暗愚じゃないはずだよ」

「待ってくれよ。あの揺れは……こっちに召喚される時の振動じゃなかったのか!?」

「帝輝。あれは現実に起こったことで、この召喚との直接的な因果関係はない。そして、この世界での時間は向こうと連動していない。現実に帰れば……あの落ちる飛行機の中だ」

　その会話に御み影かげが割り込む。

「それが本当という証拠は？　そもそも、なぜこんな真ま似ねをしたのかの答えになってない」

　彼女の表情は疑惑の色で染まっており、彼の言葉をまったく信じていないようだった。

　凰楽は黙り込む。御影の質問に肯定なのか、否定なのかは、その表情からは窺うかがえない。

「……信じるも信じないも君ら次第さ。理由に関しては予想でも想像でも、自由にしてくれればいい。僕は言い訳なんかしない」

　そして、凰楽は剣を構えた。

　天界にあるとされる〈神剣オリジン〉。『ＬｏＲ２』が初出の、敵が持つ最強の武器だ。

「最後の戦いをしよう。帝輝」

　凰楽はパチンと指を鳴らす。凰楽の背中を覆うように、光の紋章が中空に浮かび上がった。この〈ケルビム〉というユニット特有の、ステータスをブーストした証あかし──つまり、本気になったという合図だ。

「きゃあ！」「うわっ！」「なんだ!?」

　その合図と同時に、帝たい輝きと凰おう楽ら以外の者が全員、部屋の壁まで追いやられた。

　部屋の中央には帝輝と凰楽のふたりだけとなる。

「全員、そこで見ているといい」

　追いやられたクラスメイトたちや怜れ王おと君きみ尋ひろも、すぐに帝輝に駆け寄ろうとするものの、見えない壁があるのか、そこから前に進むこともできなかった。

「帝輝！　帝輝ッ！」

　椿つば姫きが必死に叫ぶ。

　だが、すでに帝輝も凰楽も、お互いの挙動に集中していた。

「凰楽。俺が勝ったら教えてもらうぞ。すべてを」

「約束はできない……さあ、帝輝。僕らだけの第二ラウンドの始まりだ！」

　凰楽が剣を振りかぶる。そして、剣を振り下ろして帝輝を斬きりつけた。

　一気にダメージが減る。命中率が１００パーセント。当たったら確実にダメージが減少する。どうにかして避よけるしかダメージを抑える方法はない。

「回復用意!!　早く帝たいちゃんを援護して！」

　御み影かげが慌てて叫ぶ。だが、メディックたちが慌てて準備するが、すぐに困惑し始めた。

「む、無理！　指定できない！」

　見えない壁は攻撃指定も回復指定も通さないらしい。

　彼らにとって、この戦闘はまさにイベント戦闘のようなものだ。

　何なん人ぴとたりとも邪魔することはできない。見守ることしかできない。

　死ぬのが決まっていたのだとしても……手助けは不可能だった。

「上等だ！」

　帝輝がすぐに剣を構え、凰楽を斬りつける。

「喰くらえ、〈ルインブリンガー〉！」

　命中判定。命中率88パーセント。命中処理が成功し、凰楽にダメージが入る。

　だが、全体的なステータスは向こうの方が上だった。武器のおかげでダメージは入るし、〈黒こく天てん獣じゆう〉ほどではないが、ひとりで戦うのは厳しいと一撃で確信した。

「帝輝、それだけじゃどうにもならないよ！」

　今度は凰楽の剣が帝輝を襲う。

　帝輝はその剣をどうにか避けた。命中処理へと至らせずに、反撃。

　命中率88パーセントは高い方だ。普通なら当たると思える命中率である。

　だが、１００パーセントではない。命中処理で外れてしまう。ミスと表示された。

「ちっ……！」

　ただでさえダメージの積み重ねが必要なのに、ミスになってしまい帝輝は舌打ちする。

「マスター！」

　真ま桜おが悲痛な声をあげた。真桜は先程から必死に魔法を放とうとしているができない。壁を突き崩そうと踠もがいているが、不可視の壁に阻まれ、攻撃が届く気配がなかった。

「そらそらっ！　どうしたんだい、帝たい輝き！　君はその程度じゃないはずだ！」

「勝手なこと言ってんじゃねぇ！　お前の方が圧倒的に有利だろうが！」

　何度も剣を避よけられるものではない。凰おう楽らの剣が身体からだに当たり命中処理が行われ、帝輝のＨＰヒツトポイントは少しずつ死へと近づいていた。

　──帝輝が死ねば、ゲームオーバー。全員が死ぬ。

　しかし、仮にここで凰楽を倒しても、落ちる飛行機の中に戻るだけ。

　あの凰楽の言葉が、帝輝には嘘うそとは思えない。

　だとすれば、何もかも。結果は同じ。

　だが──。

　それでも──。

「諦あきらめることだけは……絶対にしないッ！」

　だから、帝輝は確実に当たるべく剣を鋭く振るう。

　少しでも凰楽の剣を避けるべく集中する。

　クラスメイトたちを守るために。

　ここまで来た意志を無駄にしないために──！

「帝輝さん！」

　心配そうに見守る楓かえで。自分が代われたら……表情には、そんな想おもいが表れていた。

　祈るように手を組んで、願う。帝輝の勝利を。

「マスター！」

　真桜は悲ひ愴そうな面持ちで、いつにない叫びを上げる。帝輝を援護しようにもそれができない。その悔しさを顔に滲ませながら、帝輝が生き残ることを彼女は祈った。

「帝たいちゃん！　くっ、こんな壁さえなければ……！」

　御み影かげは無念そうにその壁に拳こぶしを叩たたきつける。音もない、衝撃も来ない、そのただただ奇妙な侵入を阻むだけの壁を恨めしそうに睨にらみながら、帝輝が少しでも有利になるよう祈る。

「お願いします……！　神さま……誰か……帝輝と凰楽を、救って……！」

　椿つば姫きが願う。祈る。真剣に。奇跡が起こってくれるように。

　──それは祈りが届いたのか。

　──あるいはゲームの仕様なのか。

　椿姫の身体から、うっすらと帝輝の身体に光の線が伸びていた。

　帝輝が動けば連動して線も動く。一本のか細い光が帝輝と椿姫を結んでいるのだ。

　いや、椿姫だけではない。

　楓から。真桜から。御影から。滝たき脇わきから。品しな川がわから……すべてのクラスメイトから、その光は帝輝に伸びている。

「お願いします……！　帝たい輝きを、守って！」

　椿つば姫きが祈ると、その光はさらに輝いた。

　椿姫たちも説明を受けていたが、それはゲームの仕様のひとつ。魂の絆Ties of the Soul Systemだ。

　深い友情や愛情で結ばれた者たちに与えられる支援補正。命中率、回避率、クリティカル率はもとより、攻撃力や守備力にも補正がかかる。

　ただ、このシステムはあまり強いものではなく、ゲーム展開を大きく左右しない。光の絆きずな一本で命中率が１パーセント上がる。攻撃力が１上がる、その程度のささやかなものだ。

　しかし、固定のキャラクターそれぞれに魂の絆ＴｏｔＳＳの最大数が決まっているゲームと違い、この世界では魂の絆を結べる数には制限がなかった。

　誰かが誰かを強く想おもうことで、想われた者は想いを受けて少しずつ強くなる。

　少しずつが、クラスメイト全員分集まって──ついには、帝輝に限界を超えさせた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　帝輝が攻撃。命中率が上昇し、１２０パーセントとなった。１００パーセントを超える表記はゲームにはない。だから、これはバグなのだろう。

　現実の魂の絆ＴｏｔＳＳを受け、システムがそれに対応しきれていないのだ。

「なっ……！　これは……！」

　凰おう楽らの攻撃が帝輝に命中する。命中処理が発生。命中率は42パーセントまで下がっていた。攻撃が当たらず、命中処理でミスとなる。

　いつの間にか与えるダメージも、帝輝の方が大きくなり、凰楽の方が低くなっていた。

　魂の絆。その光のラインはさらなる輝きを放つ。

　クラスメイトたちの帝輝への信頼が、そのまま輝きへと昇華しているかのように──！

「変わったね、帝輝！　クラスにはまるで無関心だった君が、ここまでクラスメイトたちの信頼を集めるなんて」

「……実感なんて湧わいてねぇよ、そんなこと！」

「何を言ってるんだい。君の輝きは、僕にも見えている！　魂の絆の証あかしが、信頼の証が！」

「ああ、それは俺にも見えているさ。俺の稚拙だった指揮に、皆が応えてくれた！　必死に、がむしゃらに、目的に向かって一丸になった結果だ！　だから！　ここで負けるわけにはいかねえんだよ！　そして、お前から話を聞くためにもな！」

　魂の光は、さらに帝輝自身をも輝かせる。そのステータスはとうに凰楽を凌りよう駕がしていた。

　殺た陣てのように流れるふたりの剣けん戟げき。それはまるで剣道の試合を思わせる立ち回り。

　それはクラスメイトらの、椿姫の目すら奪っていた。

「まるで、昔みたいだね。帝輝……」

「そうだな。お前との試合は楽しかった！　もう二度とできないと思っていた！」

「君には感謝の念しかない。だからこそ、僕は君をここに留とどめたい」

「違う！　俺はお前と一緒に現実に戻るんだ！」

　だが、そんな昔のような刻ときも束つかの間まの泡沫うたかた。

　舞踏のようだった剣けん戟げきが、ふとした瞬間に止まる。

「俺の──いや、俺たちの勝ちだ、凰おう楽ら！」

「まだだ！　まだ、終わらせない！」

　すでにお互いのＨＰヒツトポイントは残り少ない。

　お互い、あとは残り一撃。

　お互いが剣を振り上げ、それを相手に向かって振り下ろした。

　想おもいを乗せた、ふたつの剣が交錯する。

　鍔つば迫ぜり合あいは起こらない。

　それぞれの剣は、お互いの身体からだに命中した。

「………」「………」

　残心をとったまま、ふたりの身体は固まる。

　誰も語ることなく、静寂がその場を支配した。誰も声を上げられない。

「凰楽……」

「帝たい輝きの方が……先に当たったか。あとに攻撃した、僕のは無効。うん。帝輝、君の勝ちだ。さすがだよ。やっぱり僕が敵かなうはずもない」

　小さく笑う。後悔など何もないように。

　そして、凰楽は床に座り込むようにして倒れる。

　だが、凰楽が負けを認めても、帝輝はまったく気分が晴れなかった。













「……勝っても……嬉うれしくねぇよ」

「僕は、君と戦えて楽しかった」

「だったら、命のかからない状況でやればいいじゃないか……！　何でこんな真ま似ねを！」

　凰おう楽らはゆっくりと首を振る。寂さみしそうに。人によっては悲しそうに見えたかもしれない。

「理由なんてどうでもいいって。何度も言ってるじゃないか」

「だけど……！」

「それに、もうこれで終わりなんだ」

　ＨＰヒツトポイントをゼロにした凰楽が、システムによって容赦なくその身体からだを薄くされていく。

「そして、これが始まりでもある」

　凰楽がそんな呟つぶやきを残して、その声は虚空に溶けていった。

　そして、彼自身の身体も消えていく。




　それと同時に──その場にいたすべてのクラスメイトたちの身体も、フッと幻のように消えていった。













　気付けば見知らぬ場所にいた。

　帝たい輝きは起きて周りを見渡す。クラスメイトたち数人が倒れているのが見えた。

　微かすかに息遣いが聞こえてくる。死んでいないことに、帝輝はほっと胸を撫なで下おろした。

　そして、倒れているのは帝輝のクラスメイトだけではなかった。怜れ王おや君きみ尋ひろ本人と、そのクラスの生徒たちもいる。その姿は先程までと違い覆面や仮面をつけておらず、顔がはっきりと見えていた。こちらからも息遣いが微かに聞こえてくる。

　ただ、クラス全員の姿は見当たらなかった。

「……何が、どうなったんだ？　確かにクリアしたはず……」

　状況がいまいち掴つかめない。

　嫌な予感を覚えた帝輝は、目を眇すがめて遠くを見み遣やった。

　連なる山々、霧の中にひっそりと見える不気味な城、眼下に見える小さな村。

「ここは……」

　元の世界。現実──ではない。

　凰おう楽らが言ったような、落ちる飛行機の中でもなかった。

　さっきまでいた世界と、似たような──いや、ほとんど雰囲気が同一の風景。

　そして、この風景にも見覚えがあった。

　認めたくない事実に、身体からだが震える。

「まさか……『ＬｏＲ２』の世界か？」

　そんな帝輝の呟つぶやきに答えを返す者は誰もいなかった。

「そうだよ、帝輝。さすがに、一目でわかったみたいだね」

　否。ひとり、いた。

　戦った時と同じ銀の鎧よろいを着込んだ凰楽が、帝輝の傍そばに立っている。

「ここは２の世界だ。三軍を動かして、それぞれがストーリーを紡ぐ、ね……」

　彼は不敵な笑みを浮かべてそう告げた。

　まるで、これから楽しいことが待っているよと言うかのように。

「凰楽、お前……！」

「今回は最初から敵同士だよ」

　そう言い残して、彼は霧のようにその姿を消す。最初からいなかったとでも言わんばかりに、そこには冷ややかさを増した物言わぬ風だけが吹き抜けた。

　帝輝は口を真一文字に引き結び、拳こぶしを握る。

　凰楽が何を考えているのか、凰楽の目的は何なのか。

　未いまだに不可解なことばかりで頭が混乱しそうだった。

　しかし、それでもはっきりしていることがある。

「どんな状況でも、俺はすべてを諦あきらめるつもりはないぞ、凰楽！」

　虚空に向けて、帝輝は誓うように強く強く言い放った。


●Ｅｎｄ●








あとがき

　命中率が80あれば当たるだろう。敵の命中率20が当たるわけがない。会心率２パーセントが運悪く発動したりはしない。飛行ユニットはここなら弓兵にやられないはず。こんな場所から強キャラが出てくるはずがない。この爺じいさん、強いからひとりでもいける。

　心当たりのあるＭＦ文庫Ｊの読者の皆様、初めまして。田た尾お典のり丈たけと申します。

　今作『虚構戦役の戦導師アンシミユレイテツド・インキユベーター』のモチーフであるＳシミユレーシヨンＲＰＧは多くの仲間ができますが、出撃制限で全員は使えません。でも、もし全員を一度に使うことになったら？　それが全員クラスメイトなら？　効率を重視するが故の贔ひい屓き、冷遇、軋あつ轢れき！　そして、生まれるロマンス！　そんな世界観で主人公の帝たい輝きたちは様々なルールを課せられながら苦悩し、それでも現実に戻るために奮闘して盛り上がっていきますので、よろしくお願い致します！

　それでは謝辞に参ります。まずは担当してくださったＯ様、手間がかかって仕方のない作家にここまでお付き合いいただき、ありがとうございました！　次も頑張ります！

　イラストレーターの村上様。女の子を可愛かわいく格好良く描いてくださり、ありがとうございました！　武器や防具もイメージばっちしで素晴らしいです！　すっごく悶もだえる！

　デザインを担当してくださったムシカゴグラフィクス様。そして、この本を出版するにあたって関わった皆様。こうして本を出せました！　厚く御礼申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を！


二〇一四年十一月二六日
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